
¡この取扱説明書には、お車の各部の取扱い、装備の説明、万一の 

ときの処置方法などについて説明してあります。　　　　　　 

¡「必読　安全で快適なカーライフのために」は、とくに重要な項 

目ですのでしっかりお読みください。　　　　　　　　　　　 

¡この取扱説明書の中で使用されている記号は、次のようになって 

います。 、 、 のところは、とく 

にしっかりお読みください。　　　　　　　　　　　　　　　 

¡イラストの中で使用されている の記号は、図示されている行 

為の禁止を示しています。　　　　　　　　　　　　　　　　 

取扱いを誤った場合、死亡または重大な傷害を生じ 
る可能性が想定される内容を示しています。 

取扱いを誤った場合、傷害を負う可能性がある内 
容、または物的損害の発生が予想される内容を示し 
ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

お車のために守っていただきたいこと、および知っ 
ておくと便利なことを示しています。　　　　　　 

¡保証に関することや点検整備については、別添のメンテナンスノートに記載し 
ていますのであわせてお読みください。　　　　　　　　　　　　　　　　　 

¡この取扱説明書とメンテナンスノートは、常にお車の中に保管しておいてくだ 
さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

¡お車をおゆずりになるときは、次に所有されるかたのために、この取扱説明書 
とメンテナンスノートをお車につけてお渡しください。　　　　　　　　　　 

¡ご不明な点は担当セールススタッフにおたずねください。　　　　　　　　　 
¡限定車の装備品や、スズキ販売店またはスズキ代理店で取り付けられた装備品 
などについては、装備品に添付されている取扱説明書をお読みください。　　 

¡車の仕様などの変更により、この本の内容やイラストとお車が一致しない場合 
があります。あらかじめご了承ください。　　　　　　　　　　　　　　　　 

このたびは  スズキ  ジムニー  を 
お買い上げいただき、ありがとうございます。 

　ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読みください。 
お車は取扱いを誤ると事故や故障の原因となります。この取扱説明書
をよくお読みいただいて、いつまでも快適なカーライフをお楽しみく
ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 



ご愛車に関するメモ

記入される記号・番号は、車検証、IDプ
レートをごらんください。　　　　　　

ご　愛　車　の　メ　モ

IDプレート
エンジンルームに貼付してあります。　

TYPE
CHASSIS  No.
ENGINE

COLOR

車両型式�

車体色�

エンジン型式� 仕様記号�

車台番号�

車名および

車両型式

車台番号

エンジン型式

車体色（番号）

仕様記号

トランス

ミッション

ナンバープレート

（車両番号）

ご購入年月日

車名：

型式：

K6A型

□ マニュアルミッション

□オートマチックミッション

　　　年　　　月　　　日

IDプレート�



マニュアル車は誤操作防止のため、クラッチペダルをいっぱいま
で踏み込まないとスターターモーターがまわらず、エンジンを始
動できないようになっています。　　　　　　　　　　　　　　

→　124ページ (クラッチスタートシステム)

■ クラッチスタートシステム

¡クラッチペダルをいっぱいまで踏み込まないとエンジンがかかりません。　　

�
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イラスト目次

タイプにより異なる装備も含んでいます。

ルーフレール　12�

ワイパー／ウォッシャー　116�

アンテナ　157�

ボンネット　77�

燃料補給口（フューエルリッド）　80�

リヤワイパー／ウォッシャー　117�

�

�

スペアタイヤ　190�

バックドア　68�

サイドアンダーミラー　98�

ドアミラー　94�

ドア　67
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ルームミラー　93�

室内灯　158�

サンバイザー　159�

シートベルト　40

後席シート　87�

パーキングブレーキ　126�

前席シート　82�

セレクトレバー  オートマチック車　128�

チェンジレバー  マニュアル車　127�

クラッチスタートシステム  マニュアル車　124�

フロアコンソールトレー　164�

�

�
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�

�

�

�
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�

�
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�
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1. 必読

7

安全運転が第一

お車に装備されているシートベルト、SRSエア
バッグシステム、ABS（アンチロックブレーキ
システム）などの安全装備も、乗員の安全確保
には限界があります。法定速度を厳守するとと
もに、スピードを控えめにして安全運転に心が
けてください。　　　　　　　　　　　　　　



安全で快適なカーライフのために
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1. 必読

■ 空気の流れの悪いところではエ
ンジンをかけたままにしない

¡換気の悪い車庫や空気の流れの悪い場
所では、エンジンをかけたままにしな
いでください。　　　　　　　　　　

¡排気ガスには無色・無臭で有害な一酸
化炭素が含まれているため、排気ガス
を吸い込むと一酸化炭素中毒を起こす
おそれがあります。　　　　　　　　

¡排気管はときどき点検してください。
排気管に穴あきやひび割れがあったり、
排気音がいつもと違うときは、必ずス
ズキサービス工場で点検を受けてくだ
さい。そのまま使用すると排気ガスが
車内に侵入し、一酸化炭素中毒を起こ
すおそれがあります。　　　　　　　

■日常点検を確実に
¡事故や故障を未然に防ぐために、お車
の走行距離、使用時の状態などから判
断して適切な時期に日常点検をしてく
ださい。　　　　　　　　　　　　　
→　メンテナンスノート（日常点検）

■ いつもと違うときは
¡次のようなときはお車に異常があるこ
とが考えられます。スズキサービス工
場で点検を受けてください。　　　　
•地面に油や液の漏れたあとが残って
いるとき　　　　　　　　　　　　

•ブレーキ液が不足しているとき　　
•走行中に、いつもと違うにおい、音、
振動がするとき　　　　　　　　　

•ハンドルやブレーキなどを操作する
ときの感じがいつもと違うとき　　

出発の前に
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¡エンジンがかかっているときは、バッ
クドアを開けたままにしないでくださ
い。バックドアが開いていると、排気
ガスが車内に侵入してくるおそれがあ
ります。　　　　　　　　　　　　　

¡車内に排気ガスが侵入してきたと感じ
たら、すべての窓を全開にしたり、エ
アコン、ヒーターの内外気切替えを外
気導入に切り替え、ファンを強にして
新鮮な空気を車内に入れてください。
そのまま放置すると、排気ガスによる
一酸化炭素中毒を起こすおそれがあり
ます。　　　　　　　　　　　　　　
空気を入れ替えても排気ガスが侵入し
てきたと感じる場合は、すみやかにス
ズキサービス工場で点検整備を受けて
ください。　　　　　　　　　　　　

■タイヤの空気圧を点検して
¡タイヤの空気圧は定期的に点検してく
ださい。　　　　　　　　　　　　　
この車の指定空気圧は、運転席ドアの
開口部に貼付してある空気圧ラベルで
正しい空気圧を確認のうえ、調整して
ください。　　　　　　　　　　　　
→　メンテナンスノート（日常点検）

　

¡タイヤ空気圧が極端に低い状態のまま
走行しないでください。バースト（破
裂）など修理できないような損傷をタ
イヤにあたえたり、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。　　　　　　

¡指定空気圧と異なると、車の性能（燃
費・車両の安定性・制動距離など）が
十分に発揮できないばかりでなく、思
わぬ事故につながるおそれがあります。
また、部品に悪影響をあたえるなど故
障の原因となることがあります。　　
例えば、ABS（アンチロックブレーキ
システム）の場合、正確な車両速度が
検出できなくなる場合があり、ABSが
正常に作動しなくなるおそれがありま
す。また、パートタイム4WD車のシス
テムでは、その性能が十分に発揮でき
ないばかりでなく、駆動系部品に悪影
響をあたえるおそれがあります。　　



安全で快適なカーライフのために
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1. 必読

■ シートベルトを正しく着用
¡シートベルトは走行前に着用し、正し
く調節してください。　　　　　　　

　走行中に着用したり調節をすると、事
故を起こすおそれがあります。　　　

→　40ページ（着用のしかた）
¡運転する人だけでなく、同乗する人に
も着用させてください。　　　　　　

■正しい運転姿勢となるように
シートを調節

¡シートの前後位置や背もたれの角度の
調節は走行前に行なってください。走
行中の調節は思わぬ位置に調節された
り、固定が不十分になったりするおそ
れがあります。　　　　　　　　　　

→　82ページ（調節のしかた）
¡シートの背もたれは必要以上に倒さな
いでください。衝突のときなどに、シ
ートベルトが本来の効果を発揮できな
くなります。　　　　　　　　　　　

■バッテリーの液面を点検して
¡バッテリー液面が下限（L O W E R
LEVEL）以下のときは、バッテリー補
充液を上限（UPPER LEVEL）まで補
給してください。　　　　　　　　　
バッテリー液面が下限（L O W E R
LEVEL）以下で使用するとバッテリー
の劣化を早めたり発熱や爆発のおそれ
があります。　　　　　　　　　　　
→　メンテナンスノート（日常点検）

出発の前に

■運転席の足元付近に物を置か
ない

¡足元のまわりにあき缶などの物を置く
とブレーキペダル操作ができなくなっ
たり、アクセルペダルがもどらなくな
るなどのおそれがあります。　　　　
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■車に合わないフロアマットは
使用しない

¡フロアマットはペダルに引っかからな
いよう、車に合ったものを正しく敷い
てください。ペダルをおおったり、重
ねて敷くとペダル操作のさまたげにな
り思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。　　　　　　　　　　　　　　

■燃料を補給するときは
燃料を補給するときは、必ず次のことを
お守りください。　　　　　　　　　　
¡エンジンは必ず止めてください。　　
¡ガソリンは引火性が高いため、タバコ
の火などの火気は厳禁です。　　　　

¡燃料補給作業は必ず一人で行なってく
ださい。また、給油口に他の人を近づ
けないでください。　　　　　　　　

¡フューエルキャップを開ける前に、車
体または給油機などの金属部分に触れ
て、身体の静電気を除去してください。
身体に静電気を帯びていると、放電に
よる火花で燃料に引火する場合があり、
やけどをするおそれがあります。　　
また、再び帯電するのを防ぐため、燃
料の補給中は車内のシートにもどらな
いでください。　　　　　　　　　　

¡燃料補給時は、車のドアや窓は閉めて
ください。　　　　　　　　　　　　

¡フューエルキャップを開けるときはゆ
っくりとゆるめ、空気の抜ける音が止
まってから取り外してください。急激
に開けると、燃料タンク内の圧力が急
激に抜け、燃料が吹き出すおそれがあ
ります。　　　　　　　　　　　　　

¡走行中に燃料がこぼれ出ないように、
フューエルキャップが確実に閉まって
いることを確認してください。　　　

¡車に合わないフューエルキャップは使
用しないでください。燃料漏れを起こ
すおそれがあります。必ず車に合った
スズキ純正フューエルキャップを使用
してください。　　　　　　　　　　

¡その他、ガソリンスタンド内に掲示さ
れている注意事項を守ってください。

¡燃料の成分には有害物質を含んでいる
ものもありますので、気化した燃料を
吸わないようにしてください。　　　



安全で快適なカーライフのために
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1. 必読

■荷物を積み過ぎない
¡助手席や後席に手荷物を積み重ねない
でください。　　　　　　　　　　　
視界をさまたげたり、急ブレーキのと
きなどに荷物が飛び出して身体にあた
り、思いがけないけがをするおそれが
あります。　　　　　　　　　　　　

¡重い荷物を積み過ぎないでください。
車体や走行に悪い影響をおよぼします。

出発の前に

■ルーフの上に荷物を積まない
ルーフレールはタイプ別装備

¡ルーフレールなどにロープをかけて、
ルーフの上に荷物を積まないでくださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　

■燃料が入った容器やスプレー
缶などを車内に持ち込まない

¡引火や爆発のおそれがあります。　　

■指定以外の燃料を補給しない
でください

¡無鉛ガソリン以外は使用できません。
¡有鉛ガソリンや粗悪ガソリン、その他
の燃料（アルコール系、軽油など）を
補給すると、エンジンや燃料配管系な
どに悪影響をおよぼします。　　　　
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■車を発進させるときは周囲を
よく確認　　　　　　　　

¡車の周囲の安全確認を十分に行なって
から車を発進させてください。　　　

¡バックミラーだけでは車の後方の状況
を十分に確認できませんので、車を後
退させるときは、車からおりて自分の
目で車の後方の状況を確認してくださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　

■窓越しのエンジン始動はしない
¡窓越しのエンジン始動はしないでくだ
さい。思わぬ事故につながるおそれが
ありますので、必ず運転席にすわって
行なってください。　　　　　　　　

→　124ページ（エンジンのかけかた)



安全で快適なカーライフのために

14

1. 必読

お子さまを乗せるときは

■お子さまは後席に
¡お子さまは、必ずシートベルトを使用
して後席に乗せ、できるだけ大人が隣
にすわってお子さまを見守るようにし
てください。　　　　　　　　　　　
助手席に乗せると、不意の動作が気に
なったり、スイッチやレバー類のいた
ずらなど、運転のさまたげになるおそ
れがあります。　　　　　　　　　　

¡後席でも必ずシートベルトを使用して
ください。　　　　　　　　　　　　

お子さまを乗せるときはとくに安全確保のため、スピードを控えめに
して安全運転に心がけましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　

¡やむをえず助手席に乗せるときは、必
ずシートベルトを使用し、助手席シー
トをいちばん後ろの位置にしてくださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　
助手席シートを前に出していると、SRS
エアバッグがふくらんだときの衝撃で
お子さまがけがをするおそれがありま
す。　　　　　　　　　　　　　　　

¡お子さま用シートによっては、助手席
にSRSエアバッグが付いていると取り
付けできないものがあります。　　　
取り付けに関しては、必ずお子さま用
シートに付属の取扱説明書でご確認く
ださい。　　　　　　　　　　　　　
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■お子さまにもシートベルトを
着用させて

¡ひざの上にお子さまを抱かないでくだ
さい。しっかり抱いていても、衝突の
ときなどにお子さまに強い力がかかり、
十分に支えることができず、お子さま
が重大な傷害を受けるおそれがありま
す。　　　　　　　　　　　　　　　

¡シートベルトが首やあごにあたる場合
や、腰骨にかからないようなお子さま
には、チャイルドシート、ジュニアシ
ートをご使用ください。使用しない場
合、衝突したときなどにシートベルト
によりお子さまが重大な傷害を受ける
おそれがあります。　　　　　　　　
また、首がすわっていないお子さま、
およびひとりすわりのできないお子さ
まには、ベビーシートを使用してくだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　
取付け方法などについては、使用する
お子さま用シートに付属の取扱説明書
に従ってください。　　　　　　　　

〈選択の目安（スズキ純正用品の場合）〉

¡ベビーシートやチャイルドシートを取
り付けたときは、確実に取り付けられ
ていることを確認してください。　　

¡お子さま用シートは、お子さまを乗せ
ていないときでもしっかりとシートに
取り付けるか、または、使用しないと
きは荷室に収納してください。　　　
シートから取り外したまま客室内に放
置すると、ブレーキをかけたときなど
に乗員や物にあたるなどして思わぬ事
故につながるおそれがあります。　　

¡お子さま用シートの種類によっては、
この車に正しく取り付けができないも
のもあります。　　　　　　　　　　
使用する前に、お子さま用シートに付
属の取扱説明書でご確認ください。　
　　　　

�
体重(kg) 身長(cm)

75以下�

75以下�

10未満�

9未満�

75～�
  105以下�

100～�
  135以下�

参考年齢�

新生児～�
　12か月�

新生児～�
　  9か月�

ベビーシート�

チャイルド�
シート�

ジュニアシート�

9か月～�
　　 4才�

9～18�
　　未満�

15～32�
　　 以下�

4才～�
　　10才�

乳児用として�
使用する場合�
幼児用として�
使用する場合�
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1. 必読

お子さまを乗せるときは

■お子さまをシートベルトで遊
ばせないで

¡お子さまをシートベルトで遊ばせない
でください。とくにチャイルドシート
固定機構付きシートベルトの場合、シ
ートベルトを身体に巻きつけたりして
遊んでいるときに誤ってチャイルドシ
ート固定機構を作動させると、ベルト
を引き出すことができなくなり、窒息
などの重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。　　　　　　　　　　　　　
万一、誤ってチャイルドシート固定機
構を作動させてしまいバックルも外せ
ない場合は、ハサミなどでベルトを切
断してください。　　　　　　　　　

¡衝突したときなどにお子さま用シート
を使用していてもお子さまの安全の確
保には限界があります。スピードは控
えめにして、安全運転に心がけてくだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　
また、万一事故にあって、お子さま用
シートに強い衝撃を受けた場合は、外
観に異常がなくても再使用せずに交換
してください。　　　　　　　　　　
お子さまを守るシートとして性能を十
分発揮できないおそれがあります。　

¡助手席には、ベビーシートなど後ろ向
き装着のお子さま用シートを取り付け
ないでください。また、チャイルドシ
ートなど前後向きとも装着可能なお子
さま用シートでも、後ろ向きには取り
付けないでください。　　　　　　　
助手席SRSエアバッグがふくらんだと
き、お子さま用シートの背面に強い衝
撃が加わり、生命にかかわるような重
大な傷害を受けるおそれがあります。
やむをえず、助手席にチャイルドシー
トやジュニアシートを取り付けるとき
は、前向きに取り付け、助手席シート
をいちばん後ろの位置にした上で、ジ
ュニアシートはジュニアシートに付属
の補助ベルトで固定し、チャイルドシ
ートは車両のシートベルトで固定して
ください。　　　　　　　　　　　　
また、チャイルドシートによっては、
助手席にSRSエアバッグが付いている
と取り付けできないものがあります。

¡チャイルドシートやジュニアシートを
取り付けたシートの背もたれを倒さな
いでください。　　　　　　　　　　
チャイルドシートやジュニアシートが
適切に固定されなかったり、衝突した
ときなどに体がシートベルトの下に滑
り込んだりして、重大な傷害を受ける
おそれがあります。　　　　　　　　
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■お子さまを荷室に乗せないで
ください　　　　　　　　　

¡荷室は、人が乗る構造になっていない
ため、お子さまを乗せないでください。
急ブレーキ時などに思わぬ事故につな
がるおそれがあります。　　　　　　
また、停車中であってもお子さまを荷
室で遊ばせないでください。

■車から離れるときはお子さま
だけを車内に残さない

¡炎天下の車内は高温になり、お子さま
が熱射病にかかるおそれがあります。

¡お子さまのいたずらで、車の発進や火
災などの事故を起こすおそれがありま
す。　　　　　　　　　　　　　　　

¡お子さまは車内に残さないでください。
¡エンジンをかけてエアコンをつけてい
たとしても、車内にはお子さまを残さ
ないでください。　　　　　　　　　

■ドア、ウインドーの開閉やシー
トの調節は大人が行なって

¡お子さまの手、足、首などの身体をは
さまないように、大人が開閉や調節を
行なってください。　　　　　　　　

¡お子さまが自分でパワーウインドーを
操作しないように、ウインドーロック
スイッチをご使用ください。　　　　
→　74ページ（ウインドーロックスイッチ)

■ 窓から顔や手を出させない
¡お子さまが手や顔などの身体を出さな
いように注意してください。　　　　
車外の物などにあたったり、転落した
り、急ブレーキ時に重大な傷害を受け
たりするおそれがあります。　　　　
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1. 必読

走行中は

■走行中はニュートラルにしない
¡チェンジレバーまたはセレクトレバー
を走行中にニュートラルにしないでく
ださい。エンジンブレーキがまったく
きかないため、思いがけない事故の原
因となります。　　　　　　　　　　

■長い下り坂ではエンジンブ
レーキを併用して

¡走行中にブレーキペダルを踏み続ける
と、ブレーキ装置が過熱してブレーキ
がきかなくなるおそれがあります。　

¡長い下り坂ではエンジンブレーキ（※）
を併用してください。走行速度に合わ
せて、 マニュアル車  の場合はギヤを
１速ずつおとし、 オートマチック車
の場合はセレクトレバーを 3  、 2  ま
たは L  にします。　　　　　　　　
→　127、130ページ (速度範囲）

※ エンジンブレーキとは、走行中アク
セルペダルから足をはなしたときに
かかるブレーキのことです。エンジ
ンブレーキは低速ギヤほどよくきき
ます。　　　　　　　　　　　　　

■走行中はエンジンスイッチを
切らない

走行中はエンジンを止めないでください。
¡ブレーキ倍力装置が働かないため、ブ
レーキぺダルを踏むとき強い力が必要
になります。　　　　　　　　　　　

¡パワーステアリング装置が働かないた
め、ハンドルが重くなります。　　　

¡マニュアル車の場合は、エンジンスイ
ッチを LOCK  にしていてキーが万一
抜けると、ハンドルがロックされ、ハ
ンドル操作ができなくなります。　　

■走行中はハンドルの中に手を入
れてスイッチなどを操作しない

¡ハンドル操作のさまたげになり、思い
がけない事故の原因となります。　　
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■クラッチペダルに足をのせた
まま走行しない

マニュアル車
¡クラッチペダルに足をのせたまま走行
したり、必要以上に長い時間半クラッ
チ操作を行わないでください。　　　
クラッチが早く摩耗したり、過熱して
思わぬ事故につながるおそれがありま
す。　　　　　　　　　　　　　　　

■横風が強いときは
¡トンネルの出口や橋の上、あるいは大
型トラックが通り抜けるときに、横風
を受けて車が横に流されることがあり
ます。　　　　　　　　　　　　　　
このようなときは、あわてずハンドル
をしっかり握り、徐々にスピードを落
として進路を立て直してください。　

■ブレーキペダルに足をのせた
まま走行しない

¡ブレーキ部品が早く摩耗したり、ブレ
ーキが過熱し、ききが悪くなるおそれ
があります。　　　　　　　　　　　

■滑りやすい路面を走行すると
きはゆっくり走行

¡濡れた路面や凍結路、積雪路などでは、
急発進、急加速、急ブレーキ、急ハン
ドル、急激なエンジンブレーキなど「急」
のつく運転はしないでください。　　
タイヤがスリップしやすく、思わぬ事
故につながるおそれがあります。　　



安全で快適なカーライフのために

20

1. 必読

走行中は

■水たまり走行後や洗車後はブ
レーキのきき具合を確認

¡水たまりを走行したり洗車をしたあと
は、ブレーキのききが悪くなることが
ありますので、きき具合を確かめてく
ださい。　　　　　　　　　　　　　

¡ブレーキのききが悪いときは低速で走
行し、前後の車に十分注意しながら、
ききが回復するまで繰り返しブレーキ
ペダルを軽く踏み、ブレーキをかけた
ときの熱でブレーキ装置のしめりを乾
かしてください。　　　　　　　　　

■冠水した場所は走行しない
冠水した場所や深い水たまりは走行しな
いでください。　　　　　　　　　　　
冠水した場所を走行すると、エンストす
る場合があるだけでなく、電装品のショ
ートや水を吸い込んだことによるエンジ
ン破損などの車両故障につながるおそれ
があります。　　　　　　　　　　　　
万一、冠水した場所を走行してしまった
ときは、ブレーキのきき具合を確かめな
がら車を安全な場所に止め、スズキサー
ビス工場にご連絡いただき、次の項目な
どについて点検を受けてください。　　
¡ブレーキのきき具合。　　　　　　　
¡エンジン、トランスミッション、デフ
ァレンシャルなどのオイル量および質
の変化。（オイルが白濁している場合
は、水が混入していますのでオイル交
換が必要です。）　　　　　　　　　

¡各ベアリング、各ジョイント部などの
潤滑不良。　　　　　　　　　　　　

■水たまりを高速で通り抜けない
¡水たまりや路面が水でおおわれている
ところを高速で走行しようとしたとき
に、タイヤと路面の間に水の膜ができ、
タイヤが浮いた状態になることがあり
ます。　　　　　　　　　　　　　　
この現象をハイドロプレーニング現象
といい、ハンドルやブレーキがまった
くきかなくなって事故を起こすおそれ
があります。　　　　　　　　　　　
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¡ぬかるみや砂地などで駆動輪が空転し
て抜けだせなくなることをスタックと
いいます。　　　　　　　　　　　　
スタックから脱出しようとするときは、
必ず周囲の安全を十分に確認してくだ
さい。脱出の勢いで事故を起こすおそ
れがあります。　　　　　　　　　　

¡スタックしたときに、2WD/4WD切替
えスイッチが2WD〔2H〕になってい
るときは、2WD/4WD切替えスイッチ
を4WD（ハイレンジ4WD〔4H〕）ま
たは4WD-L（ローレンジ4WD〔4L〕）
に切り替えると脱出しやすくなります。

→　141ページ（2WD 4WDの切替え操作）
¡脱出しようとするときに、タイヤを高
速で回転させないでください。タイヤ
が異常に過熱したり、破損するおそれ
があります。　　　　　　　　　　　

¡脱出のために、やむをえず前進・後退
を繰り返すときは、駆動装置などの損
傷のおそれがあるため、次のことに注
意してください。　　　　　　　　　
•  オートマチック車  は、セレクトレ
バーを確実に入れてからアクセルを
軽く踏んでください。　　　　　　

•数回行なっても脱出できないときは、
操作を中止してください。　　　　

¡タイヤの下に石や木を入れたりすると
脱出しやすくなります。　　　　　　

スタック（立ち往生）したときは

■走行中こんなときどうする？
¡警告灯が点灯したら？
ただちに安全な場所に停車し処置をし
てください。

→　104ページ（警告灯）
¡床下に強い衝撃を受けたら？
ただちに安全な場所に停車し、ブレー
キ液や燃料の漏れ、排気管など車体下
部の損傷を点検してください。　　　
漏れ、損傷が見つかったときはスズキ
サービス工場にご連絡ください。　　

¡タイヤがパンクしたら？
ハンドルをしっかり握り、徐々にブレ
ーキをかけてスピードを落とし、安全
な場所に停車してタイヤを交換してく
ださい。　　　　　　　　　　　　　
→　194ページ（パンクしたとき）

¡ブレーキペダルを踏んだとき堅く感じ
たら？　　　　　　　　　　　　　　
ブレーキ倍力装置は、エンジンからの
負圧を利用してブレーキペダルの踏む
力を軽減する装置です。ブレーキ倍力
装置の負圧が低下している場合、ブレ
ーキペダルを踏んだときに堅く感じる
ことがありますが、異常ではありませ
ん。ブレーキペダルをそのまま強く踏
み続けてください。　　　　　　　　
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1. 必読

■ 駐車するときはパーキングブ
レーキを確実にかけて

¡ オートマチック車  はパーキングブレ
ーキをしっかりかけ、セレクトレバー
を P  に入れておいてください。　　

¡ マニュアル車  はパーキングブレーキ
をしっかりかけ、チェンジレバーを Ｒ
または１速に入れておいてください。

¡坂道で駐車するときは、必ず次のこと
をお守りください。　　　　　　　　
① パーキングブレーキを確実にかけ、
車が動き出さないことを確認してく
ださい。　　　　　　　　　　　　

② マニュアル車  の場合は下り坂では
チェンジレバーを R 、上り坂では
1速に入れておいてください。　　

③ 市販品の物や石などで輪止めをして
ください。　　　　　　　　　　　

•急な坂道での駐車は避けてください。
無人で車が動き出すなど、思わぬ事
故につながるおそれがあります。　

■車の移動はエンジンをかけて
¡エンジンをかけずに坂道を利用した車
の移動をしないでください。　　　　
ブレーキペダルを踏むとき強い力が必
要となったり、ハンドルが重くなった
りして、思いがけない事故を起こすお
それがあります。　　　　　　　　　

■仮眠するときはエンジンを止
める　　　　　　　　　　　

エンジンをかけたまま車内で仮眠しない
でください。　　　　　　　　　　　　
¡周囲の状況や風向きで排気ガスが車内
に侵入し、排気ガスによる一酸化炭素
中毒を起こすおそれがあります。　　

¡無意識にセレクトレバーやチェンジレ
バーを動かしたり、アクセルペダルを
踏み込み、思わぬ発進をするおそれが
あります。　　　　　　　　　　　　

¡無意識にアクセルペダルを踏み続ける
と、エンジンや排気管が異常過熱して
火災が発生するおそれがあります。　

駐車するときは

�

パーキング�
ブレーキ�
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■燃えやすい物の近くには止め
ない　　　　　　　　　　

¡枯れ草、紙くず、ベニヤ板などの燃え
やすい物の近くに車を止めないでくだ
さい。排気管や排気ガスは高温になる
ため、火災になるおそれがあります。

■排気管のまわりが雪などでお
おわれたときは取り除く　　

¡排気管のまわりが雪などでおおわれた
まま、エンジンを回転させないでくだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　
排気ガスが車内に侵入し、排気ガスに
よる一酸化炭素中毒を起こすおそれが
あります。　　　　　　　　　　　　

■車から離れるときはエンジン
を止めドアを施錠　　　　

¡エンジンをかけたまま車から離れない
でください。盗難や火災などの思いが
けない事故を起こすおそれがあります。

¡車から離れるときは、現金や貴重品を
車内に放置しないでください。盗難な
どのおそれがあります。　　　　　　

　

■ハンドルをいっぱいにまわし
た状態を長く続けない

¡駐停車や車庫入れのときに、ハンドル
をいっぱいにまわして力をかけた状態
を長く続けないでください。パワース
テアリング装置が損傷する原因となり
ます。　　　　　　　　　　　　　　
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1. 必読

¡オートマチック車は、クラッチ操作とギヤチェンジから解放されて運転操作が楽
　になりますが、オートマチック車には特有の現象や操作上の注意があります。　
¡128ページの「セレクトレバーの操作」、131ページの「オートマチック車の運転
のしかた」もあわせてお読みいただき、正しい取扱いをしてください。　　　　　

■クリープ現象とは
エンジンをかけて停車しているときは、
セレクトレバーが P  N  以外に入って
いると、アクセルペダルを踏まなくても
車はゆっくり動き出します。これをクリ
ープ現象といいます。　　　　　　　　
¡発進時や一時停止時にセレクトレバー
を P  N  以外に入れているときは、
ブレーキペダルをしっかり踏んでいて
ください。　　　　　　　　　　　　

■キックダウンとは
D  で走行中にアクセルペダルをいっぱ
いに踏み込むと、自動的に低速ギヤに切
り替わり、エンジンの回転が上がって力
強い加速ができます。これをキックダウ
ンといいます。　　　　　　　　　　　
¡追い越しなどで急加速したいときは、
アクセルペダルをいっぱいに踏み込み
ます。　　　　　　　　　　　　　　
キックダウンして力強い加速が得られ
ます。　　　　　　　　　　　　　　

¡通常の加速をするときは、アクセルペ
ダルをゆっくり踏み込んでください。
急激に踏み込むと、キックダウンして
思わぬ急加速をするおそれがあります。

オートマチック車を運転するときは

■シフトロックとは
セレクトレバーの誤操作防止のため、エ
ンジンスイッチが ON  のときにブレーキ
ペダルを踏んでいないと、セレクトレバ
ーを P  から他の位置へ動かすことがで
きません。　　　　　　　　　　　　　
また、エンジンスイッチが ACC  または
LOCK  のときは、ブレーキペダルを踏
んでいても、セレクトレバーを P  から
他の位置へ動かすことができません。　
これをシフトロックといいます。　　　
¡発進するときは、ブレーキペダルをし
っかり踏んだままセレクトレバー操作
をしてください。　　　　　　　　　

¡セレクトレバーを助手席側に倒してか
ら、ブレーキペダルを踏まないでくだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　
シフトロックが解除されないため、セ
レクトレバーを P  から他の位置へ動
かすことができません。　　　　　　

¡万一、エンジンスイッチが ON  のと
きに、ブレーキペダルを踏んだ状態で
もセレクトレバーを P  から他の位置
へ動かすことができないときは、エン
ジンスイッチを ACC  にして、セレク
トレバーパネルの右上にあるシフトロ
ック解除ボタンを押しながら、セレク
トレバーを操作します。　　　　　　
手順については130ページをご参照く
ださい。　　　　　　　　　　　　　
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■ペダルを踏み間違えない　　
¡アクセルペダルとブレーキペダルを踏
み間違えると、車が思わぬ動きをして
事故を起こすおそれがあります。　　

¡ペダルの踏み間違いを防ぐために、エ
ンジンをかける前に、アクセルペダル
とブレーキペダルを実際に足で踏んで
位置を確認してください。　　　　　

■ブレーキペダルは右足で踏む
¡左足では適切なブレーキ操作ができま
せんので、ブレーキペダルは右足で踏
む習慣をつけてください。　　　　　

■キーインターロックとは
誤操作防止のため、セレクトレバーが P
にないときはキーを抜くことができませ
ん。これをキーインターロックといいま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　
¡キーを抜くときは、セレクトレバーが
P  にあることを確認してください。

■ R （リバース）ポジション警
告ブザー

セレクトレバーを R  に入れると室内で
警告ブザーが鳴り、運転者にセレクトレ
バーが R  に入っていることを知らせま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　
¡この警告ブザーは、車外の人に車の後
退を知らせるためのものではありませ
ん。　　　　　　　　　　　　　　　
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1. 必読

■ セレクトレバーを操作すると
きは

¡アクセルペダルを踏んだまま、セレク
トレバーを操作しないでください。　
車が急発進して事故を起こすおそれが
あります。　　　　　　　　　　　　

¡前進と後退を繰り返すときなどは、セ
レクトレバーを R  に入れていたこと
を忘れてしまうことがあります。　　
車を後退させたあとは、すぐに R  か
ら N  に入れる習慣をつけましょう。

¡切り返しなどで前進と後退を繰り返す
ときなどは、車を完全に止めてからセ
レクトレバーを操作してください。　

オートマチック車を運転するときは

■セレクトレバーの位置を目で
確認

¡セレクトレバーの位置が、始動時や降
車時は P  、前進時は D   、後退時は
R  にあることを自分の目で確認して
ください。　　　　　　　　　　　　

■車から離れるときは　　　　
¡エンジンをかけたまま車から離れない
でください。　　　　　　　　　　　
万一、セレクトレバーが P  N  以外
に入っていると、クリープ現象で車が
ひとりでに動き出したり、乗り込むと
きに誤ってアクセルペダルを踏み込み、
思わぬ急発進をするおそれがあります。
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¡141ページの「2WD 4WDの切替え操作」もあわせてお読みいただき、4WD車の
特性や操作上の注意を十分理解して正しい取扱いをしてください。　　　　　　　

パートタイム4ＷＤ車は、2WD/4WD切
替えスイッチを操作することで2WD（2
輪駆動）と4WD（4輪駆動）を切り替え
ることができます。　　　　　　　　　
¡4WDのときは、エンジンの動力が前輪
と後輪に等分に伝わり力強い走行がで
きます。　　　　　　　　　　　　　

¡2WDのときは、4WD走行に比べて燃
費と静粛性のよい走行になります。　

■路面の状況に注意して慎重に
走行する

¡4WDのときは、雪道、急坂路、砂地、
ぬかるみなどのタイヤがスリップしや
すい路面で優れた走行性能を発揮しま
すが、万能ではありません。また、オ
フロード（不整地）、ラリー専用車で
はありませんので、路面の状況に注意
して走行してください。　　　　　　

¡ブレーキ性能は2WDのときとあまり差
はありません。車間距離は十分にとっ
てください。また、アクセル、ハンド
ル、ブレーキの操作も2WDのときと同
様に慎重に行なってください。　　　

4WD車を運転するときは
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1. 必読

■ 4ＷＤのときは急旋回をしない
4WDのときに急カーブを走行したり、4WD
走行で脇道や車庫に入るときに急角度の
旋回をしないでください。　　　　　　
ハンドルをまわすときの力が大きくなる
とともに、タイトコーナーブレーキング
現象（※）が起きて、ブレーキをかけた
ときと同じ状態になり、思いがけない事
故を起こしたり、駆動装置が損傷するお
それがあります。　　　　　　　　　　
※ タイトコーナーブレーキング現象と
は、4ＷD走行で急旋回をしたときに、
前輪と後輪の回転の差を吸収しきれ
ない状態が生じ、ブレーキをかけた
ときと同じ状態になる現象のことを
いいます。　　　　　　　　　　　

■ 4輪とも同一のタイヤを取り付
ける

¡タイヤは4輪とも指定サイズで、同一
サイズ、同一メーカー、同一銘柄およ
び同一トレッドパターン（溝模様）の
ものを装着してください。また、著し
く摩耗程度の異なるタイヤを装着しな
いでください。車の性能（燃費・車両
の安定性・制動距離など）が十分に発
揮できないばかりでなく、思わぬ事故
につながるおそれがあります。また、
部品に悪影響をあたえるなど故障の原
因となります。（冬用タイヤも同様で
す。）　　　　　　　　　　　　　　
例えば、ABS（アンチロックブレーキ
システム）の場合、正確な車両速度が
検出できなくなる場合があり、ABSが
正常に作動しなくなるおそれがありま
す。また、パートタイム4WD車のシス
テムでは、その性能が十分に発揮でき
ないばかりでなく、駆動系部品に悪影
響をあたえるおそれがあります。　　

¡タイヤがかたよって摩耗するのを防ぐ
ために、タイヤのローテーションを必
ず行なってください。　　　　　　　

→　173ページ（タイヤのローテーション）
¡タイヤの空気圧は定期的に点検してく
ださい。この車の指定空気圧は、運転
席ドアの開口部に貼付してある空気圧
ラベルに記載してありますので、正し
い空気圧を確認のうえ、調整してくだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　

4WD車を運転するときは



29

　

■雪のない舗装路はタイヤチェー
ンを外し2WDで走行する

¡タイヤチェーンを装着したまま雪のな
い舗装路を走行すると、路面が損傷し
たり、タイヤチェーンの摩耗が早まり
ます。　　　　　　　　　　　　　　
4WDで走行すると、駆動装置に無理な
力がかかり損傷するおそれがあります。

■乾燥した舗装路は4WDで走行
しない

乾燥した舗装路は、絶対に4WDで走行し
ないでください。また、濡れた舗装路を
4WDで走行することは、できるだけ避け
てください。　　　　　　　　　　　　
タイヤがスリップしにくい路面の4WD走
行は、前輪と後輪の回転の差を吸収しき
れず次のような状態が生じます。　　　
¡駆動装置に無理な力がかかり、駆動装
置が損傷するおそれがあります。　　

¡タイヤの摩耗が早まります。　　　　
¡ハンドルが重くなります。　　　　　
¡カーブではブレーキがかかったような
状態になります。　　　　　　　　　
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1. 必読

■ 渡河走行はできるだけ避ける
渡河などの水中走行はできるだけ避けて
ください。　　　　　　　　　　　　　
渡河走行をすると、エンストする場合があ
るだけでなく、電装品のショートや水を吸
い込んだことによるエンジン破損などの車
両故障につながるおそれがあります。　　
やむをえず渡河するときは、次のことを
お守りください。　　　　　　　　　　
¡渡河する前に、あらかじめ水中走行す
る河川の深さ、地形を確かめておいて
ください。　　　　　　　　　　　　

¡渡河は水深30 cm以下のところを選び、
河川に対して直角か川下方向に渡河し
てください。　　　　　　　　　　　

¡渡河中は、波を立てないように最徐行
（5 km/h以下）で走行し、セレクト
レバー操作やチェンジレバー操作は避
けて、一気に渡河してください。　　

¡渡河後は、ブレーキのきき具合を確か
めてください。ブレーキのききが悪い
ときは低速で走行し、ききが回復する
まで繰り返しブレーキペダルを軽く踏
み、ブレーキをかけたときの熱でブレ
ーキ装置のしめりを乾かしてください。

また、水深30 cm以上のところを走行し
てしまったときは、スズキサービス工場
にご連絡いただき、次の項目などについ
て点検を受けてください。　　　　　　
¡エンジン、トランスミッション、デフ
ァレンシャルなどのオイル量および質
の変化。（オイルが白濁している場合
は、水が混入していますのでオイル交
換が必要です。）　　　　　　　　　

¡各ベアリング、各ジョイント部などの
潤滑不良。　　　　　　　　　　　　

■オフロード走行後は車を点検
する

¡車体下部の損傷、各部のオイルやグリ
スの点検を行なってください。　　　

¡損傷を受けていたり、オイル量の変化、
オイルやグリスの白濁があるときは、
ただちにスズキサービス工場にご連絡
ください。　　　　　　　　　　　　

■けん引されるときは
¡後輪だけを持ち上げてけん引するとき
は、2WD/4WD切替えスイッチを操作
して、2WD〔2H〕にしてください。

→　141ページ（2WD 4WDの切替え操作）

¡4WDのままで、前輪だけまたは後輪だ
けを持ち上げてけん引すると、持ち上
げられた車輪が回転して、思いがけな
い事故を起こすおそれがあります。　

→　204ページ（けん引してもらうとき）

4WD車を運転するときは
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SRSエアバッグシステムは、エンジンス
イッチが ON  の場合に、車の正面方向
から強い衝撃を受け、シートベルトを着
用していても、ハンドルや助手席側イン
ストルメントパネルに顔面があたるよう
な強い衝突のときに、SRSエアバッグが
瞬時にふくらむ構造になっています。　

SRSエアバッグシステムは、ふくらんだ
SRSエアバッグがクッションの役割をし
て、顔面への衝撃を軽減する効果があり
ます。　　　　　　　　　　　　　　　

SRSエアバッグシステムは、シートベル
トに代わるものではなくシートベルトと
併用することにより、その効果を発揮す
るシートベルトの補助装置です。したが
ってSRSエアバッグシステムが装備され
ている車であっても、シートベルトを必
ず着用してください。　　　　　　　　

■着座姿勢
¡瞬時にふくらむSRSエアバッグにより
強い衝撃を受けるおそれがあるため、
運転する人も助手席の同乗者も、シー
トに奥深くすわり、背もたれに背中を
軽くつけ、シートを前方に出し過ぎな
いようにシートの位置を調節してすわ
ってください。　　　　　　　　　　

¡ハンドルやインストルメントパネルに
頭部や胸などを近づけたり寄りかかっ
たりしないでください。　　　　　　

¡SRSエアバッグシステム（前席シートベルト補助装置）の効果を発揮させるために、
51ページの「SRSエアバッグシステム（前席シートベルト補助装置）」もあわせ
てお読みいただき、正しい取扱いをしてください。　　　　　　　　　　　　　　

SRSエアバッグ車を運転するときは
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1. 必読

■ SRSエアバッグシステムを正
常に機能させるために

¡ハンドルを交換したり、ハンドルのパ
ッド部にステッカーを貼ったり、色を
ぬったり、カバーでおおったりしない
でください。　　　　　　　　　　　

¡インストルメントパネル上面に、アク
セサリーや芳香剤などの物を置いたり、
傘などを立てかけたりしないでくださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　

¡フロントガラスにアクセサリーを取り
付けたり、ルームミラーにワイドミラ
ーを取り付けたりしないでください。

■チャイルドシートなどの取付け
¡助手席には、ベビーシートなど後ろ向
き装着のお子さま用シートを取り付け
ないでください。また、チャイルドシ
ートなど前後向きとも装着可能なお子
さま用シートでも、後ろ向きには取り
付けないでください。　　　　　　　
助手席SRSエアバッグがふくらんだと
き、お子さま用シートの背面に強い衝
撃が加わり、生命にかかわるような重
大な傷害を受けるおそれがあります。

やむをえず、助手席にチャイルドシー
トやジュニアシートを取り付けるとき
は、シートの前後調節位置をいちばん
後ろに下げ、必ず前向きに取り付けて
ください。なお、ベビーシートなど後
ろ向きにしか使用できないシートは、
必ず後席に取り付けてください。　　
また、チャイルドシートによっては、
助手席にSRSエアバッグが付いている
と取り付けできないものがあります。

¡ベビーシートは必ず後席に後ろ向きに
取り付けてください。　　　　　　　

¡チャイルドシート、ジュニアシートも
後席に取り付けるのがいちばん安全と
言われています。　　　　　　　　　

¡小さなお子さまを乗せるためチャイル
ドシートを後ろ向きに取り付ける場合
は、必ず後席にシートベルトで固定し
てください。　　　　　　　　　　　

¡取付け方法などについては、使用する
お子さま用シートに付属の取扱説明書
をよくお読みください。　　　　　　

¡お子さま用シートの種類によっては、
この車に正しく取り付けができないも
のもあります。　　　　　　　　　　

　使用する前に、お子さま用シートに付
属の取扱説明書でご確認ください。　

SRSエアバッグ車を運転するときは
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ターボ車を運転するときは

¡ターボ車には特有の操作上の注意があります。正しい取扱いをしてください。　

ターボ装置は、エンジンに多量の空気を
過給して、より大きな馬力を引き出す装
置です。　　　　　　　　　　　　　　

ターボ装置には高温下で超高速回転する
羽根があり、その軸受け部はエンジンオ
イルで潤滑や冷却をしています。　　　
ターボ装置の潤滑や冷却を円滑に行うた
めに、次のことをお守りください。　　

■エンジンをかけた直後の空ぶ
かし、急加速をしない　　　

¡エンジンオイルが暖まっていないとき
は、空ぶかしや急加速をしないでくだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　

■高速走行、登坂走行直後はす
ぐにエンジンを止めない　　

¡約1分間のアイドリング運転をして、
ターボ装置を冷やしてから止めてくだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　

■エンジンオイルは定期的に必
ず交換　　　　　　　　　　

エンジンオイルやエンジンオイルフィル
ターは交換時期をお守りください。　　
交換を怠るとターボ装置の故障（軸受け
部の固着や異音）の原因となります。　
¡エンジンオイルは 標準的な使用方法で
は5,000kmごと、または6か月ごとの
どちらか早い方で交換し、エンジンオ
イルフィルターは 10,000 kmごとに
交換してください。　　　　　　　　

¡指定グレード以上のエンジンオイルを
使用してください。　　　　　　　　
→　221ページ（サービスデータ）
→　メンテナンスノート
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1. 必読

こんなことにも注意して

■違法改造はしない
¡この車に適さない部品や装備品を取り
付けたり、自己流のエンジン調整や配
線をしないでください。　　　　　　
思いがけない火災や事故を起こしたり、
違法改造になることがあります。　　

¡次のような場合はスズキサービス工場
にご相談ください。　　　　　　　　
•無線機、電気製品などの取付け、取
外し　　　　　　　　　　　　　　
この車の電子部品の働きをさまたげ
たり、火災、故障、バッテリーあが
りなどを起こすおそれがあります。

•タイヤ、ディスクホイール、ホイー
ル取付けナットの交換　　　　　　
ディスクホイール、ホイール取付け
ナットはスズキ純正品以外を使用し
ないでください。車の性能（燃費・
車両の安定性・制動距離など）が十
分に発揮できないばかりでなく、走
行中にナットがゆるみ、ホイールが
外れるなど思わぬ事故につながるお
それがあります。また、故障の原因
となります。　　　　　　　　　　
タイヤは4輪とも指定サイズで、同
一サイズ、同一メーカー、同一銘柄
および同一トレッドパターン（溝模
様）のものを装着してください。ま
た、著しく摩耗程度の異なるタイヤ
を装着しないでください。車の性能
（燃費・車両の安定性・制動距離な
ど）が十分に発揮できないばかりで
なく、思わぬ事故につながるおそれ
があります。また、部品に悪影響を
あたえるなど故障の原因となります。
（冬用タイヤも同様です。）　　　
例えば、ABS（アンチロックブレー
キシステム）の場合、正確な車両速
度が検出できなくなる場合があり、
ABSが正常に作動しなくなるおそれ
があります。また、パートタイム4WD
車のシステムでは、その性能が十分
に発揮できないばかりでなく、駆動
系部品に悪影響をあたえるおそれが
あります。　　　　　　　　　　　
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■ラジエーターキャップを外す
ときはエンジンが十分に冷え
てから外す

¡ラジエーターキャップが熱いときに、
キャップを外さないでください。蒸気
や熱湯が吹き出してやけどをするおそ
れがあります。　　　　　　　　　　

■マッチ、タバコの火は確実に
消す

¡マッチ、タバコの火は確実に消し、吸
いがらを入れたあとの灰皿は必ず閉め
ておいてください。　　　　　　　　

¡灰皿の中に吸いがらをため過ぎたり、
紙などの燃えやすい物を入れないでく
ださい。　　　　　　　　　　　　　

¡SRSエアバッグ、シートベルトプリテ
ンショナーは正しく取り扱わないと、
思いがけないときに作動したり、必要
なときに正常に作動しないことがあり
ます。　　　　　　　　　　　　　　
次のような場合は、SRSエアバッグ、
シートベルトプリテンショナーのシス
テムに影響をおよぼしますので、必ず
スズキサービス工場にご相談ください。
•ハンドルの取外しやハンドルまわり
などの修理をするとき　　　　　　

•インストルメントパネルまわり、セ
ンターコンソール付近の修理および
電気配線の修理をするとき　　　　

•オーディオ用品などの取付けをする
とき　　　　　　　　　　　　　　

•ダッシュボード周辺の板金塗装およ
び修理をするとき　　　　　　　　

•センターピラーまわりの修理をする
とき　　　　　　　　　　　　　　
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1. 必読

こんなことにも注意して

■アクセサリーの取付けに注意
して

¡窓ガラスにアクセサリーを取り付けな
いでください。　　　　　　　　　　
アクセサリーや吸盤が視界をさまたげ
たり、吸盤がレンズの働きをして火災
を起こしたりするおそれがあります。
また、SRSエアバッグが作動したとき
に、アクセサリーがとんでけがをする
など思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。　　　　　　　　　　　　　

■ライターやメガネなどを放置
しないで

¡炎天下で駐車するときは、車内にライ
ターやメガネなどを放置しないでくだ
さい。車内が大変高温になることがあ
るため、ライターなどが爆発したり、
プラスチックレンズやプラスチック素
材のメガネの変形、ひび割れを起こす
おそれがあります。　　　　　　　　

¡操作部が露出しているガスライターを
グローブボックスなどに入れておいた
り、床やシートのすき間に落としたま
まにしないでください。荷物などを押
し込んだときやシートを動かしたとき
に、ガスが噴出して火災につながるお
それがあります。　　　　　　　　　
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■携帯電話やカーナビゲーショ
ンなどに気を取られないで

¡運転者は走行中に自動車電話や携帯電
話などを使用しないでください。会話
や電話の操作に気を取られ、思わぬ事
故につながるおそれがあります。　　

■インストルメントパネルや
ダッシュボードの上に物を置
いたまま走行しない　　　　

¡運転者の視界をさまたげたり、発進時
や走行中に動いて安全運転のさまたげ
になるおそれがあります。また、万一
の事故のときに助手席SRSエアバッグ
が正常に作動しなくなったり、助手席
SRSエアバッグがふくらんだときにと
ばされて、けがをするおそれがありま
す。　　　　　　　　　　　　　　　

¡運転者は走行中にテレビを見たり、カ
ーナビゲーション、オーディオなどの
操作をしないでください。注意がおろ
そかになり、思わぬ事故につながるお
それがあります。　　　　　　　　　

¡走行中にカーナビゲーションの画面を
見るときは、必要最小限としてくださ
い。前方不注意などにより、思わぬ事
故につながるおそれがあります。　　

■停止表示板を備えておいて
¡万一のために停止表示板（別売り）を
車に備えておいてください。　　　　
高速道路に入るときは、停止表示板の
携行が法令で義務づけられています。
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1. 必読

■ 自然環境の保護に注意して
¡道路以外の不整地を走行するときは、
自然環境に配慮し自然を壊さないよう
充分注意して走行してください。　　

■外装部品に力をかけすぎないで
¡スポイラー、リヤバンパー、サイドス
カートなどに強い力をかけないでくだ
さい。破損するおそれがあります。　

■バッテリーあがりを防ぐために
¡エンジンを停止したままライトをつけ
たり、長時間ラジオなどを聞かないよ
うにしましょう。　　　　　　　　　

¡エンジンがかかっていても渋滞などで
長時間アイドリング状態で停車してい
る場合は、電装品の使用を極力避けて
ください。　　　　　　　　　　　　

¡バッテリー液が減っていると充電能力
が低下して、寿命が短くなります。　
ときどき点検してバッテリー液が減っ
ているときは補充をしてください。　
→　メンテナンスノート（日常点検）

■ 床にパソコンなどを置かないで
¡床にパソコンなどの精密機械を置くと、
水分や湿気などにより故障するおそれ
があります。　　　　　　　　　　　

■動物を乗せるときは、動きまわ
らないように注意して　　　　

¡運転のさまたげになったり、急ブレー
キのときなどに思わぬ事故につながる
おそれがあります。　　　　　　　　

こんなことにも注意して

■ヘッドランプなどのレンズ内面
のくもり

¡ヘッドライト・ブレーキランプなどの
ランプは、雨天走行や洗車などの使用
条件によりレンズ内面が一時的にくも
ることがあります。　　　　　　　　
これはランプ内部と外気の温度差によ
るもので、雨天時などに窓ガラスがく
もるのと同様の現象であり、機能上の
問題はありません。　　　　　　　　
ただし、レンズ内面に大粒の水滴がつ
いているときやランプ内に水がたまっ
ているときは、スズキ販売店またはス
ズキ代理店にご相談ください。　　　

こんなときは異常ではありません
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2. 安全装備

正しい着座姿勢で正しくシートベルトを
着用しないと、衝突のときなどに、シー
トベルトが本来の効果を発揮できません。
シートベルトを着用するときは、次のこ
とに注意して着用してください。　　　
¡シートを調節し、上体を起こして、奥
深くすわります。　　　　　　　　　

¡ベルトのねじれを取って着用します。
¡腰部のベルトは腰のできるだけ低い位
置にかけ、たるみがないようにします。

¡肩部のベルトは肩に十分にかけ、たる
みがないようにします。　　　　　　

シートベルトの着用について

シートベルト

肩に十分にかけ、�
たるみ、ねじれを取る�

腰のできるだけ低い位置にかけ、�
たるみを取る�

シートを調節し、上体を�
起こして奥深くすわる�

¡シートベルトは走行前に着用し、
正しく調節してください。　　　

　走行中に着用したり調節をすると、
事故を起こすおそれがあります。

¡走行するときは、シートの背もた
れを必要以上に倒さないでくださ
い。衝突のときなどに、シートベ
ルトが本来の効果を発揮できなく
なります。　　　　　　　　　　

¡シートベルトを着用するときは洗
たくばさみやクリップなどでたる
みをつけないでください。ベルト
にたるみがあるとシートベルトが
本来の効果を発揮できません。　

¡運転する人だけでなく、同乗する
人にも着用させてください。　　

¡シートベルトが首やあごにあたる
場合や、腰骨にかからないような
お子さまには、チャイルドシート、
ジュニアシートをご使用ください。
使用しない場合、衝突したときな
どにシートベルトによりお子さま
が重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。　　　　　　　　　　　
また、首がすわっていないお子さ
ま、およびひとりすわりのできな
いお子さまにはベビーシートを使
用してください。　　　　　　　
取付け方法などについては、使用
するお子さま用シートに付属の取
扱説明書に従ってください。　　
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〈選択の目安（スズキ純正用品の場合）〉
�

体重(kg) 身長(cm)

75以下�

75以下�

10未満�

9未満�

75～�
  105以下�

100～�
  135以下�

参考年齢�

新生児～�
　12か月�

新生児～�
　  9か月�

ベビーシート�

チャイルド�
シート�

ジュニアシート�

9か月～�
　　 4才�

9～18�
　　未満�

15～32�
　　 以下�

4才～�
　　10才�

乳児用として�
使用する場合�
幼児用として�
使用する場合�

¡妊娠中や疾患のあるかたも、万一
のときのためにシートベルトを着
用してください。ただし、衝突の
ときなどに局部的に強い圧迫を受
けるおそれがありますので医師に
相談し、注意事項を確認してくだ
さい。妊娠中のかたは、腰部のベ
ルトを腹部を避けて腰部のできる
だけ低い位置にかけ、たるみがな
いようにします。肩部のベルトは、
肩に十分にかけてたるみがないよ
うにし、腹部を避けて胸部にかか
るように着用してください。　　

腹部を避けて�
胸部にかける�

腹部を避けて�
腰部の低い位�
置にかける�

¡衝突したときなどにお子さま用シ
ートを使用していてもお子さまの
安全の確保には限界があります。
スピードは控えめにして、安全運
転に心がけてください。　　　　
また、万一事故にあって、お子さ
ま用シートに強い衝撃を受けた場
合は、外観に異常がなくても再使
用せずに交換してください。　　
お子さまを守るシートとして性能
を十分発揮できないおそれがあり
ます。　　　　　　　　　　　　

¡それぞれのシートベルトは一人用
です。一本のシートベルトを二人
以上で使用しないでください。　
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2. 安全装備

シートベルト

シートベルトの長さを調節する必要はあ
りません。　　　　　　　　　　　　　
通常は身体の動きにあわせてベルトが伸
縮し、強い衝撃を受けたときは自動的に
ベルトがロックされて身体を固定します。

シートベルトの長さ調節

■正常に機能させるために
シートベルトプリテンショナーの部品に
手を加えるとシートベルトが思いがけな
いときに巻き取られたり、必要なときに
正常に巻き取られないことがあります。

¡シートベルトプリテンショナーは
一度作動するとシートベルトを引
き出すことも巻き取ることもでき
なくなりますので、必ずスズキサ
ービス工場で交換してください。

シートベルトプリテンショナーは、エン
ジンスイッチが ON  の場合に、車の正
面方向から強い衝撃を受けると、SRSエ
アバッグシステムと連動して瞬時にシー
トベルトを巻き取る構造になっています。

シートベルトプリテンショナー
（前席のみ）

¡次のような作業をする場合は、シ
ートベルトプリテンショナーに影
響をおよぼすおそれがありますの
で、必ずスズキサービス工場にご
相談ください。　　　　　
• ハンドルの取外しやハンドルま
わりなどの修理をするとき　　

• インストルメントパネルまわり、
センターコンソール付近の修理お
よび電気配線の修理をするとき

• オーディオ用品などの取付けを
するとき　　　　　　　　　　

• ダッシュボード周辺の板金塗装
および修理をするとき　　　　

• センターピラーまわりの修理を
するとき　　　　　　　　　　
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■作動するとき、作動しないとき
シートベルトプリテンショナーはSRSエ
アバッグシステムと連動しているため、
59ページの「SRSエアバッグシステムが
作動するとき、作動しないとき」をお読
みください。　　　　　　　　　　　　

¡シートベルトプリテンショナー部
品を廃棄するときや、シートベル
トプリテンショナー装備車を廃車
するときは、スズキサービス工場
にご相談ください。　　　　　　

■廃棄や廃車
作動していないシートベルトプリテンシ
ョナーを廃棄するときは、決められた手
順でシートベルトプリテンショナーを作
動させてから廃棄する必要があります。

■シートベルトフォースリミッター
車の正面方向から強い衝撃を受けたとき、
シートベルト巻取り装置の中に設けたシ
ートベルトフォースリミッターが作動し
て、乗員におよぶ衝撃を低減します。　

ショルダーアンカー�

タングプレート�

¡強い衝撃を受けたシートベルトは、
ショルダーアンカー部およびタン
グプレート部の樹脂が強いまさつ
で溶けてベルトに付着し、ベルト
が滑りにくくなります。　　　　
このような場合、シートベルトが
本来の機能を発揮できなくなるの
で、必ずスズキサービス工場で交
換してください。　　　　　　　

シートベルトの
衝撃低減機構（前席のみ）
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2. 安全装備

シートベルト

チャイルドシート固定機構付きシートベルト（後席のみ）

後席には、チャイルドシート固定機構付
きシートベルトがついています。この機
構を作動させるとシートベルトが引出し
方向に動かないようにロックされるので、
お子さま用シートを固定することができ
ます。　　　　　　　　　　　　　　　

タングプレート�

バックル�

■固定のしかた
¡取付けかたは、お子さま用シートに付
属の取扱説明書に従ってください。　

z タングプレートをバックルの中へ“カ
チッ”と音がするまで差し込みます。

¡お子さまをシートベルトで遊ばせ
ないでください。とくにチャイル
ドシート固定機構付きシートベル
トの場合、シートベルトを身体に
巻きつけたりして遊んでいるとき
に誤ってチャイルドシート固定機
構を作動させると、ベルトを引き
出すことができなくなり、窒息な
どの重大な傷害を受けるおそれが
あります。　　　　　　　　　　
万一、誤ってチャイルドシート固
定機構を作動させてしまいバック
ルも外せない場合は、ハサミなど
でベルトを切断してください。　
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¡お子さま用シートは確実に固定し
てください。確実に固定されてい
ないと、衝突時や急ブレーキ時に
お子さまが重大な傷害を受けるお
それがあります。　　　　　　　

¡お子さま用シートの種類によって
は、チャイルドシート固定機構を
使うと正しく固定できないものが
あります。お子さま用シートに付
属の取扱説明書に従ってください。

x ベルトをゆっくりと全部引き出します。
（全部引き出すとチャイルドシート固
定機構が作動します。）

c ベルトを少し巻き取らせます。“カ
チッカチッ”と音がしますがこれは
チャイルドシート固定機構の作動音で
す。このとき、ベルトが引出し方向に
動かないことを確認します。　　　　
動く場合は、再度ベルトをすべて引き
出してください。　　　　　　　　　

v お子さま用シートに体重をかけて押し
つけながら、ベルトのたるみがなくな
るまでベルトを巻き取らせ、お子さま
用シートをしっかりと固定し、ロック
させます。　　　　　　　　　　　　

b お子さま用シートを前後左右にゆすっ
て確実に固定されていることを確認し
ます。　　　　　　　　　　　　　　

¡必ずベルトが引き出し方向に動か
ないことを確認してください。　
ベルトが引き出し方向に動く状態
では、チャイルドシート固定機構
が作動していないので、ブレーキ
や衝突のときなどにお子さま用シ
ートが飛び出し、傷害を受けるお
それがあります。　　　　　　　
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2. 安全装備

シートベルト

チャイルドシート固定機構付きシートベルト（後席のみ）

■解除のしかた
バックルのボタンを押してベルトを外し、
ベルトをいっぱいまで全部巻き取らせる
と、チャイルドシート固定機構は解除さ
れます。　　　　　　　　　　　　　　

¡シートベルトを着用した状態で上
体を大きく動かすなどしたときに、
チャイルドシート固定機構に切り
替わる場合があります。そのとき
は一度バックルを外し、ベルトを
いっぱいまで巻き取らせて固定機
構を解除してから、再度シートベ
ルトを着用してください。　　　

■身体に着用するとき
着用する前にシートベルトが完全に巻き
もどされて、固定機構が解除されている
ことを確認してください。　　　　　　
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¡お子さまは、必ずシートベルトを
使用して後席に乗せ、できるだけ
大人が隣にすわってお子さまを見
守るようにしてください。　　　
助手席に乗せると、不意の動作が
気になったり、スイッチやレバー
類のいたずらなど、運転のさまた
げになるおそれがあります。　　

¡ひざの上にお子さまを抱かないで
ください。　　　　　　　　　　
しっかり抱いていても、衝突のと
きなどにお子さまに強い力がかか
り、十分に支えることができず、
お子さまが重大な傷害を受けるお
それがあります。　　　　　　　

¡シートベルトが首やあごにあたる
場合や、腰骨にかからないような
お子さまには、チャイルドシート、
ジュニアシートをご使用ください。
使用しない場合、衝突したときな
どにシートベルトによりお子さま
が重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。　　　　　　　　　　　
また、首がすわっていないお子さ
ま、およびひとりすわりのできな
いお子さまにはベビーシートを使
用してください。　　　　　　　
取付け方法などについては、使用
するお子さま用シートに付属の取
扱説明書に従ってください。　　
なお、選択の目安については41ペ
ージを参照ください。　　　　　

お子さまを乗せるときは
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2. 安全装備

シートベルト

取扱いとお手入れ

■取扱い

¡汚れを取るときに漂白剤、有機溶
剤、染料を使用しないでください。
しみ、変色、強度低下などの原因
となります。　　　　　　　　　

¡シートベルトにほつれや切り傷が
できたり、バックル部などが正常
に動かなくなったときは、シート
ベルトを交換してください。　　

¡衝突などでシートベルトに強い力
がかかった場合は、機能が損なわ
れているおそれがありますので、
外観に異常がなくてもシートベル
トを交換してください。　　　　

¡バックルや自動巻取り装置の内部
に異物を入れないようにしてくだ
さい。十分な機能をはたさなくな
るおそれがあります。　　　　　

¡シートベルトをドアにはさまない
ように、ドアを閉じるときは、シ
ートベルトがたるみなく巻きもど
されていることを確認してくださ
い。　　　　　　　　　　　　　

¡シートベルトの改造や取付け、取
外しなどをしないでください。衝
突などのとき十分な効果を発揮せ
ずに重大な傷害を受けるおそれが
あります。　　　　　　　　　　

■お手入れ

z 中性洗剤の水溶液を柔らかい布などに
含ませ、軽くたたくようにして汚れを
取ります。　　　　　　　　　　　　

x 真水を含ませた柔らかい布などで拭い
て、残っている洗剤分を取ります。　

c 残っている水分を拭き取り、直射日光
を避けて乾燥させます。　　　　　　
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z タングプレートとベルトをつかんで、
ベルトをゆっくり引き出します。　　
ベルトのねじれを取ります。　　　　

着用のしかた

ゆっくり引き出す�

ねじれのないこと�
を確認する�

¡途中でベルトが引き出せなくなっ
たときは、一度軽くもどしてくだ
さい。　　　　　　　　　　　　

タング�
プレート�
バックル�

x タングプレートをバックルにカチッと
いう音がするまで差し込みます。　　

c 腰ベルトを腰のできるだけ低い位置に
かけ、たるみがないようにします。　

v 肩ベルトを肩に十分にかけ、たるみが
ないようにします。　　　　　　　　
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2. 安全装備

b 外すときは、バックルのボタンを押し
てください。ベルトは自動的に巻きも
どされます。　　　　　　　　　　　

衝突のときなどに　　　　　　　　
¡ベルトにたるみがあったり、ねじ
れて幅が狭くなった部分があると、
ベルトにより強い局部的な力を受
けるおそれがあります。　　　　

¡ベルトが腹部にかかっていると、
やわらかい腹部がベルトにより強
く圧迫されるおそれがあります。

¡ベルトが肩に十分にかかっていな
いと、前に投げ出されるおそれが
あります。　　　　　　　　　　

ボタン�

¡シートベルトを外したときに、ベ
ルトにたるみがなく巻きもどされ
ていることを確認してください。
ベルトがねじれていると、巻きも
どされないことがあります。　　

着用のしかた

シートベルト
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SRSエアバッグシステムは、エンジンス
イッチが  ON  の場合に、車の正面方向
から強い衝撃を受け、シートベルトを着
用していても、ハンドルや助手席側イン
ストルメントパネルに顔面があたるよう
な強い衝突のときに、SRSエアバッグが
瞬時にふくらむ構造になっています。　

SRSエアバッグシステムは、ふくらんだ
SRSエアバッグがクッションの役割をし
て、顔面への衝撃を軽減する効果があり
ます。　　　　　　　　　　　　　　　

SRSとはSupplemental Restraint
System（サプリメンタル　レストレイ
ント　システム）の略で補助拘束装置の
意味です。　　　　　　　　　　　　　

シートベルトは必ず着用してください。
→　40ページ（着用のしかた）

¡SRSエアバッグシステムはシート
ベルトに代わるものではなく、シ
ートベルトと併用することにより
その効果を発揮するシートベルト
の補助拘束装置です。したがって
SRSエアバッグシステムが装備さ
れている車であっても、シートベ
ルトを必ず着用してください。　

¡シートベルトは正しい姿勢で正し
く着用してください。　　　　　
シートベルトが正しく着用されて
いないと、SRSエアバッグの効果
が十分発揮できなくなるおそれが
あります。　　　　　　　　　　

SRSエアバッグシステム（前席シートベルト補助装置）

SRSエアバッグ車を運転するときは

2. 安全装備
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2. 安全装備

■着座姿勢　　　　　　　　　
運転する人または助手席に乗る人は、シ
ートに奥深くすわり、背もたれに背中を
軽くつけ、シートを前方に出し過ぎない
ようにシートの位置を調節してすわって
ください。　　　　　　　　　　　　　
とくに助手席に乗る人の場合、後席に乗
る人のさまたげにならない位置までシー
トを後方に移動し、SRSエアバッグから
できるだけはなれてすわってください。
（前席シートの正しい着座姿勢について
は82ページをお読みください。）　　　

¡ハンドルやインストルメントパネ
ルに頭部や胸などを近づけたり寄
りかかったりしないでください。
また、インストルメントパネルに
は手を近づけたり足を置いたりし
ないでください。　　　　　　　
SRSエアバッグの収納場所に近づ
き過ぎると、瞬時にふくらむSRS
エアバッグにより強い衝撃を受け、
重大な傷害につながるおそれがあ
ります。　　　　　　　　　　　

SRSエアバッグ車を運転するときは

SRSエアバッグシステム（前席シートベルト補助装置）
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■表示と収納場所　　　　　　
¡SRSエアバッグは、“SRS AIRBAG”
の表示があるパッドまたはインストル
メントパネルの内側に収納されていま
す。　　　　　　　　　　　　　　　

¡SRSエアバッグが収納されている
パッドまたはインストルメントパ
ネルに傷がついていたり、ひび割
れがあるときは、スズキサービス
工場で交換してください。　　　
衝突したときなどにSRSエアバッ
グが正常に作動しないおそれがあ
ります。　　　　　　　　　　　

¡SRSエアバッグが収納されている
パッドまたはインストルメントパ
ネルを強打したり、衝撃を加えた
りしないでください。　　　　　
SRSエアバッグが正常に作動しな
くなったり誤ってふくらみ、思わ
ぬ傷害を受けるおそれがあります。
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2. 安全装備

■ SRSエアバッグシステムを正
常に機能させるために　　

¡SRSエアバッグの部品に手を加えると、
SRSエアバッグが思いがけないときに
ふくらんだり、必要なときに正常にふ
くらまないことがあります。　　　　

¡SRSエアバッグがふくらむ範囲に物が
あると、物が飛ばされたり、SRSエア
バッグが正常にふくらまないおそれが
あります。　　　　　　　　　　　　

¡次のことを必ずお守りください。
守らないとSRSエアバッグが正常
に作動しなくなったり誤作動につ
ながるおそれがあります。　　　
•サスペンションを改造しないで
ください。車高が変わったり、
サスペンションの硬さが変わる
とSRSエアバッグの誤作動につ
ながるおそれがあります。　　

•車両前部にグリルガードなどを
装備する場合は、スズキサービ
ス工場にご相談ください。車両
前部の改造をするとSRSエアバ
ッグが正常に作動しなくなるお
それがあります。　　　　　　

¡無線機の電波などは、SRSエアバ
ッグを作動させるコンピューター
に悪影響をあたえるおそれがあり
ますので、無線機などを取り付け
るときはスズキサービス工場にご
相談ください。　　　　　　　　

¡次のような作業をする場合は、SRS
エアバッグシステムに影響をおよ
ぼすおそれがありますので、必ず
スズキサービス工場にご相談くだ
さい。　　　　　　　　　　　　
•ハンドルの取り外しや、ハンド
ルまわりなどの修理をするとき

•インストルメントパネルまわり、
センターコンソール付近の修理
および電気配線の修理をすると
き　　　　　　　　　　　　　

•オーディオ用品などの取付けを
するとき　　　　　　　　

•ダッシュボード周辺の板金塗装
および修理　　　　　　　　　

•センターピラーまわりの修理を
するとき　　　　　　　　　

¡SRSエアバッグが作動しない程度
の事故であっても、事故後は必ず
スズキサービス工場で点検を受け
てください。SRSエアバッグシス
テム本来の機能が損なわれている
場合があるため、万一の場合、SRS
エアバッグの効果が十分に発揮で
きないおそれがあります。　　　

SRSエアバッグシステムの取扱いについて

SRSエアバッグシステム（前席シートベルト補助装置）
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助手席に乗車するとき、およびお子
さまを乗せるときは、必ず次のこと
をお守りください。守らないとSRS
エアバッグが作動したときの強い衝
撃で、生命にかかわるような重大な
傷害を受けるおそれがあります。　
¡インストルメントパネルのSRSエ
アバッグ格納部に手や足を置いた
り、顔や胸などを近づけないでく
ださい。　　　　　　　　　　　
お子さまをSRSエアバッグ格納部
の前に立たせたり、ひざの上に抱
いてすわらないでください。お子
さまは助手席を避けて後席に乗せ
て、シートベルトを着用させてく
ださい。　　　　　　　　　　　
　　

¡シートベルトを正しく着用できな
いお子さまには、ベビーシートや
チャイルドシート、ジュニアシー
トなどのお子さま用シートを後席
に装着してご使用ください。　　

¡ハンドルにもたれかかるなどSRS
エアバッグ格納部に手や顔、胸な
どを不必要に近づけないでくださ
い。　　　　　　　　　　　　　
SRSエアバッグが作動したときに
強い衝撃を受け重大な傷害につな
がるおそれがあります。　　　　

¡ハンドルを交換したり、ハンドル
のパッド部にステッカーを貼った
り、色をぬったり、カバーでおお
ったりしないでください。　　　
衝突したときなどにSRSエアバッ
グを正常にふくらませることがで
きなくなるおそれがあります。　

¡ハンドルを外したり、ハンドルま
わりなどを修理するときは、スズ
キサービス工場にご相談ください。
思いがけずSRSエアバッグがふく
らんでけがをすることがあります。

　

運転席SRSエアバッグ　　　　　　　 助手席SRSエアバッグ　　　　　　　
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2. 安全装備

¡助手席には、ベビーシートなど後
ろ向き装着のお子さま用シートを
取り付けないでください。また、
チャイルドシートなど前後向きと
も装着可能なお子さま用シートで
も、後ろ向きには取り付けないで
ください。　　　　　　　　　　
助手席SRSエアバッグがふくらん
だとき、お子さま用シートの背面
に強い衝撃が加わり、生命にかか
わるような重大な傷害を受けるお
それがあります。　　　　　　　
やむをえず、助手席にチャイルド
シートやジュニアシートを取り付
けるときは、シートの前後調節位
置をいちばん後ろに下げ、必ず前
向きに取り付けてください。なお、
ベビーシートなど後ろ向きにしか
使用できないシートは、必ず後席
に取り付けてください。　　　　
また、チャイルドシートによって
は、助手席にSRSエアバッグが付
いていると取り付けできないもの
があります。　　　　　　　　　

¡走行する前に、お子さま用シート
が確実に固定され、ガタつき、ゆ
るみなどがないことを確認してく
ださい。　　　　　　　　　　　　
お子さま用シートの取り扱いかた
は、お子さま用シートに付属の取
扱説明書に従ってください。　　

¡チャイルドシートやジュニアシー
トを取り付けたシートの背もたれ
を倒さないでください。　　　　
衝突したときなどに体がシートベ
ルトの下に滑り込んだりして、重
大な傷害を受けるおそれがありま
す。　　　　　　　　　　　　　

¡お子さま用シートの種類によって
は、この車に正しく取付けができ
ないものがありますので、使用す
る前にお子さま用シートに付属の
取扱説明書でよくご確認ください。
　　　

SRSエアバッグシステムの取扱いについて

SRSエアバッグシステム（前席シートベルト補助装置）
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¡助手席SRSエアバッグは、助手席
に同乗者が乗っていなくても、運
転席SRSエアバッグと同時にふく
らみます。　　　　　　　　　　

　

¡インストルメントパネル上面に、
ステッカーを貼ったり、色をぬっ
たり、アクセサリーや芳香剤など
の物を置いたり、傘などを立てか
けたりしないでください。　　　

¡フロントガラスにアクセサリーを
取り付けたり、ルームミラーにワ
イドミラーを取り付けたりしない
でください。　　　　　　　　　

¡インストルメントパネルの取外し、
インストルメントパネルまわりの
修理、電気配線の修理などをする
ときは、スズキサービス工場にご
相談ください。　　　　　　　　
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2. 安全装備

■ SRSエアバッグが作動したとき

¡SRSエアバッグが作動したあとは、
SRSエアバッグの構成部品に触れ
ないでください。　　　　　　　
SRSエアバッグが作動したあとは、
構成部品が大変熱くなっています
ので、やけどなどをするおそれが
あります。　　　　　　　　　　

SRSエアバッグシステムの作動

¡SRSエアバッグが作動すると大き
な音がして白い煙のようなガスが
出ますが、火災ではありません。
また、人体への影響もありません。
ただし、残留物が目や皮膚などに
付着したときは、できるだけ早く
水で洗い流してください。皮膚の
弱い方などは、まれに皮膚を刺激
する場合があります。　　　　　

¡SRSエアバッグは、とっさの事故
から乗員の生命を守るために、高
温のガスにより非常に速いスピー
ドでふくらみます。事故の形態お
よび乗員の姿勢によっては、擦過
傷、打撲、やけどなどを負うこと
があります。　　　　　　　　　

¡ふくらんだSRSエアバッグはすぐ
にしぼむ構造になっています。　

¡SRSエアバッグは一度ふくらむと
再使用できません。必ず、スズキ
サービス工場で交換してください。

SRSエアバッグシステム（前席シートベルト補助装置）
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こんなとき作動することがあります　　

走行中車両下部に強い衝撃を受けたとき、
多くの場合作動します。　　　　　　　

¡縁石や中央分離帯などに衝突したとき

¡深い穴や溝などに落ちたとき　　　　
　　

¡ジャンプして地面にぶつかったり、道
路から落下したとき　　　　　　　　

約30 �゚

約30 �゚

■ SRSエアバッグシステムが作
動するとき、作動しないとき　

こんなとき作動します

¡衝突時に変形または移動しない構造物
（コンクリートの壁など）に、約25km/
h以上の速度で正面衝突したとき　　

¡車両の前方約30゜以内の方向から、上
図と同等の強い衝撃を受けたとき　　
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2. 安全装備

約30 超゚�

SRSエアバッグシステムの作動

こんなとき作動しないことがあります　

衝突した相手が移動したり車体が大きく
変形したりして衝撃が吸収されたときや、
衝撃の角度が前方約30゜を超えるとき、
多くの場合作動しません。　　　　　　

¡停車している同程度の重さの車に、約
50km/h程度、若しくはそれ以下の速
度で正面から衝突したとき　　　　　

¡トラックの荷台下などへもぐり込み衝
突したとき　　　　　　　　　　　　

¡電柱や立木などへ衝突したとき　　　

SRSエアバッグシステム（前席シートベルト補助装置）

¡前方約30゜を超える角度で、コンクリ
ートの壁やガードレールなどに衝突し
たとき　　　　　　　　　　　　　　

¡衝突時に変形、移動しないコンクリー
トのような固い壁に正面衝突したとき
であっても衝突速度が約25km/h以下
のとき　　　　　　　　　　　　　　

¡衝突の方向が車両の中心からずれたと
き（オフセット衝突）　　　　　　　
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こんなとき衝撃が強いと作動する場合も
あります　　　　　　　　　　　　　　

追突されたり横方向から衝突されたとき
や横転などをしたとき、基本的には作動
しませんが、衝撃が強いと、まれに作動
する場合もあります。　　　　　　　　

¡追突されたとき　　　　　　　　　　

¡横方向から衝突されたとき　　　　　

¡横転や転覆をしたとき
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2. 安全装備

SRSエアバッグ警告灯の見かた

作動していないSRSエアバッグを廃棄す
るときは、決められた手順でSRSエアバ
ッグを作動させてから廃棄する必要があ
ります。　　　　　　　　　　　　　　SRSエアバッグ警告灯はメーターパネル

内にあり、SRSエアバッグ、シートベル
トプリテンショナーの電子制御システム
に異常があると点灯します。　　　　　
システムが正常な場合はエンジンスイッ
チを ON  にしたときに、SRSエアバッ
グ警告灯が約6秒間点滅したあと消灯し
ます。　　　　　　　　　　　　　　　

¡SRSエアバッグ部品を廃棄すると
きや、SRSエアバッグ車を廃車す
るときは、必ずスズキサービス工
場にご相談ください。　　　　　
正しく取り扱わないと、SRSエア
バッグが思いがけないときにふく
らんでけがをすることがあります。

SRSエアバッグの廃棄や
SRSエアバッグ車の廃車

¡SRSエアバッグ警告灯が次のよう
な場合は、システムの異常が考え
られます。スズキサービス工場で
点検を受けてください。　　　　
• 運転中に点灯したとき　　　　
• エンジンスイッチを ON  にし
ても点滅しないとき　　　　　

• エンジンスイッチを ON  にし
た後、約6秒間たっても消灯しな
いとき　　　　　　　　　　　

SRSエアバッグシステム（前席シートベルト補助装置）
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急ブレーキをかけたときや、雪道などの
滑りやすい路面でブレーキをかけたとき
に、タイヤがロック（車輪が回転しない）
して、ハンドルを切っても旋回しなかっ
たり、横滑りをすることがあります。　

ABSは急制動や滑りやすい路面での制動
時におこる車輪のロックを自動的に防止
することにより、車の方向安定性や操舵
性を確保しようとする装置です。　　　

■制動距離について
ABSは制動距離を短くするためのもので
はありません。　　　　　　　　　　　

ABS車の取扱いについて

¡ABSを過信しないでください。　
ABSが作動した状態でも車の方向
安定性や操舵性の確保には限界が
あります。　　　　　　　　　　
ABSを過信せず速度をおさえ、車
間距離を十分にとって常に安全運
転に心がけてください。　　　　

¡ABSはタイヤのグリップ限界を超
えたり、ハイドロプレーニング現
象（※）が起こった場合は効果を
発揮できません。　　　　　　　
※雨天の高速走行などで、タイヤ
と路面の間に水膜が発生し、接
地力を失ってしまう現象　　　

¡急ブレーキをかけたときや、滑り
やすい路面でブレーキをかけたと
きの制動距離は、ABSのついてい
ない車と同様の制動距離を必要と
します。　　　       　　　　　

¡次の場合などは、とくに速度を控
えめにして、車間距離を十分とっ
てください。　　　　　　　　　
凹凸道や石だたみなどの悪路、じ
ゃり道、新雪路、道路の継ぎ目な
どの段差を乗り越えるとき、道路
上のマンホールなど鉄板上を通過
するとき、タイヤチェーンを装着
しているときなどではABSがつい
ていない車に比べて、制動距離が
長くなることがあり、事故につな
がるおそれがあります。　　　　

¡急ブレーキ時には、ポンピングブ
レーキ（ブレーキペダルを数回に
分けて小刻みに踏むブレーキのか
けかた）をせずに、ブレーキペダ
ルを踏み込んでください。ポンピ
ングブレーキをすると制動距離が
長くなります。　　　　　　　　

¡ABSは路面の状況により異なりま
すが、約10km/h以下では作動し
ません。　　　　　　　　　　　

2. 安全装備

ABS（アンチロックブレーキシステム）
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2. 安全装備2. 安全装備

ABS車の取扱いについて

■振動や音について　　　　　
ABS車はブレーキペダルを強く踏んだと
きに、ブレーキペダル、ハンドル、車体
が小刻みに振動するのを感じることがあ
りますが、これはABSの作動によるもの
で異常ではありません。　　　　　　　
ブレーキペダルをそのまま強く踏み続け
てください。　　　　　　　　　　　　

■タイヤについて

¡エンジンをかけた直後やエンジン
をかけてすぐに発進した直後に、
一時的にモーター音などが聞こえ
ます。　　　　　　　　　　　　

　これはシステムをチェックしてい
る音で異常ではありません。　　

■ ABS警告灯

ABS警告灯はメーターパネル内にあり、
ABSの電子制御システムに異常があると
点灯します。　　　　　　　　　　　　
システムが正常な場合はエンジンスイッ
チを ON  にしたときに、ABS警告灯が
約2秒間点灯したあと消灯します。　　

¡ABSの電子制御システムに異常が
あるとABSの機能は停止しますが、
ABSのついていない通常のブレー
キとして使用できます。　　　　

¡ABSは各車輪の回転速度をセンサ
ーで検出しています。タイヤ交換
時は、必ず指定サイズで、同一サ
イズ、同一メーカー、同一銘柄お
よび同一トレッドパターン（溝模
様）のものを全輪に使用してくだ
さい。　　　　　　　　　　　　
また、著しく摩耗程度の異なるタ
イヤを使用しないでください。異
なるタイヤを使用するとABSが正
常に機能しなくなり、思わぬ事故
につながるおそれがあります。　

¡ABS警告灯が次のような場合は、
システムの異常が考えられます。
スズキサービス工場で点検を受け
てください。　　　　　　　　　
•運転中に点灯したとき
•エンジンスイッチを ON  にし
ても点灯しないとき　　　　　

•エンジンスイッチを ON  にし
た後、約2秒間たっても消灯しな
いとき　　　　　　　　　　　

ABS（アンチロックブレーキシステム）
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3. 運転する前に

キー

¡キーを抜くと、室内ブザーは止ま
ります。　　　　　　　　　　　

■キー抜き忘れ警告ブザー
キーを  ACC  または  LOCK  にしたま
ま、運転席ドアを開けると、室内ブザー
が断続的に鳴ります。　　　　　　　　
キーの抜き忘れを防止するためのブザー
です。　　　　　　　　　　　　　　　

¡お車にはキーが2本ついています。　
¡キーは、エンジンの始動・停止のほか
に、ドアの施錠・解錠に使用します。

¡キーを紛失したり、車内に閉じ込めた
りしないように注意してください。　

¡キーナンバープレートを車両以外
の場所に、大切に保管してくださ
い。　　　　　　　　　　　　　
万一キーを紛失したときは、スズ
キ販売店またはスズキ代理店にキ
ーナンバーを伝えてご相談くださ
い。　　　　　　　　　　　　　

¡お車をおゆずりになるときは、次
に所有されるかたのために、キー
ナンバープレートをお車につけて
お渡しください。　　　　　　　

■キーナンバープレート
お客さま以外のかたにキーナンバーをわ
かりにくくするため、キーナンバーをキ
ーナンバープレートに打刻しました。　

キーナンバー�
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¡ドアの開閉は大人が行い、ドアを
閉じるときは、お子さまの身体を
はさまないようにしてください。

¡ドアを開けるときは、後ろからの車
に注意して開けてください。風が強
い日はとくに注意してください。　

¡シートベルトや荷物などをはさま
ないように、ドアを確実に閉めて
ください。半ドアの場合は、走行
中にドアが開くおそれがあります。

¡エンジンがかかっているときは、
排気管の後ろでバックドアの開閉
をしないでください。やけどなど
のおそれがあります。　　　　　

¡バックドアを開けるときは完全に
開けてください。開けかたが不完
全な場合は、思わぬときにドアが
閉じて、身体にあたるおそれがあ
ります。　　　　　　　　　　　

¡バックドアを開けたまま走行しな
いでください。排気ガスが車内に
侵入するおそれがあります。　　

ドア

¡車から離れるときは、盗難や火災
などの事故防止のため、エンジン
を止めドアを施錠してください。

¡車から離れるときは、現金や貴重
品を車内に放置しないでください。
盗難などのおそれがあります。　
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3. 運転する前に

■車外からの施錠・解錠
前席ドア
キーを差し込んで車の前方向にまわすと
解錠、後ろ方向にまわすと施錠できます。

バックドア
キーを差し込んで右にまわすと施錠、左
にまわすと解錠できます。　　　　　　
ドアを開けるときは、ドアハンドルを手
前に引きます。　　　　　　　　　　　

■車内からの施錠・解錠
ドアを閉めてロックノブを押し下げると
施錠、引き上げると解錠できます。　　

ロックノブ�

施錠�

解錠�

前席ドア�

ロックノブ�

施錠�

解錠�

バックドア�

ドア

施錠�

解錠�

ドアハンドル�

施錠�

解錠�
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■キーを使わない施錠
ロックノブを押し下げ、ドアハンドルを
引いたままドアを閉めると施錠できます。 ¡キーを使わないで施錠をするとき

は、キーの閉じ込み防止のため、
キーが手元にあることを確認して
から施錠してください。　　　　

ドアハンドル�

ロックノブ�

ロックノブ�

ドアハンドル�
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3. 運転する前に

ドア

■キーレスエントリー
すべてのドアが閉まっているときに、キ
ーを使わないでドアの施錠・解錠ができ
ます。車から約2m 以内のところで送信
器の操作部を押すごとに、すべてのドア
を同時に施錠・解錠することができます。

¡初期設定時（工場出荷時）は、アンサ
ーバック機能が＜出力1＞に設定され
ています。　　　　　　　　　　　　
＜出力2＞にするためには、出力設定
を切り替える必要があります。　　　

¡キーレスエントリーが作動したときに
室内灯を点灯または点滅させたい場合
は、室内灯スイッチをDOOR位置にし
ます。　　　　　　　　　　　　　　

¡室内灯が点灯中であっても、キーをエ
ンジンスイッチに差し込むと消灯しま
す。　　　　　　　　　　　　　　　
（室内灯については、158ページをお
読みください。）　　　　　　　　　送信器�

操作部�

アンサーバック機能
キーレスエントリーの作動をしらせる機
能としてアンサーバック機能があります。

〈 出力1 〉�

ロック�
（施錠）�

�
1回点滅�

アンロック�
（解錠）�

�
2回点滅�
�
�

約15秒間�
点灯�

ロック�
（施錠）�

�
�
�
�

2回点滅�

アンロック�
（解錠）�

�
�
�
�

約15秒間�
点灯�

〈 出力2 〉�

�
�
�
�
�
�

非常点滅灯�
�
�

室内灯�
（スイッチが　�
　DOOR位置）�

�

�

¡アンサーバック機能の出力設定の
切り替えについては、スズキ販売
店またはスズキ代理店にご相談く
ださい。　　　　　　　　　　　

¡キーレスエントリーで解錠したあ
と、約30秒以内にドアを開けなか
ったときは、盗難防止のため、自
動的にドアが施錠されます。　　
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¡送信器は、インストルメントパネ
ルの上などの高温になるような場
所に置かないでください。　　　

¡送信器は落下させたり、強い衝撃
をあたえたり、水洗いなどをしな
いでください。　　　　　　　　

¡1台の車両で2個の送信器まで使用
できます。　　　　　　　　　　

¡送信器の操作部を押してもドアの
施錠・解錠ができないときは、キ
ーを使って施錠・解錠をしてくだ
さい。　　　　　　　　　　　　

¡送信器の操作部を押しても正しい
距離で作動しないときは、電池の
消耗が考えられます。　　　　　
電池を交換してください。　　　

¡送信器の操作部を必要以上に押す
と、電池の消耗が早くなります。

¡送信器のご購入、電池交換、暗証
コードの登録については、スズキ
販売店またはスズキ代理店にご相
談ください。　　　　　　　　　

¡キーレスエントリーの作動距離は、
周囲の影響を受けて変わることが
あります。また、強い電波などが
発生している場所では、キーレス
エントリーが作動しない場合があ
ります。　　　　　　　　　　　

¡各ドアのロックノブの状態にかか
わらず、送信器の操作部を押すご
とに、すべてのドアが施錠・解錠
されます。　　　　　　　　　　

¡エンジンスイッチにキーが差し込
まれているとき、またはいずれか
のドアが開いているときはキーレ
スエントリーは作動しません。　

¡車から離れるときは、盗難や火災
などの事故防止のため、エンジン
を止めドアを施錠してください。

¡車から離れるときは、現金や貴重
品を車内に放置しないでください。
盗難などのおそれがあります。　

¡施錠したときは、ドアハンドルを
引いて施錠されていることを確認
してください。　　　　　　　　
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3. 運転する前に

ドア

■パワードアロック
運転席ドアをキー操作またはロックノブ
操作で施錠・解錠すると、助手席ドアと
バックドアも同時に施錠・解錠します。

ロックノブ�解錠�

施錠�

施錠�

解錠�
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エンジンスイッチが ON  のときに、前
席ウインドーの開閉ができます。　　　

¡お子さまにパワーウインドーの操
作をさせないでください。お子さ
まが誤ってパワーウインドースイ
ッチを操作すると、重大な傷害に
つながるおそれがあります。お子
さまを乗せているときは、ウイン
ドーが開閉しないように、ウイン
ドーロックスイッチを  ロック  位
置にしてください。　　　　　　
（ウインドーロックスイッチについ
ては74ページをお読みください。）

¡バッテリー保護のため、開閉操作
はエンジンがかかっているときに
行なってください。　　　　　　

閉まる�開く�

パワーウインドー

¡ウインドーガラスを開けるときは、
手や腕などをガラスにふれた状態
で操作しないでください。　　　
巻き込まれるおそれがあります。

¡パワーウインドーは強い力で開閉
するので、閉じるときは手や首を
はさまないように注意してくださ
い。　　　　　　　　　　　　　

¡車外より窓から手を入れて、パワ
ーウインドースイッチを操作しな
いでください。自動でウインドー
が閉じ始めたとき、手や腕などを
はさむおそれがあります。　　　

ウインドー�
ロックスイッチ�
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3. 運転する前に

パワーウインドー

■運転席での開閉

運転席ウインドーの開閉（オート機構付）
¡ウインドースイッチを軽く操作すると、
操作をしている間だけ開閉し、スイッ
チから手をはなすとその位置で止まり
ます。　　　　　　　　　　　　　　

¡ウインドースイッチを強く操作すると、
オート機構が作動し、スイッチから手
をはなしても自動で全開または全閉し
ます。　　　　　　　　　　　　　　
途中で止めたいときは、操作した方向
と逆の方向に軽く操作します。　　　

助手席ウインドーの開閉
¡ウインドースイッチを操作している間
だけ開閉し、スイッチから手をはなす
とその位置で止まります。　　　　　

ウインドーロックスイッチ
ウインドーロックスイッチを押し込むと、
助手席ウインドーの開閉ができなくなり
ます。　　　　　　　　　　　　　　　
¡ロックを解除するときは、スイッチを
もう一度押します。　　　　　　　　

ロック� ロック解除�

ウインドー�
ロックスイッチ�

¡お子さまにパワーウインドーの操
作をさせないでください。お子さ
まが誤ってパワーウインドースイ
ッチを操作すると、重大な傷害に
つながるおそれがあります。お子
さまを乗せているときは、ウイン
ドーが開閉しないように、ウイン
ドーロックスイッチを  ロック  位
置にしてください。　　　　　　

運転席�
（オート機構付）�

助手席�
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¡運転席ウインドーはウインドーロ
ックスイッチに関係なく開閉でき
ます。　　　　　　　　　　　　

　

はさみ込み防止機構
運転席ウインドーを閉めるときに、ウイ
ンドーと窓枠の間に異物のはさみ込みを
感知すると、ウインドーの上昇を停止し、
自動的に途中まで下降します。　　　　
はさみ込み防止機構は、次のようなとき
に作動します。　　　　　　　　　　　
¡運転席のウインドースイッチを操作し
て、運転席ウインドーを自動で閉めて
いるとき（オート機構で閉めていると
きのみ）　　　　　　　　　　　　　

¡故障などで、はさみ込み防止機構
が作動してしまい運転席ウインド
ーを自動で閉めることができない
場合があります。　　　　　　　
この場合、運転席ウインドースイ
ッチを軽く引き上げ続けると、完
全に閉めることができます。　　

¡運転席ウインドーを自動で閉める
ことができないときは、下記操作
を行なってください。　　　　　
①エンジンスイッチを ON  の位
置にし、運転席ウインドースイ
ッチを押し続け、ウインドーを
完全に開けます。　　　　　　

②運転席ウインドースイッチを引
き上げ続け、ウインドーを完全
に閉めます。　　　　　　　　

③そのままスイッチを約2秒間引き
上げ続けます。　　　　　　　

上記操作を行なっても自動で閉め
ることができない場合は、システ
ムの異常が考えられますので、ス
ズキサービス工場で点検を受けて
ください。　　　　　　　　　　

¡環境や走行条件により、異物をはさ
んだときと同じ衝撃や荷重がウイン
ドーに加わると、はさみ込み防止機
構が作動することがあります。　　

¡ウインドーガラスを確実に閉める
ため、閉まり切る直前の部分に、
はさみ込みを感知できない領域が
あります。指などをはさまないよ
うに注意してください。　　　　

¡バッテリーの充電が不足している
ときは、はさみ込み防止機構が正
常に作動しない場合があります。
故意に指などをはさみ込まないで
ください。　　　　　　　　　　
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3. 運転する前に

¡運転席のウインドーロックスイッ
チが ロック  位置のときは、助手
席ウインドーの開閉はできません。

■助手席での開閉
¡ウインドースイッチを操作している間
だけ開閉し、スイッチから手をはなす
とその位置で止まります。　　　　　

¡お子さまにパワーウインドーの操
作をさせないでください。お子さ
まが誤ってパワーウインドースイ
ッチを操作すると、重大な傷害に
つながるおそれがあります。お子
さまを乗せているときは、ウイン
ドーが開閉しないように、ウイン
ドーロックスイッチを  ロック  位
置にしてください。　　　　　　

パワーウインドー
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ボンネット

■開けかた

z 運転席足元のボンネットオープナーを
引くと、ボンネットの先端が少し浮き
上がります。　　　　　　　　　　　

¡お子さまにボンネットの開閉はさ
せないでください。ボンネットは
大変重く、開閉中にうっかり手を
はなすと大きなけがにつながるお
それがあります。　　　　　　　
また、エンジンルーム内は大変高
温になっていることがあります。

¡ボンネットを開けた状態のときは、
お子さまを近づけないようにして
ください。うっかりさわるとやけ
どをするおそれがあります。　　

ボンネット�
オープナー�
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3. 運転する前に

ボンネット

c ステーをブラケットから外し、固定穴
に差し込んでボンネットを固定しま
す。　　　　　　　　　　　　　　　

x ボンネットのすき間に手を入れ、ロッ
クレバーを引き上げながら、ボンネッ
トを持ち上げます。　　　　　　　　

¡エンジン作動中や停止後は、ロッ
クレバーが熱くなっていることが
あります。やけどや思わぬ事故に
つながるおそれがありますので、
ロックレバーを持つ前に必ず確認
してください。　　　　　　　　

¡ワイパーアームを起こした状態で、
ボンネットを開けないでください。

　ワイパーアームおよびボンネット
が傷つくおそれがあります。　　

ロックレバー�

ステー�

固定穴�

ブラケット�
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■閉めかた

z ボンネットを片手でささえながら、ス
テーを外してもとの位置に固定しま
す。　　　　　　　　　　　　　　　

x ボンネットを 20 cmぐらいの高さま
で静かに下げて、手をはなします。　

¡ボンネットが完全に閉じているこ
とを確認してください。完全に閉
じていないと、走行中に開くおそ
れがあります。　　　　　　　　

¡ボンネットを閉めるときは、手な
どをはさまないようにしてくださ
い。　　　　　　　　　　　　　

¡ボンネットを開閉するときは、サ
イドアンダーミラーを格納しない
でください。ボンネットおよびサ
イドアンダーミラーが破損するお
それがあります。　　　　　　　

¡エンジン作動中や停止直後は、ス
テーが熱くなっていることがあり
ます。やけどや思わぬ事故につな
がるおそれがありますので、ステ
ーを持つ前に必ず確認してくださ
い。　　　　　　　　　　　　　

¡ステーは固定穴に確実に差し込ん
でください。ステーが外れるとボ
ンネットに身体がはさまれること
があります。　　　　　　　　　

¡ボンネットが風にあおられてステ
ーが外れ、ボンネットに身体がは
さまれることがあります。　　　
とくに風の強い日は注意してくだ
さい。　　　　　　　　　　　　
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3. 運転する前に

燃料補給口

■フューエルリッド
¡開けるときは、運転席右下のフューエ
ルリッドオープナーを引き上げます。

¡閉めるときは、フューエルリッドを手
で押しつけます。　　　　　　　　　

¡ガソリンは引火性が高いため給油
するときは、タバコの火などの火
気は厳禁です。また、エンジンは
必ず止めてください。　　　　　

フューエルリッド�
オープナー�

¡給油中に燃料を車にこぼさないよ
うにしてください。塗装面を侵す
おそれがあります。　　　　　　
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■フューエルキャップ
¡キャップを開けるときは、ゆっくり左
にまわします。　　　　　　　　　　

¡キャップを閉めるときは、右にまわし、
カチッという音が2回以上するまで締
めます。　　　　　　　　　　　　　

¡フューエルキャップを開けるとき
はゆっくりとゆるめ、空気の抜け
る音が止まってから取り外してく
ださい。　　　　　　　　　　　
急激に開けると、燃料タンク内の
圧力が急激に抜け、燃料が吹き出
すおそれがあります。　　　　　

¡走行中に燃料がこぼれ出ないよう
に、フューエルキャップが確実に
閉まっていることを確認してくだ
さい。　　　　　　　　　　　　

¡車に合わないフューエルキャップ
は使用しないでください。燃料漏
れを起こすおそれがあります。　
必ず車に合ったスズキ純正フュー
エルキャップを使用してください。

閉�

開� キャップ�
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各部の調節
3. 運転する前に

前席シート

■正しい運転姿勢
正しい運転姿勢がとれるように、次のこ
とに注意してシートを調節してください。
¡背もたれと腰の間にすき間のないよう
にシートに深くすわります。　　　　

¡ペダル類を踏み込んだときに、ひざが
伸びきらないで余裕があるようにシー
トを前後に調節します。　　　　　　

¡背中を背もたれに軽くつけ、ハンドル
を握ったときにひじが軽く曲がる程度
に背もたれの角度を調節します。　　

¡シートの前後位置や背もたれの角
度の調節は走行前に行なってくだ
さい。　　　　　　　　　　　　
走行中の調節はしないでください。
シートが突然動き、運転を誤り思
わぬ事故につながるおそれがあり
ます。　　　　　　　　　　　　

¡シートを調節したあとは、前後に
ゆすって固定されていることを確
認してください。十分に固定され
ていないと、走行中にシートが動
き、運転を誤り思わぬ事故につな
がるおそれがあります。　　　　

¡前席シートの下に物を置かないで
ください。　　　　　　　　　　
物がはさまってシートが固定され
ないおそれがあります。　　　　

¡背もたれと背中の間にクッション
などを入れないでください。　　
正しい運転姿勢がとれないばかり
か、シートベルトなどの効果が十
分に発揮されないおそれがありま
す。　　　　　　　　　　　　　

¡シートを操作するときは、操作す
る人やまわりの人の手や足などを
はさまないよう十分注意してくだ
さい。　　　　　　　　　　　　

ひじが軽く曲がり�
ハンドル操作が楽�
に行える�

背中を背もたれに�
軽くつける�

ひざが伸びきらずペダル類�
を踏むときに余裕がある�

シートに深く�
すわる�
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■前後位置の調節
シートスライドレバーを引き上げたまま、
シートを前または後ろに動かします。　 ¡シートスライドの調節は必ず走行

前に行ない、調節後はシートを前
後に軽くゆすって確実にシートが
固定されたことを確認してくださ
い。シートが固定されていないと、
走行中にシートが動き思わぬ事故
につながるおそれがあります。　

シート�
スライド�
レバー�
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各部の調節
3. 運転する前に

前席シート

■背もたれの角度調節
¡倒すときは、リクライニングレバーを
引き上げたまま、背中で軽く押します。

¡起こすときは、背中を少し浮かせて、
リクライニングレバーを引き上げます。

¡前席シートからはなれて背もたれ
を起こすときは、背もたれが急に
起きあがることがありますので手
などをそえて操作してください。

¡背もたれの調節は必ず走行前に行
ない、調節後は背もたれを軽くゆ
すって確実に背もたれが固定され
たことを確認してください。背も
たれが固定されていないと、走行
中に背もたれが動き思わぬ事故に
つながるおそれがあります。　　

¡背もたれは必要以上に倒さないで
ください。衝突のときなどに、シ
ートベルトやSRSエアバッグシス
テムが本来の効果を発揮できなく
なります。　　　　　　　　　　

 リクライニングレバー�
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¡ヘッドレストを外したまま、また
は固定されていない状態で走行し
ないでください。衝突のときなど
に、ヘッドレストが本来の効果を
発揮できなくなります。　　　　

■ヘッドレストの高さ調節と取
外し・取付け

高さの調節
ヘッドレスト中央が耳の後方になるよう
に高さを調整します。　　　　　　　　
¡高くするときは、ヘッドレストをその
まま持ち上げます。　　　　　　　　

¡低くするときは、ロックボタンを押し
たままヘッドレストを下げます。　　

取外しかた
¡外すときは、ロックボタンを押したま
ま引き抜きます。　　　　　　　　　

取付けかた
¡ヘッドレストの前後の向きを確かめロ
ックボタンを押したまま固定される位
置まで差し込み、高さを調節します。

¡ヘッドレストを前後逆に取り付け
ないでください。いざというとき、
ヘッドレストが本来の効果を発揮
しないおそれがあります。　　　
また、ヘッドレストを前後逆に取
り付けると、ヘッドレストの高さ
調節ができません。　　　　　　

　

ロック�
ボタン�
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各部の調節
3. 運転する前に

前席シート

■後席シートへの乗り降り
助手席のリクライニングレバーをいっぱ
いに引き上げると背もたれが前に倒れま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　

助手席ウォークイン
¡乗車または降車をするときはリクライ
ニングレバーをいっぱいに引き上げる
か、ウォークインペダルを押し下げて、
背もたれを前に倒し、シートを車の前
方向に動かします。　　　　　　　　

¡乗車または降車をおえたら、背もたれ
を起こし、シートが固定される位置ま
で車の後ろ方向に動かしておきます。

¡シートをゆすって固定されている
か確認してください。　　　　　

リクライニングレバー�

ウォークイン�
ペダル�
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■背もたれの角度調節

z ロックノブを引き上げたまま、背もた
れを好みの角度の少し手前まで動かし
ます。　　　　　　　　　　　　　　

x ロックノブから手をはなし、固定され
る位置まで背もたれを動かします。　

¡調節しようとするシートからおり
て操作してください。シートにす
わったままロックノブを引き上げ
ると背もたれが急に最大角度まで
倒れ込むことがあります。　　　

¡背もたれの角度調節は、必ず走行
前に行なってください。また、調
節後は背もたれを軽くゆすって確
実に固定されていることを確認し
てください。
確実に固定されていないと、走行
中に不意に背もたれが動いて思わ
ぬけがにつながるおそれがありま
す。　　　　　　　　　　　　　

¡シートの背もたれを必要以上に倒
して走行しないでください。　　
衝突のときなどに、シートベルト
が本来の効果を発揮できなくなり
ます。　　　　　　　　　　　　

後席シート

ロックノブ�
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各部の調節
3. 運転する前に

後席シート

¡ヘッドレストを外したまま、また
は固定されていない状態で走行し
ないでください。衝突のときなど
に、ヘッドレストが本来の効果を
発揮できなくなります。　　　　

■ヘッドレストの高さ調節と取
外し・取付け　　　タイプ別装備

高さの調節
ヘッドレスト中央が耳の後方になるよう
に高さを調整します。　　　　　　　　
¡高くするときは、ヘッドレストをその
まま持ち上げます。　　　　　　　　

¡低くするときは、ロックボタンを押し
たままヘッドレストを下げます。　　

取外しかた
¡外すときは、ロックボタンを押したま
ま引き抜きます。　　　　　　　　　

取付けかた
¡ヘッドレストの前後の向きを確かめロ
ックボタンを押したまま固定される位
置まで差し込み、高さを調節します。

¡ヘッドレストを前後逆に取り付け
ないでください。いざというとき、
ヘッドレストが本来の効果を発揮
しないおそれがあります。　　　
また、ヘッドレストを前後逆に取
り付けると、ヘッドレストの高さ
調節ができません。　　　　　　

ロック�
ボタン�
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x 背もたれ肩部のロックノブを引き上
げ、そのまま背もたれを前に倒しま
す。　　　　　　　　　　　　　　　

■背もたれの倒しかた
左右の背もたれを個別に前に倒すことで、
後部の荷室を広く使うことができます。

¡背もたれを倒すときに、ヘッドレ
ストが前席シートにあたる場合は、
前席シートを前に動かすか、ヘッ
ドレストを外してください。　　

¡座席以外の部分に人を乗せないで
ください。急ブレーキのときなど
に、投げ出されてけがをするおそ
れがあります。　　　　　　　　

¡背もたれを倒したりもとにもどす
ときに、手や足をはさんだり、背
もたれを身体にあてないように操
作してください。　　　　　　　

倒しかた

z 格納するシートのシートベルトバック
ルを図のように格納します。　　　　

シートベルト�
バックル�

シートベルト�
バックル�

シートベルト�
バックル�

ロックノブ�
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各部の調節
3. 運転する前に

起こしかた
背もたれを起こし、固定される位置まで
車の後ろ方向に押しつけます。　　　　 ¡シートをゆすって固定されている

か確認してください。　　　　　

後席シート
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前席シートと後席シートの背もたれを後
ろに倒して、室内に広い空間を作ること
ができます。　　　　　　　　　　　　 ¡フルフラットにしたときは、シー

トの上を歩き回らないでください。
シートから足を踏み外すとけがを
するおそれがありますので、必ず
シートの中央を踏んで、ゆっくり
移動してください。　　　　　　

¡フルフラットにしたときやもとに
もどしたときは、シートをゆすっ
て固定されているか確認してくだ
さい。　　　　　　　　　　　　

¡フルフラットにしたりもとにもど
すときに、手や足をはさんだり、
シートを身体にあてないように操
作してください。　　　　　　　

¡前席シートの背もたれを起こすと
きは、背もたれが急に起きあがる
ことがありますので、手などをそ
えて操作してください。　　　　

¡フルフラットにしたシートに、人
や荷物をのせて走行しないでくだ
さい。　　　　　　　　　　　　
急ブレーキのときなどに、投げ出
されたり、荷物が身体にあたるお
それがあります。　　　　　　　

フルフラットシート
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各部の調節
3. 運転する前に

フルフラットシート

■フルフラットにするときは

z 前席シートのヘッドレストを外し、
シートを前方にいっぱいまで動かしま
す。　　　　　　　　　　　　　　　

x 前席シートの背もたれを後ろにいっぱ
いまで倒します。　　　　　　　　　
後席シートの背もたれはお好みの角度
に調節してください。　　　　　　　

もとにもどすときは
フルフラットにするときと逆の手順で行
います。　　　　　　　　　　　　　　

¡フルフラットにしたときは、シー
トに強い衝撃をあたえないでくだ
さい。シートが損傷することがあ
ります。　　　　　　　　　　　

¡後席シートはフラットにはなりま
せん。　　　　　　　　　　　　
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■防眩式ルームミラー
ミラー全体を動かして角度を調節します。
通常はレバーを車の前方向に押した状態
で使用し、角度の調節もこの位置で行い
ます。　　　　　　　　　　　　　　　
後続車のライトがまぶしいときは、レバ
ーを手前に引くとライトの反射が弱まり
ます。　　　　　　　　　　　　　　　

ルームミラー

レバー�
防眩� 通常�

¡ミラーの角度調節は走行前に行な
ってください。走行中の調節は運
転を誤り、思わぬ事故につながる
おそれがあります。　　　　　　
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各部の調節
3. 運転する前に

¡ミラーを倒したまま走行しないで
ください。後方の確認ができず、
事故を起こすおそれがあります。

¡ミラーは車体より張り出していま
す。ミラーを車外の人や物にあて
ないようにしてください。　　　

格納�

通常�

ドアミラー

■格納
狭い場所での駐車のときに、ドアミラー
を車の後ろ方向に倒して格納することが
できます。　　　　　　　　　　　　　

格納機能付き電動リモコンドアミラー
 タイプ別装備

エンジンスイッチが  ACC  または  ON  の
ときにスイッチでミラーを操作できます。
スイッチの格納側を押すと格納され、通
常側を押すと通常の位置にもどります。

通常側� 中立位置� 格納側�

スイッチ�

格納�

通常�
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¡ミラーを格納したまま走行しない
でください。後方の確認ができず、
事故を起こすおそれがあります。

¡ミラーが動いているときは手を触
れたりしないでください。　　　
手をはさんでけがをしたり、ミラ
ーの故障などの原因になるおそれ
があります。　　　　　　　　　

¡スイッチで格納したミラーを通常
側にもどすときは、手で操作しな
いでください。ミラーを手で通常
側に操作すると、ミラーの固定が
不完全なため走行中の振動および
走行風などでミラーが動いて、後
方の確認ができなくなるおそれが
あります。　　　　　　　　　　
固定されていない場合は、スイッ
チの通常側を押して確実にミラー
を固定してください。　　　　　

¡エンジンスイッチが  ACC  また
は  ON  の位置にあるときは、手
でミラーを操作しないでください。
ミラーの故障などの原因になるお
それがあります。　　　　　　　

¡スイッチでミラーを操作した後は
必ずスイッチを中立の位置にもど
してください。スイッチの通常側
または格納側を押したままの状態
でミラーを手で動かすと、エンジ
ンスイッチを  ACC  または
  ON  にしたときにミラーが動き
出すことがあります。　　　　　

¡スイッチの通常側を押したままの
状態で、ミラーが通常の位置より
車の前方向に倒れていると、エン
ジンスイッチを  ACC  または
 ON  にしたときにミラーはさらに
車の前方向に倒れてしまいます。
ミラーをもとの状態にもどすとき
は、一度格納操作をしてください。
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各部の調節
3. 運転する前に

¡ミラーの角度の調節は走行前に行
なってください。走行中の調節は
事故を起こすおそれがあります。

■角度の調節
鏡面可動式ドアミラー　　タイプ別装備
ミラー鏡面を指で押して調節します。　

¡角度調節スイッチでミラーを調節
した後は、左右切替えスイッチを
中立の位置にもどしてください。

電動式ドアミラー タイプ別装備
エンジンスイッチが  ACC  または  ON  の
ときに調節することができます。　　　　

z 左右切替えスイッチを調節する側へ動
かします。　　　　　　　　　　　　

x 角度調節スイッチを押して、上下左右
にミラーを動かして調節します。　　

ドアミラー

角度調節�
スイッチ�

左右切替え�
スイッチ�

左　中立　右�
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¡消費電力が大きいのでバッテリー
保護のため、エンジンがかかって
いるときに使用し、くもりが取れ
たらすみやかにスイッチを切って
ください。　　　　　　　　　　

■ドアミラーヒータースイッチ
 タイプ別装備

エンジンスイッチが  ON  のときに、ド
アミラーについたくもりを取ることがで
きます。　　　　　　　　　　　　　　
¡スイッチを押すとドアミラーとバック
ウインドーガラスが同時に暖められ、
スイッチ内の表示灯が点灯します。　
もう一度押すとスイッチが切れます。

表示灯�
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各部の調節
3. 運転する前に

サイドアンダーミラー

¡サイドアンダーミラーを格納した
場合は、ボンネットを開閉しない
でください。サイドアンダーミラ
ーおよびボンネットが破損するお
それがあります。　　　　　　　

¡後方の確認はドアミラーまたはル
ームミラーで行なってください。

¡サイドアンダーミラーを格納した
まま走行しないでください。　　

¡ミラーだけにたよらず車からおり
て自分の目で直接確かめるなど、
周囲の安全をよく確認してから車
を発進させてください。　　　　

¡サイドアンダーミラーの鏡面は固
定式です。鏡面の角度調節はでき
ません。　　　　　　　　　　　

停車時およびごく低速時に車両左側助手
席付近を確認する場合に使用します。　
狭い場所での駐車のときに、サイドアン
ダーミラーを手で回して格納することが
できます。　　　　　　　　　　　　　

格納�

通常�
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4. 運転するときは

メーターの見かた

図は代表例ですので、タイプによりこのイラストと異なることがあります。　　　　

水温計 

タコメーター 

オドメーター／トリップメーター 表示切替えボタン 

燃料計 

スピードメーター 
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■スピードメーター（速度計）
走行速度をkm/hで示します。　　　　　

■オドメーター（積算距離計）、ト
リップメーター（区間距離計）

エンジンスイッチが ON  のときに、オ
ドメーター（ODO）、またはトリップメ
ーター（TRIP）を表示します。　　　　
トリップメーター（TRIP）は、次の例の
ように2種類の区間距離が表示できます。
A：燃料給油後の走行距離　　　　　　
B：自宅からの走行距離　　　　　　　
表示切替えボタンを押すたびに表示が切
り替わります。　　　　　　　　　　　
また、ライトスイッチをON（車幅灯また
は前照灯の位置）にしたときに表示切替
えボタンを押すと、照明コントロールの
表示に切り替わります。　　　　　　　

¡表示はボタンをはなしたときに切
り替わります。　　　　　　　　

トリップ 
メーター 

オド 
メーター 

ライトスイッチが 
ONのとき 

照明コント 
ロール表示 

オドメーター（ODO）　　　　　　　　
走行した総距離をkm単位で示します。　

トリップメーター（TRIP）　　　　　　
2種類の区間距離をkm単位で示します。
（右端の数字は 100 m単位を示します。）
0にもどすときは、もどしたい方を表示
し、表示切替えボタンを約2秒間押しま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　

¡表示はボタンを押しているときに
0.0に変わります。　　　　　　　

　

¡表示切替えボタンの操作は、停車
中に行なってください。　　　　
走行中の操作は、ボタン操作に気
を取られて思わぬ事故につながる
おそれがあります。　　　　　　
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4. 運転するときは

燃料タンク容量 40 L

■燃料計
エンジンスイッチが  ON  のとき、燃料
の残量の目安を示します。　　　　　　

■水温計
エンジンスイッチが  ON  のときに、エ
ンジン冷却水の温度を示します。　　　

¡指針が  H  側に近づいたときは、
オーバーヒートのおそれがありま
す。ただちに安全な場所に車を止
め、処置をしてください。　　　
→　217ページ　　　　　　　　

（オーバーヒートしたとき）

■ タコメーター（エンジン回転計）
１分間あたりのエンジン回転速度（回転
数）を示します。　　　　　　　　　　

¡エンジン保護のため、指針がレッ
ドゾーン〔エンジンの許容回転速
度（回転数）を超えていることを
示す赤色表示範囲〕に入らないよ
うに運転してください。　　　　

¡高速走行中に低速ギヤに操作する
ときは、エンジン回転を上げ過ぎ
ないように操作してください。　

メーターの見かた

¡燃料残量警告灯が点灯したときは、
すみやかに燃料を補給してくださ
い。　　　　　　　　　　　　　

¡燃料補給後、エンジンスイッチを
ON  の位置にしてから、指針が正
しい量を示すまでに少し時間がか
かります。　　　　　　　　　　

¡坂道やカーブなどではタンク内の
燃料が移動するため、指針が振れ
ることがあります。　　　　　　

¡  の右にある  印は、燃料補給
口（フューエルリッド）が運転席
側車両後方にあることをあらわし
ます。　　　　　　　　　　　　

指針 
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■メーターの照明
エンジンスイッチが  ON  で、ライトス
イッチを ON（車幅灯または前照灯の位
置）にしたときに表示切替えボタンを押
すと、照明コントロールの表示に切り替
わります。　　　　　　　　　　　　　

トリップ 
メーター 

オド 
メーター 

ライトスイッチが 
ONのとき 

照明コント 
ロール表示 

¡表示はボタンをはなしたときに切
り替わります。　　　　　　　　

¡表示切替えボタンの操作は、停車
中に行なってください。　　　　
走行中の操作は、ボタン操作に気
を取られて思わぬ事故につながる
おそれがあります。　　　　　　

明るさの調節　　　　　　
メーターパネル内の明るさを4段階に調
節することができます。　　　　　　　
¡明るさを調節するときは、照明コント
ロール表示の状態で、距離表示切替え
ボタンを長押しすると、明るさが1段
階ずつ変化します。　　　　　　　　

　

¡明るさの調節は、停車中に行なっ
てください。　　　　　　　　　
走行中の操作は、ボタン操作に気
を取られて思わぬ事故につながる
おそれがあります。　　　　　　
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4. 運転するときは4. 運転するときは

表示灯、警告灯の見かた

図は代表例ですので、タイプによりこのイラストと異なることがあります。　　　　

セレクトレバー位置表示灯 

方向指示器表示灯 

エンジン警告灯 

油圧警告灯 

ブレーキ警告灯 

充電警告灯 

ヘッドライト上向き表示灯 

4WD表示灯 

EPS警告灯 

燃料残量警告灯 

AT警告灯 

シートベルト警告灯 

4L表示灯 

方向指示器表示灯 

SRSエアバッグ警告灯 

ABS警告灯 
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■方向指示器表示灯

方向指示器／非常点滅灯を作動させると
点滅します。　　　　　　　　　　　　

■ヘッドライト上向き（ハイ
ビーム）表示灯

ヘッドライトが上向きのときに点灯しま
す。

■セレクトレバー位置表示灯
オートマチック車

セレクトレバーの使用している位置を示
します。　　　　　　　　　　　　　　

¡点滅が異常に速くなったときは、
方向指示器／非常点滅灯の電球切
れが考えられます。　　　　　　
スズキサービス工場で点検を受け
てください。　　　　　　　　　

　

¡表示灯や警告灯が正常に点灯しないときは、電球切れなどが考えられます。　
このようなときは、スズキサービス工場で点検を受けてください。　　　　　
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4. 運転するときは

表示灯、警告灯の見かた

¡4WD表示灯が4L表示灯とともに0.2
秒間隔で早く点滅したときは、シ
ステムの異常が考えられます。ス
ズキサービス工場で点検を受けて
ください。　　　　　　　　　　

¡駆動状態が〔4H〕または〔4L〕の
ときに、エンジンをかけずにエン
ジンスイッチを  ON  のままにし
ていると、4WD表示灯は約2秒間
点灯したあと点滅状態（0.5秒間隔）
になります。　　　　　　　　　
この場合、エンジンをかけ、4WD
表示灯が点灯状態に切替われば、
異常ではありません。　　　　　

■ 4WD表示灯

駆動状態が4WD（ハイレンジ4WD
〔4H〕）および4WD-L（ローレンジ4WD
〔4L〕）のときに点灯します。　　　　
2WD/4WD切替えスイッチを操作して、
〔2H〕 〔4H〕の切替え操作をした場
合は、駆動状態が切替わるまで0.5秒間
隔でゆっくり点滅します。　　　　　　
エンジンスイッチを  ON  にすると、約
2秒間点灯し、そのあと駆動状態により
点灯または消灯します。　　　　　　　

■ 4L表示灯

駆動状態が4WD-L（ローレンジ4WD
〔4L〕）のときに4WD表示灯とともに
点灯します。　　　　　　　　　　　　
2WD/4WD切替えスイッチを操作して、
〔4H〕 〔4L〕の切替え操作をした場
合は、駆動状態が切替わるまで0.5秒間
隔でゆっくり点滅します。　　　　　　
エンジンスイッチを  ON  にすると、約
2秒間点灯し、そのあと駆動状態により
点灯または消灯します。　　　　　　　

¡4L表示灯が4WD表示灯とともに0.2
秒間隔で早く点滅したときは、シ
ステムの異常が考えられます。ス
ズキサービス工場で点検を受けて
ください。　　　　　　　　　　
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■ AT警告灯
オートマチック車

AT（オートマチックトランスミッション）
のシステムに異常があると点灯します。
システムが正常な場合はエンジンスイッ
チを  ON  にすると、約2秒間点灯した
あと消灯します。　　　　　　　　　　

■ブレーキ警告灯

次のようなときに点灯します。　　　　
¡ブレーキ液が不足しているとき　　　
¡パーキングブレーキレバーをかけたま
まのとき　　　　　　　　　　　　　

システムが正常で、パーキングブレーキ
を完全にもどしているときは、エンジン
スイッチを  ON  にすると、約2秒間点
灯したあと消灯します。　　　　　　　

¡パーキングブレーキレバーを完全
にもどしても消灯しないときや、
走行中に点灯したときは、ただち
に車を安全な場所に止め、スズキ
サービス工場にご連絡ください。
この場合、ブレーキのききが悪く
なっていることがあります。ブレ
ーキのききが悪いときは、ブレー
キペダルを強く踏んで停車してく
ださい。　　　　　　　　　　　

¡AT警告灯が次のような場合は、シ
ステムの異常が考えられます。　
スズキサービス工場で点検を受け
てください。　　　　　　　　　
•点滅したとき
•エンジンスイッチを ON  にし
て点灯しないとき　　　　　　

•エンジンスイッチを ON  にす
ると点灯するが、約2秒間たって
も消灯しないとき　　　　　　
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4. 運転するときは

表示灯、警告灯の見かた

■充電警告灯

エンジン回転中、充電系統に異常がある
と点灯します。　　　　　　　　　　　
システムが正常な場合はエンジンスイッ
チを ON  にしたときに点灯し、エンジ
ンがかかると消灯します。　　　　　　

¡エンジン回転中に点灯したときは、
ベルト切れなどが考えられます。
ただちに安全な場所に停車し、バ
ッテリー保護のためエンジンを止
めて、スズキサービス工場にご連
絡ください。　　　　　　　　　

■燃料残量警告灯

エンジンスイッチが ON  のときに、燃
料の残量が少なくなると点灯します。　
点灯したときは、すみやかに燃料を補給
してください。　　　　　　　　　　　

¡坂道やカーブなどではタンク内の
燃料が移動するため、警告灯が早
めに点灯することがあります。　

¡走りかたによって、警告灯が点灯
したり消灯したりすることがあり
ます。　　　　　　　　　　　　

■シートベルト警告灯

エンジンスイッチが ON  のときに運転
者がシートベルトを着用していないと、
着用するまで点滅し続けます。　　　　

■エンジン警告灯

エンジンの電子制御システムに異常があ
ると点灯します。　　　　　　　　　　
システムが正常な場合はエンジンスイッ
チを ON  にしたときに点灯し、エンジ
ンがかかると消灯します。　　　　　　

¡エンジン回転中に点灯したときは、
高速走行を避けてスズキサービス
工場に行き、点検を受けてくださ
い。　　　　　　　　　　　　　
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¡エンジン回転中に点灯したときは、
ただちに安全な場所に停車し、エ
ンジンを止めて、スズキサービス
工場にご連絡ください。　　　　

¡油圧警告灯が点灯したまま走行を
続けないでください。　　　　　
エンジンが破損するおそれがあり
ます。　　　　　　　　　　　　

■油圧警告灯

エンジン回転中に、エンジンの内部を潤
滑するエンジンオイルの圧力が低下する
と点灯します。　　　　　　　　　　　
システムが正常な場合はエンジンスイッ
チを ON  にしたときに点灯し、エンジ
ンがかかると消灯します。　　　　　　
エンジンオイルの量はオイルレベルゲー
ジで点検してください。　　　　　　　
（点検方法は「メンテナンスノート」を
参照してください。）　　　　　　　　

■ SRSエアバッグ警告灯

エンジンスイッチが ON  のときに、SRS
エアバッグ、シートベルトプリテンショ
ナーの電子制御システムに異常があると
点灯します。　　　　　　　　　　　　
システムが正常な場合はエンジンスイッ
チを ON  にしたときに、約6秒間点滅
したあと消灯します。　　　　　　　　

¡SRSエアバッグ警告灯が次のよう
な場合は、システムの異常が考え
られます。スズキサービス工場で
点検を受けてください。　　　　
• 運転中に点灯したとき　　　　
• エンジンスイッチを ON  にし
ても点滅しないとき　　　　　

• エンジンスイッチを ON  にし
た後、約6秒間たっても消灯しな
いとき　　　　　　　　　　　
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4. 運転するときは

■ ABS警告灯

エンジンスイッチが ON  のときに、ABS
の電子制御システムに異常があると点灯
します。　　　　　　　　　　　　
システムが正常な場合はエンジンスイッ
チを ON  にしたときに、約2秒間点灯
したあと消灯します。　　　　　　　　

¡ABSの電子制御システムに異常が
あるとABSの機能は停止しますが、
ABSのついていない通常のブレー
キとして使用できます。　　　　

¡ABS警告灯が次のような場合は、
システムの異常が考えられます。
スズキサービス工場で点検を受け
てください。　　　　　　　　　
•運転中に点灯したとき
•エンジンスイッチを ON  にし
ても点灯しないとき　　　　　

•エンジンスイッチを ON  にし
た後、約2秒間たっても消灯しな
いとき　　　　　　　　　　　

表示灯、警告灯の見かた
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■ EPS警告灯

エンジンがかかっているときに、電動パ
ワーステアリングシステムに異常がある
と点灯します。　　　　　　　　　　　
システムが正常な場合はエンジンスイッ
チを ON  にしたときに点灯します。　

¡エンジンスイッチを ON  にして、
約2秒以内にエンジンをかけると、
約2秒間点灯した後、消灯します。
またエンジンスイッチを ON  に
したまま約2秒以上たって、エンジ
ンをかけると消灯します。　　　

¡EPS警告灯が次のような場合は、
システムの異常が考えられます。
スズキサービス工場で点検を受け
てください。　　　　　　　　　
•運転中に点灯したとき
•エンジンスイッチを ON  にし
ても点灯しないとき　　　　　

•エンジンをかけたとき、約2秒間
たっても消灯しないとき　　　

¡電動パワーステアリングシステム
に異常があると電動パワーステア
リングシステムの機能は停止しま
す。この場合は、ハンドル操作が
重くなるため通常より大きな力を
かけて操作してください。　　　
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4. 運転するときは

■表示灯、警告灯の電球切れの
点検

エンジンスイッチを ON  にしたとき、
下記の表示灯、警告灯が点灯または点滅
するのが正常です。　　　　　　　　　
点灯または点滅しないときはスズキサー
ビス工場へご連絡ください。　　　　　

4WD表示灯

4L表示灯

AT警告灯
オートマチック車

ブレーキ警告灯

エンジン警告灯

充電警告灯

油圧警告灯

SRSエアバッグ警告灯

ABS警告灯

EPS警告灯

表示灯、警告灯の見かた
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■ライトの点灯・消灯
エンジンスイッチに関係なく使用でき、
ライトスイッチのツマミをまわすと次の
ように点灯・消灯します。　　　　　　
下表の○印は、各照明灯の点灯をあらわ
します。　　　　　　　　　　　　　　

ライトスイッチ

¡エンジンが止まっているときに、
ライトを点灯させたまま放置しな
いでください。バッテリーあがり
の原因となります。　　　　　　

■ライト消し忘れ警告ブザー
ライトを点灯したままでキーを抜き、運
転席ドアを開けると、室内ブザーが連続
的に鳴ります。　　　　　　　　　　　
ライトの消し忘れを防止するためのブザ
ーです。　　　　　　　　　　　　　　

スイッチの使いかた
4. 運転するときは

ツマミ 

ライトスイッチ 

の位置 

ヘッドライト（前照灯） 

車幅灯、尾灯 

番号灯 

計器照明灯 

─ 

─ 

─ 

─ 

─ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
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スイッチの使いかた
4. 運転するときは

■ライトの上向き、下向きの切
替え

ヘッドライトを上向きに切り替えると、
遠くまで照らすことができます。　　　
¡ライトスイッチが  の位置で、レバ
ーを車の前方向に押すと上向きになり、
もとの位置にもどすと下向きになりま
す。　　　　　　　　　　　　　　　

¡ライトスイッチの位置に関係なく、レ
バーを手前に引くと、引いている間、
上向きのヘッドライトが点灯します。

¡ヘッドライトを上向きにすると、メー
ターパネル内のヘッドライト上向き表
示灯が点灯します。　　　　　　　　

¡対向車や先行車があるときや市街
地走行のときは、ヘッドライトを
下向きにしてください。　　　　

上向き レバー 

下向き 

上向き 

ライトスイッチ
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非常点滅灯スイッチ

エンジンスイッチに関係なく使用でき、
故障などでやむをえず路上駐車するとき
や非常時に使用します。　　　　　　　
¡スイッチを押すと、すべての方向指示
器とメーターパネル内の方向指示器表
示灯が点滅します。もう一度押すと消
灯します。　　　　　　　　　　　　

¡エンジンが止まっているときに、
非常点滅灯を長時間点滅させたま
まにしないでください。　　　　
バッテリーあがりの原因となりま
す。　　　　　　　　　　　　　

エンジンスイッチが ON  のときに使用
できます。　　　　　　　　　　　　　

■右折・左折をするとき
¡レバーを下または上に倒します。同時
に方向指示器とメーターパネル内の方
向指示器表示灯が点滅します。　　　

¡ハンドルをもとにもどすとレバーは自
動的にもどり、方向指示器や表示灯は
消灯します。　　　　　　　　　　　

方向指示器スイッチ

¡ハンドルを切る角度が小さいとき
は、自動でレバーがもどらないこ
とがあります。このようなときは、
レバーを手でもどしてください。

■車線変更をするとき
¡レバーを上または下に軽く押さえます。
　押さえている間だけ、方向指示器と表
示灯が点滅します。　　　　　　　　

左折 

右折 

車線変更 

車線変更 
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スイッチの使いかた
4. 運転するときは

ワイパー／ウォッシャースイッチ

エンジンスイッチが ON  のときに使用
できます。　　　　　　　　　　　　　

¡ウインドーが乾いているときは、
ウインドーをウォッシャー液で濡
らしてからワイパーを動かしてく
ださい。　　　　　　　　　　　
空拭きするとガラス面やワイパー
ブレード（ゴム部）に傷がつき、
視界を悪くすることがあります。

¡寒冷時はガラス面に吹きつけられ
たウォッシャー液の凍結で、視界
が悪くなることがあります。　　
このようなときは、ガラス面をデ
フロスターで暖めておいてから、
ウォッシャー液を噴射させてくだ
さい。　　　　　　　　　　　　
→　148ページ（デフロスター）

¡凍結などでワイパーブレードがガ
ラスにはりついているときは、ワ
イパーを作動させないでください。
ワイパーブレードに傷がつくこと
があります。　　　　　　　　　

¡ウォッシャー液が十分に出ないと
きは、ウォッシャースイッチを切
ってください。ウォッシャーポン
プが故障する原因となります。　

■フロントワイパースイッチ
MIST …………… レバーを押し上げてい
　　　　　　　　る間ワイパーが動く
OFF（停止）…… 停止
INT（間欠）…… 3～5秒ごとに動く
LO （低速）…… ゆっくり動く
HI （高速）…… 速く動く

■フロントウォッシャースイッチ
レバーを手前に引くと、ウォッシャー液
が噴出しワイパーが数回動きます。　　

OFF

MIST

INT

LO

HI

MISTOFF
INT
LO

HI

MISTOFF
INT
LO

HI

ウォッシャー 
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■リヤウォッシャースイッチ
¡図の 方向にツマミをまわして、ONの
上にある （ウォッシャー）にあわせ
ると、ウォッシャー液が噴出し、リヤ
ワイパーも連動して動きます。　　　
ツマミから手をはなすとONにもどり
ます。　　　　　　　　　　　　　　

¡図の 方向にツマミをまわして、OFF
の下にある （ウォッシャー）にあわ
せると、ウォッシャー液が噴出します。
ツマミから手をはなすとOFFにもどり
ます。　　　　　　　　　　　　　　

■リヤワイパースイッチ
ツマミをまわして操作します。　　　　
OFF …………… 停止
ON …………… 作動

ON

OFF

MISTOFF
INT
LO

HI

ツマミ 

ウォッシャー ウォッシャー 

ツマミ 
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スイッチの使いかた
4. 運転するときは

エンジンスイッチが ON  のときに使用
でき、バックウインドーガラスの内側の
くもりを取るときに使用します。　　　
¡スイッチを押すとバックウインドーガ
ラスが暖められるとともに、スイッチ
内の表示灯が点灯します。　　　　　

　もう一度押すとスイッチが切れます。
¡ドアミラーヒーター装備車の場合、ス
イッチを押すとバックウインドーガラ
スとドアミラーが同時に暖められ、く
もりを取ることができます。　　　　

¡消費電力が大きいのでバッテリー
保護のため、くもりが取れたらす
みやかにスイッチを切ってくださ
い。長時間使用するとバッテリー
あがりの原因となります。　　　

¡雪を溶かしたり、雨水を乾燥する
ことには使用しないでください。

¡バックウインドーの室内側のガラ
ス面を拭くときは、熱線や端子を
傷つけないように、水を含ませた
柔らかい布で熱線に沿って拭いて
ください。　　　　　　　　　　

リヤデフォッガースイッチ

表示灯 

標準車 

ドアミラー 
ヒーター装備車 

表示灯 
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ホーンスイッチ

エンジンスイッチに関係なく使用でき、
ホーンマークがついているパッドを押す
とホーンが鳴ります。　　　　　　　　

ヘッドライトや車幅灯を点灯していると
きに使用でき、雨や霧などで視界が悪い
ときに使用します。　　　　　　　　　
¡スイッチを押すとフォグランプが点灯
するとともに、スイッチ内の表示灯が
点灯します。　　　　　　　　　　　
もう一度押すとスイッチが切れます。

フォグランプスイッチ
タイプ別装備

¡消費電力が大きいのでバッテリー
保護のため、視界が良くなったら
すみやかにスイッチを切ってくだ
さい。長時間使用するとバッテリ
ーあがりの原因となります。　　

表示灯 
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運転装置の使いかた
4. 運転するときは

エンジンをかける前に

z 点検はすみましたか？
→　メンテナンスノート（日常点検）

x パーキングブレーキは完全にか
かっていますか？

→　126ページ（パーキングブレーキ）

 

パーキング 
ブレーキ 

c マニュアル車  のチェンジレバー
は N になっていますか？

オートマチック車  のセレクトレ
バーは P  になっていますか？

→　124ページ（エンジンのかけかた）
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v 運転しやすい姿勢ですわっていま
すか？
→　82ページ（正しい運転姿勢）

b シートベルトを着用しましたか？
同乗者も着用していますか？

→　40ページ（シートベルトの着用）

n エンジンスイッチを  ON  にし
て、各警告灯の点灯とガソリン残
量を確認しましたか？

→　104ページ（警告灯）
→　102ページ（燃料計）



122

運転装置の使いかた
4. 運転するときは

LOCK（ロック）
キーを抜き差しするときの位置です。　
キーを抜くとハンドルは自動的にロック
されます。　　　　　　　　　　　　　
　　　　
ACC（アクセサリー）
エンジンをかけずにラジオなどのアクセ
サリーを使用するときの位置です。　　

ON（オン）
エンジンが回転中の位置です。　　　　

START（スタート）
エンジンをかけるときの位置です。　　
始動したらキーから手をはなしてくださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　　
キーは自動的に ON  にもどります。　

エンジンスイッチの各位置のはたらき

走行中はエンジンを止めないでくだ
さい。
¡ブレーキ倍力装置が働かないため、
ブレーキぺダルを踏むとき強い力
が必要になります。　　　　　　

¡パワーステアリング装置が働かな
いため、ハンドルが重くなります。

¡マニュアル車の場合は、エンジン
スイッチを LOCK  にしていてキ
ーが万一抜けると、ハンドルがロ
ックされてハンドル操作ができな
くなります。　　　　　　　　　

¡エンジンをかけるときにキーが
LOCK  から ACC  にまわらない
ときは、ハンドルを左右に軽くま
わしながらキーをまわしてくださ
い。　　　　　　　　　　　　　

¡エンジンを止めているときは、キ
ーを ON  にしたままにしないで
ください。バッテリーあがりの原
因となります。　　　　　　　　

¡エンジンを止めたまま ACC  の状
態で長時間ラジオなどを聞くと、
バッテリーあがりの原因となりま
す。　　　　　　　　　　　　　
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誤操作防止のため、セレクトレバーが P
にないときはキーを抜くことができませ
ん。　　　　　　　　　　　　　　　　

キーを ACC  または LOCK  にしたまま、
運転席ドアを開けると、室内ブザーが断
続的に鳴ります。　　　　　　　　　　
キーの抜き忘れを防止するためのブザー
です。　　　　　　　　　　　　　　　

オートマチック車のキーを抜くとき キー抜き忘れ警告ブザー

¡駐車時にキーを抜くときは、セレ
クトレバーが P  にあることを確
認してください。　　　　　　　 ¡キーを抜くと、室内ブザーは止ま

ります。　　　　　　　　　　　
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運転装置の使いかた
4. 運転するときは

エンジンのかけかた

■エンジンをかける前に
オートマチック車マニュアル車

zパーキングブレーキがかかってい
ることを確認します。　　　　　

xチェンジレバーが N（ニュートラ
ル）にあることを確認します。　

zパーキングブレーキがかかってい
ることを確認します。　　　　　

xセレクトレバーが P  にあること
を確認します。（ N  でも始動で
きますが、安全のため P  で行な
ってください。）　　　　　　　

■エンジンのかけかた

z運転席にすわり、右足でブレーキ
ペダルをしっかりと踏みます。　

x左足でクラッチペダルをいっぱい
まで踏みます。　　　　　　　　

cアクセルペダルを踏まずに、キー
を  START  までまわします。　

vエンジンがかかったら、すみやか
にキーから手をはなします。　 　

b寒い日やエンジンをかけない日が
数日続いたときは、エンジンを保
護するため暖機運転をします。　

z運転席にすわり、右足でブレーキ
ペダルをしっかりと踏みます。　

xアクセルペダルを踏まずに、キー
を  START  までまわします。　

cエンジンがかかったら、すみやか
にキーから手をはなします。　 　

v寒い日やエンジンをかけない日が
数日続いたときは、エンジンを保
護するため暖機運転をします。　

■エンジンをかける前に

■エンジンのかけかた

■クラッチスタートシステム
誤操作防止のため、クラッチペダルをい
っぱいまで踏み込まないとスターターモ
ーターがまわらず、エンジンを始動でき
ないようになっています。　　　　　　
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¡マニュアル車は、誤操作防止のため、クラッチペダルをいっぱいまで踏み込ま
ないとスターターモーターがまわらず、エンジンを始動できないようになって
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

¡ヘッドライトやエアコンなどのスイッチを切った方が、エンジンはかかりやす
くなります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

¡バッテリー保護のため、キーを START  にまわした状態を8秒以上続けないで
ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
エンジンがかからないときは、キーを一度 ACC  にもどし、10秒以上待って
から再びかけてください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

¡始動直後はエンジンのアイドリング回転が少し上がりますが、自動的に適正な
回転速度（回転数）に下がります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

¡エンジンをかけた直後は、空ぶかしや急加速をしないでください。エンジンが
暖まっていないので、エンジン故障の原因となります。　　　　　　　　　　

¡暖機運転は水温計の指針が動き出す程度までで十分です。　　　　　　　　　
¡排気音やにおいがいつもと違うときは、排気系統や燃料系統の故障が考えられ
ます。スズキサービス工場で点検を受けてください。　　　　　　　　　　　

　

¡エンジンをかけるときは、必ず運転席に正しい姿勢ですわってかけてください。
¡窓越しのエンジン始動はしないでください。思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

¡換気の悪い車庫や空気の流れの悪い場所では、エンジンをかけたままにしない
でください。排気ガスによる一酸化炭素中毒を起こすおそれがあります。　　
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運転装置の使いかた
4. 運転するときは

駐車するときは、パーキングブレーキを
かけて後輪にブレーキをきかせておきま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　
¡駐車するときは、右足でブレーキペダ
ルを踏みながらボタンを押さずにパー
キングブレーキレバーをいっぱいに引
き上げます。　　　　　　　　　　　

¡もどすときは、右足でブレーキペダル
を踏みレバーを少し引き上げながらレ
バー先端のボタンを押し込み、そのま
ま下まで完全におろします。　　　　
ただし、急な上り坂で発進するときは、
右足でアクセルペダルをゆっくり踏み、
車が動きだす感触を確認しながらパー
キングブレーキレバーをもどしてくだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　

パーキングブレーキ

ボタン 

¡パーキングブレーキをかけたまま
走行しないでください。　　　　
ブレーキ装置が過熱して、ブレー
キがきかなくなるおそれがありま
す。　　　　　　　　　　　　　

¡パーキングブレーキをもどしたと
きは、ブレーキ警告灯が消灯して
いることを確認してください。　
万一ブレーキをきかせたまま走行
した場合、ブレーキ装置が過熱し
て、ブレーキがきかなくなるおそ
れがあります。　　　　　　　　
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0～15

10～30

20～45

30～　

40～　

2WD

〔2H〕

チェンジレバーを操作するときは、クラ
ッチペダルをいっぱいに踏み、確実に操
作します。　　　　　　　　　　　　　

チェンジレバーの操作
マニュアル車

¡誤操作防止のため、5速から R（リ
バース）に直接入れることはでき
ません。一度 N（ニュートラル）
に入れてから R へ操作してくださ
い。　　　　　　　　　　　　　

■各チェンジレバー位置での速
度範囲

下表の速度範囲内でチェンジレバー操作
をしてください。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（単位：km/h）

¡指定範囲の上限を超えた速度で走
行しないでください。エンジンの
回転が上がり過ぎて、エンジンが
故障する原因となります。　　　

4WD-L

〔4L〕

0～10

5～15

10～25

15～40

20～50

4WD

〔4H〕

チェンジ

レバーの位置

1　速

2　速

3　速

4　速

5　速

2WD/4WD切替えスイッチの位置
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運転装置の使いかた
4. 運転するときは

セレクトレバーの操作
オートマチック車

¡24ページの「オートマチック車を運転するときは」もあわせてお読みください。

■セレクトレバーの各位置のはたらき

 P  パーキング

 R  リバース

 N  ニュートラル

 D  ドライブ

 3  サード

 2  セカンド

 L  ロー

駐車するとき、エンジンを始動するとき、キーを抜くときの位置。

　この位置のときは、駆動輪（後輪）がロックされます。　　

車を後退させるときの位置。　　　　　　　　　　　　　　　

この位置のときは、室内で警告ブザーが鳴り、運転者にセレク

トレバーが  R  に入っていることを知らせます。　　　　　

エンジンの動力が伝わらない状態の位置。　　　　　　　　　

この位置でもエンジンを始動できますが、誤操作防止のため、

通常は  P  の位置で始動してください。　　　　　　　　　

通常の走行をするときの位置。　　　　　　　　　　　　　　

この位置のときは、車の速度とアクセルペダルの踏み込み量に

より、ローからトップまでギヤが自動的に切り替わります。　

軽いエンジンブレーキが必要なときなどに使う位置。　　　　

この位置のときは、ギヤはローとサードの間で自動的に切り替

わります。下り坂を走行するときなどに使用します。　　　　

エンジンブレーキが必要なときなどに使う位置。　　　　　　

この位置のときは、ギヤはローとセカンドの間で自動的に切り

替わります。下り坂を走行するときなどに使用します。　　　

強力なエンジンブレーキが必要なときなどに使う位置。　　　

　この位置のときは、ギヤは常時ローギヤに固定されます。　

　急な下り坂を走行するときなどに使用します。　　　　　　

¡AT油温が低い場合は、4速ギヤ（トップギヤ）に入らない制御をしています。　　
¡2WD/4WD切替えスイッチが4WD-L（ローレンジ4WD〔4L〕）に入っているとき
は、4速ギヤに入らない制御をしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　
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■セレクトレバーの動かしかた

ブレーキペダルを踏み、セレクト

レバーをゲートにそって動かしま

す。　　　　

セレクトレバーをゲートにそって

動かします。　　　　

　

■シフトロックシステム
発進するときなどに、セレクトレバーの
誤操作を防ぐシステムです。　　　　　
¡エンジンスイッチが ON  のときにブ
レーキペダルを踏んでいないと、セレ
クトレバーを P  から他の位置へ動か
すことができません。　　　　　　　

¡エンジンスイッチが  ACC  または  LOCK
のときは、ブレーキペダルを踏んでい
ても、セレクトレバーを P  から他の
位置へ動かすことができません。　　
　　　　　　　　

¡発進するときはブレーキペダルを
しっかり踏んだまま、セレクトレ
バーを操作してください。　　　

¡セレクトレバーを助手席側に倒し
てから、ブレーキペダルを踏まな
いでください。　　　　　　　　
シフトロックが解除されないため、
セレクトレバーを  P  から他の位
置へ動かすことができません。　

¡万一、エンジンスイッチが  ON  の
ときに、ブレーキペダルを踏んだ
状態でもセレクトレバーを  P  か
ら他の位置へ動かすことができな
いときは、130ページの手順でシ
フトロックの解除を行なってくだ
さい。　　　　　　　　　　　　
この場合は、シフトロックシステ
ムなどの故障が考えられますので、
ただちにスズキサービス工場で点
検を受けてください。　　　　　
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運転装置の使いかた
4. 運転するときは

0～40

0～70

0～

■各セレクトレバー位置での速
度範囲

下表の速度範囲内でセレクトレバー操作
をしてください。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（単位：km/h）

¡指定範囲の上限を超えた速度で走
行しないでください。エンジンの
回転が上がり過ぎて、エンジンが
故障する原因となります。　　　

2WD

〔2H〕

4WD-L

〔4L〕

0～25

0～45

0～80

4WD

〔4H〕

2WD/4WD切替えスイッチの位置

セレクトレバーの操作
オートマチック車

セレクト

レバーの位置

L

2

3、 D

シフトロックの解除のしかた
シフトロックシステムなどの故障やバッ
テリーあがりなどで、セレクトレバー
を  P  から他の位置へ動かすことができ
ないときは、下記手順でシフトロックの
解除をします。　　　　　　　　　　　

z 安全のため、エンジンスイッチ
を  ACC  にして、パーキングブレー
キをかけ、ブレーキペダルを踏んだ状
態にします。　　　　　　　　　　　

x セレクトレバーパネルの右上にあるシ
フトロック解除ボタンを押しながら、
セレクトレバーを操作します。　　　

シフトロック 
解除ボタン 

セレクトレバーパネル 
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■ AT警告灯

AT警告灯はメーターパネル内にあり、AT
（オートマチックトランスミッション）
のシステムに異常があると点灯します。
システムが正常な場合、エンジンスイッ
チを ON  にすると約2秒間点灯したあ
と消灯します。　　　　　　　　　　　

オートマチック車の運転のしかた

¡AT警告灯が次のような場合は、シ
ステムの異常が考えられます。　
スズキサービス工場で点検を受け
てください。　　　　　　　　　
•点滅したとき
•エンジンスイッチを ON  にし
て点灯しないとき　　　　　　

•エンジンスイッチを ON  にす
ると点灯するが、約2秒間たって
も消灯しないとき　　　　　　
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運転装置の使いかた
4. 運転するときは

24ページの「オートマチック車を運転す
るときは」もあわせてお読みください。

z ペダルが確実に踏め、ハンドル操作が
楽に行えるようにシートを調節しま
す。

x アクセルペダルとブレーキペダルの位
置を右足で確認します。　　　　　　

運転席にすわって

¡アクセルペダルとブレーキペダル
を踏み間違えないでください。車
が思わぬ動きをして事故を起こす
おそれがあります。　　　　　　

¡ペダルの踏み間違いを防ぐために、
アクセルペダルとブレーキペダル
を実際に足で踏んで位置を確認し
てください。　　　　　　　　　

¡左足では適切なブレーキ操作がで
きませんので、ブレーキペダルは
右足で踏む習慣をつけてください。

オートマチック車の運転のしかた
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エンジンの始動

エンジンのかけかたの詳細は124ページ
の「エンジンのかけかた」をお読みくだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　　

z パーキングブレーキが確実にかかって
いることを確認します。　　　　　　

x セレクトレバーが P  にあることを確
認します。　　　　　　　　　　　　

¡セレクトレバーが N  の位置でも
エンジンをかけることができます
が、通常は駆動輪（後輪）が固定
される P  でエンジンをかけてく
ださい。　　　　　　　　　　　
N  での始動は、踏切や交差点でエ
ンストしたときなどの非常用です。

c ブレーキペダルを右足で踏みます。　

v エンジンを始動します。　　　　　　
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運転装置の使いかた
4. 運転するときは

オートマチック車の運転のしかた

■通常の発進

z ブレーキペダルを右足でしっかり踏ん
だままにします。　　　　　　　　　

発　　　　進

¡ブレーキペダルを踏む前に、セレ
クトレバーを操作しないでくださ
い。　　　　　　　　　　　　　
シフトロックが解除されないため、
セレクトレバーを P  から他の位
置へ操作できません。　　　　　

¡セレクトレバーを P  N  以外に
入れると、クリープ現象でアクセ
ルペダルを踏まなくても車はゆっ
くり動き出そうとしますので、ブ
レーキペダルはしっかり踏んでい
てください。　　　　　　　　　

¡エンジン始動直後やエアコン作動
時に、クリープ現象が強くなるこ
とがありますので、とくにしっか
りブレーキぺダルを踏んでいてく
ださい。　　　　　　　　　　　

x 前進時は D  、後退時は R  にセレク
トレバーを入れ、レバーの位置を目で
確かめます。　　　　　　　　　　　
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■急な上り坂での発進
z、xは「通常の発進」と同じ操作です。

c ブレーキペダルから足を徐々にはな
し、アクセルペダルをゆっくり踏みま
す。　　　　　　　　　　　　　　　

v 車が動きだす感触を確認しながら、
パーキングブレーキをもどして発進し
ます。　　　　　　　　　　　　　　

c パーキングブレーキをもどします。　
ブレーキ警告灯が消灯したことを確認
します。　　　　　　　　　　　　　

v ブレーキペダルから足を徐々にはな
し、アクセルペダルをゆっくり踏んで
車を発進させます。　　　　　　　　

¡アクセルペダルを踏んだまま、セ
レクトレバーを操作しないでくだ
さい。　　　　　　　　　　　　
車が急発進をして事故を起こすお
それがあります。　　　　　　　

¡発進時の速度の調節は、マニュアル車
ではアクセル操作とクラッチ操作
とで行いますが オートマチック車
はアクセル操作だけです。アクセ
ル操作はゆっくり慎重に行なって
ください。　　　　　　　　　　
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運転装置の使いかた
4. 運転するときは

オートマチック車の運転のしかた

走　　　　行

■急加速走行
追い越しなどで急加速したいときは、ア
クセルペダルをいっぱいに踏み込みます。
キックダウンして自動的に低速ギヤに切
り替わり、エンジンの回転が上がって力
強い加速が得られます。　　　　　　　

¡通常の加速をするときは、アクセ
ルペダルをゆっくり踏み込んでく
ださい。　　　　　　　　　　　

　急激に踏み込むと、キックダウン
して思わぬ急加速をするおそれが
あります。　　　　　　　　　　

■通常走行
セレクトレバーを D  に入れて発進する
と、走行速度とアクセルペダルの踏み込
み量により、ローからトップまでギヤが
自動的に切り替わります。　　　　　　

¡走行中は、セレクトレバーを N  に
しないでください。エンジンブレ
ーキがまったくきかないため、思
いがけない事故の原因となります。

¡高速走行中は、セレクトレバーを
2  や L  に入れないでください。
急激なエンジンブレーキがかかる
とタイヤがスリップしたり、エン
ジンの回転が上がり過ぎて故障の
原因となります。　　　　　　　

¡AT油温が低い場合は、4速ギヤ（ト
ップギヤ）に入らない制御をして
います。　　　　　　　　　　　

¡2WD/4WD切替えスイッチが
4WD-L（ローレンジ4WD〔4L〕）
に入っているときは、4速ギヤに入
らない制御をしています。　　　



137

¡セレクトレバーを 3  にすると、
上り坂ではエンジン回転速度（回
転数）の変化が少ないなめらかな
走行ができ、下り坂では軽いエン
ジンブレーキが得られます。　　

■上り坂走行
上り坂を D  で走行しているときに、ス
ピードを保つためにアクセルペダルを踏
み込んでいくと、キックダウンしてエン
ジンの回転が急に上がることがあります。
このようなときは、坂の勾配に応じて、
あらかじめ 2  に入れておくと、エンジ
ン回転速度（回転数）の変化が少ない、
なめらかな走行ができます。　　　　　
急な上り坂で1速と2速の変速を繰り返す
ようなときには L  に入れます。　　　

■下り坂走行
下り坂を D  のままで走行すると、エン
ジンブレーキのききが弱くて速度が出す
ぎてしまうことがあります。　　　　　
このようなときは、セレクトレバーを 2
に入れてエンジンブレーキを併用します。
急な下り坂で、強力なエンジンブレーキ
が必要なときには、セレクトレバーを L
に入れます。　　　　　　　　　　　　

¡急な下り坂や長い下り坂では、エ
ンジンブレーキを併用してくださ
い。　　　　　　　　　　　　　
下り坂でブレーキペダルを踏み続
けると、ブレーキ装置が過熱して
ブレーキがきかなくなるおそれが
あります。　　　　　　　　　　
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運転装置の使いかた
4. 運転するときは

オートマチック車の運転のしかた

一時停止

z 走行しているときのセレクトレバー位
置のままで車を停止させ、ブレーキペ
ダルをしっかり踏んだままにします。

x 急な坂道での一時停止など、必要に応
じてパーキングブレーキをかけます。

c 停車時間が長くなりそうなときは、セ
レクトレバーを N  に入れます。　　

v 再発進するときは、思い違いのないよ
うにセレクトレバーの位置を目で確か
めます。　　　　　　　　　　　　　

¡一時停止しているときに、空ぶか
しをしないでください。　　　　
思い違いで、セレクトレバーが P
N  以外に入っていると、思わぬ急
発進をするおそれがあります。　

¡エアコンを作動させて一時停止し
ているときは、ブレーキぺダルを
とくにしっかり踏んでいてくださ
い。　　　　　　　　　　　　　
エンジンのアイドリング回転が少
し上がり、クリープ現象が強くな
ることがあります。　　　　　　

¡上り坂などで、アクセルをふかし
ながら車を停止させないでくださ
い。　　　　　　　　　　　　　
トランスミッションオイルが過熱
し、トランスミッションが故障す
る原因となります。　　　　　　
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駐　　　　車

z 車を完全に止めます。　　　　　　　

x ブレーキペダルを踏んだまま、パーキ
ングブレーキをしっかりかけます。　

c セレクトレバーを P  に入れエンジン
を止めて、ブレーキペダルから足をは
なします。　　　　　　　　　　　　

v エンジンキーを抜きます。　　　　　

¡エンジンをかけたまま車から離れ
ないでください。　　　　　　　
万一、セレクトレバーが P  N  以
外に入っていると、クリープ現象で
車がひとりでに動き出したり、乗
り込むときに誤ってアクセルペダ
ルを踏み込み、思わぬ急発進をす
るおそれがあります。　　　　　

¡キーは必ず抜いてください。　　

¡キーを抜くときは、セレクトレバ
ーが P  にあることを確認してく
ださい。　　　　　　　　　　　
誤操作防止のため、セレクトレバ
ーが P  にないときはキーインタ
ーロックが解除されず、キーを抜
くことができません。　　　　　

¡キーは、エンジンスイッチが LOCK
以外の位置では抜くことはできま
せん。　　　　　　　　　　　　

¡駐車するときは、セレクトレバー
を必ず P  に入れてからエンジン
を止めてください。　　　　　　
P  以外の位置ではシフトロックが
作動せず、誤操作などで思わぬ事
故につながるおそれがあります。

¡セレクトレバーが P  の位置にな
っていることを目で確かめます。
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運転装置の使いかた
4. 運転するときは

後　　　　退

■正しい運転姿勢
車を後退させるときは身体をひねった運
転姿勢になり、ペダルが踏みにくくなり
ます。ブレーキペダルやアクセルペダル
が確実に踏める姿勢で運転操作をしてく
ださい。　　　　　　　　　　　　　　

■前進や後退を繰り返すとき
車庫入れなどで前進や後退を繰り返すと
きは、その都度ブレーキペダルをしっか
り踏んで車を完全に止めてから、次の前
進あるいは後退の操作を行なってくださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　　

■ R （リバース）ポジション警
告ブザー

セレクトレバーを R  に入れると室内で
警告ブザーが鳴り、運転者にセレクトレ
バーが R  に入っていることを知らせま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　

¡前進と後退を繰り返すときなどは、
セレクトレバーを R  に入れてい
たことを忘れてしまうことがあり
ます。　　
車を後退させたあとは、すぐに R
から N  に入れる習慣をつけまし
ょう。　　　　　　　　　　　　

¡この警告ブザーは運転者用です。
車外の人に車の後退を知らせるた
めのものではありません。　　　

こんなことにも気をつけて

■車を少し移動させるとき
車を少し移動させるときでも、ブレーキ
ペダルやアクセルペダルが確実に踏める
正しい運転姿勢をとってください。　　

■車を停止させるとき
車が動いているときにセレクトレバーを
P  に入れないでください。　　　　　
トランスミッションが故障する原因とな
ります。　　　　　　　　　　　　　　

オートマチック車の運転のしかた
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2WD 4WDの切替え操作

¡27ページの「4WD車を運転するときは」もあわせてお読みください。

■ 2WD/4WD切替えスイッチ
エンジン回転中のときに、2WD/4WD切
替えスイッチを操作することにより、2WD
または4WDに切り替えることができます。
　　　　　　　　　　　　　

2WD/4WD切替えスイッチを操作して切
り替えた駆動状態は、メーター内の4WD
表示灯および4L表示灯で確認できます。
駆動切替え中は、操作したスイッチに応
じて4WD表示灯または4L表示灯が0.5秒
間隔でゆっくり点滅します。　　　　　

2WD/4WD切替えスイッチの各位置の
はたらき
2WD〔2H〕
一般道路、高速道路などを通常走行する
ときの位置です。　　　　　　　　　　

4WD（ハイレンジ4WD〔4H〕）
悪路、砂地、積雪路などのタイヤがスリ
ップしやすい路面を走行するときの位置
です。　　　　　　　　　　　　　　　

4WD-L（ローレンジ4WD〔4L〕）
急な坂路、砂地、ぬかるみなど特に大き
な駆動力を必要とするときの位置です。

2WD/4WD切替え�
スイッチ�

4L�
表示灯�

4WD�
表示灯�

操作�
スイッチ�

駆動状態�

2WD�
〔2H〕�

2WD

4WD

（点灯）�

ハイレンジ�
4WD�
〔4H〕�

ローレンジ�
4WD�
〔4L〕�

（点灯）�（点灯）�

（消灯）�（消灯）�

（消灯）�

4WD-L
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運転装置の使いかた
4. 運転するときは

2WD 4WDの切替え操作

¡タイヤの摩耗程度が4輪で著しく異
なると、駆動装置に悪影響をあた
えたり、2WD  4WDの切替えが
できなくなったりするおそれがあ
ります。　　　　　　　　　　　
タイヤがかたよって摩耗するのを
防ぐために、タイヤのローテーシ
ョンを必ず行なってください。　

　→　173ページ（タイヤのローテーション）
¡4WD表示灯および4L表示灯が0.2
秒間隔で早く点滅しているときは、
2WD/4WD切替え機能の異常が考
えられます。　　　　　　　　　
その場合、2WD  4WDの切替え
操作ができなくなり、現在の駆動
状態を維持します。　　　　　　
スズキサービス工場で点検を受け
てください。　　　　　　　　　

¡〔2H〕 〔4L〕の切替え操作をす
る場合は、〔2H〕→〔4H〕→
〔4L〕、または〔4L〕→〔4H〕
→〔2H〕という2段階の切替え操
作が必要です。　　　　　　　　

¡駆動切替え中に切替え操作をキャ
ンセルしたい場合は、元の駆動状
態を示す2WD/4WD切替えスイッ
チを押してください。　　　　　

4WD表示灯� 4L表示灯�

■ 2WD/4WD切替えスイッチの
操作

ハンドルが直進状態のときに操作します。 ¡駆動切替え中（2WD/4WD切替え
スイッチを操作して、4WD表示灯
または4L表示灯が点滅状態のとき）
は、絶対にエンジンを止めないで
ください。　　　　　　　　　　
エンジン再始動後、駆動状態が切
り替わりにくくなったり、オート
マチック車はセレクトレバーを
  P  に入れても、マニュアル車は
チェンジレバーを1速または R に
入れても、車輪の固定ができなく
なったりするおそれがあります。
万一、駆動切替え中にエンジンを
止めてしまった場合は、エンジン
再始動後、4WD表示灯または4L表
示灯の点滅が終了し、駆動状態が
切り替わるのを待ってください。
それでも駆動状態が切り替わらな
い場合は、オートマチック車はセ
レクトレバーを  D  または  R  に
入れ、マニュアル車はチェンジレ
バーを1速または R に入れ、ゆっ
くり車を前進または後退させてく
ださい。　　　　　　　　　　　
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〔2H〕 〔4H〕
停車中でも走行中でも操作できます。　
¡〔2H〕→〔4H〕の切替え操作をする
ときは、車速100 km/h以下のときに
4WDスイッチを押します。　　　　　

¡〔4H〕→〔2H〕の切替え操作をする
ときは、2WDスイッチを押します。

4WDスイッチ�

2WDスイッチ�

¡旋回走行中または、雪道などで後
輪を空転させたまま〔2H〕 〔4H〕
の切替え操作をしないでください。
駆動装置が損傷し、故障の原因と
なります。　　　　　　　　　　

¡〔4H〕→〔2H〕の切替え操作を
したときにショックが出る場合が
ありますが、異常ではありません。

¡車速が100 km/h以上のときに、
〔2H〕→〔4H〕の切替え操作を
すると、室内ブザーが3回鳴るとと
もに、駆動切替えはキャンセルさ
れます。　　　　　　　　　　　
車速を100 km/h以下にして、も
う一度切替え操作をしてください。

¡駆動状態が〔2H〕のときに4WD-
Lスイッチを押すと、室内ブザーが
3回鳴るとともに、駆動切替えはキ
ャンセルされます。一度4WDスイ
ッチを押し〔4H〕にしてから、
4WD-Lスイッチを押してください。

¡〔2H〕→〔4H〕の切替え操作を
して〔4H〕に切替わらない場合は、
しばらく走行してから、再度スイ
ッチ操作をしてください。　　　

¡〔4H〕→〔2H〕の切替え操作を
して、4WD表示灯が0.5秒間隔で
ゆっくり点滅し、しばらくしても
消灯しない場合は、駆動状態が切
り替わっていません。　　　　　
その場合、前後の車に十分注意し
ながら、加速または減速するか、
一度停車し、車を後退させてくだ
さい。　　　　　　　　　　　　

4WD表示灯�

¡2WD  4WDの切替え操作は、必
ずハンドルが直進状態のときに行
なってください。　　　　　　　
ハンドルが切れた状態で操作する
と、2WD  4WDの切替えができ
ない場合があります。　　　　　

¡低温時、走行後しばらくはスイッ
チ操作をしても切り替わらなかっ
たり、ギヤ鳴りが発生することが
あります。　　　　　　　　　　
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運転装置の使いかた
4. 運転するときは

2WD 4WDの切替え操作

〔4H〕 〔4L〕
停車中にのみ操作します。　　　　　　
¡オートマチック車はセレクトレバー
を N  にして、マニュアル車はクラッ
チペダルを踏んだままで、4WD-Lスイ
ッチまたは4WDスイッチを押します。
注意を促すため、スイッチを押してか
ら駆動状態が切り替わるまで、室内ブ
ザーが断続的に鳴ります。　　　　　

4WD-Lスイッチ�

4WDスイッチ�

¡〔4H〕 〔4L〕の切替え操作をし
たときに、室内ブザーが3回鳴ると
ともに、4L表示灯が0.5秒間隔で
ゆっくり点滅した場合は、次のこ
とが考えられます。　　　　　　
•車が動いている　　　　　　　
•オートマチック車は、セレクト
レバーが N  以外　　　　　　

•マニュアル車は、クラッチペダ
ルが踏まれていない　　　　　

室内ブザーが鳴り終えた後に、車
が停止していること、オートマチ
ック車はセレクトレバーが N  に
入っていること、マニュアル車は
クラッチペダルが踏まれているこ
とを確認し、もう一度切替え操作
をしてください。　　　　　　　

4L表示灯�

¡駆動状態が〔4L〕のときに2WDス
イッチを押すと、室内ブザーが3
回鳴るとともに、駆動切替えはキ
ャンセルされます。一度4WDスイ
ッチを押し〔4H〕にしてから、
2WDスイッチを押してください。

¡〔4H〕 〔4L〕の切替え操作をし
たときにショックが出る場合があ
りますが、異常ではありません。

¡〔4H〕 〔4L〕の切替え操作をし
て、4L表示灯が0.5秒間隔でゆっ
くり点滅するのみで点灯または消
灯しない場合は、駆動状態が切り
替わっていません。　　　　　　
その場合、オートマチック車はセ
レクトレバーを D  または R  に
入れ、マニュアル車はチェンジレ
バーを1速または R（リバース）
に入れ、ゆっくり車を前進または
後退させてください。　　　　　
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■ 4WD表示灯

4WD表示灯はメーターパネル内にあり、
駆動状態が4WD（ハイレンジ4WD
〔4H〕）および4WD-L（ローレンジ4WD
〔4L〕）のときに点灯します。　　　　
2WD/4WD切替えスイッチを操作して、
〔2H〕 〔4H〕の切替え操作をした場
合は、駆動状態が切替わるまで0.5秒間
隔でゆっくり点滅します。　　　　　　
エンジンスイッチを ON  にすると、約
2秒間点灯し、そのあと駆動状態により
点灯または消灯します。　　　　　　　

¡駆動状態が〔4H〕または〔4L〕の
ときに、エンジンをかけずにエン
ジンスイッチを ON  のままにし
ていると、4WD表示灯は約2秒間
点灯したあと点滅状態（0.5秒間隔）
になります。　　　　　　　　　
この場合、エンジンをかけ、4WD
表示灯が点灯状態に切替われば、
異常ではありません。　　　　　

■ 4L表示灯

4L表示灯はメーターパネル内にあり、駆
動状態が4WD-L（ローレンジ4WD〔4L〕）
のときに4WD表示灯とともに点灯します。
2WD/4WD切替えスイッチを操作して、
〔4H〕 〔4L〕の切替え操作をした場
合は、駆動状態が切替わるまで0.5秒間
隔でゆっくり点滅します。　　　　　　
エンジンスイッチを ON  にすると、約
2秒間点灯し、そのあと駆動状態により
点灯または消灯します。　　　　　　　

¡4L表示灯が4WD表示灯とともに0.2
秒間隔で早く点滅したときは、シ
ステムの異常が考えられます。ス
ズキサービス工場で点検を受けて
ください。　　　　　　　　　　

¡低温時、〔4H〕→〔4L〕の切替
え操作で車を前進させると、ギヤ
鳴りが発生し、駆動状態が切り替
わりにくい場合があります。その
場合は、車を後退させてください。

¡4WD表示灯が4L表示灯とともに0.2
秒間隔で早く点滅したときは、シ
ステムの異常が考えられます。ス
ズキサービス工場で点検を受けて
ください。　　　　　　　　　　
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運転装置の使いかた
4. 運転するときは

■急発進、急加速、急ブレーキな
ど「急」のつく運転はしない

■むやみに空ぶかしをしない
空ぶかしは燃料を浪費するだけで、何の
効果もありません。　　　　　　　　　

■走行中は車速に応じたギヤで
低速ギヤを使って高いエンジン回転速度
（回転数）で走行すると燃費が悪くなり
ます。走行速度に応じた正しいギヤをお
使いください。　　　　　　　　　　　

経済運転をしましょう

■タイヤの空気圧を適正に
¡タイヤの空気圧が低いとガソリンを多
く消費します。適正な空気圧にしてく
ださい。　　　　　　　　　　　　　

¡この車の指定空気圧は、運転席ドアの
開口部に貼付してある空気圧ラベルで
正しい空気圧を確認のうえ、調整して
ください。　　　　　　　　　　　　

■無用な荷物は車からおろしま
しょう

無用な荷物を積むとガソリンを多く消費
します。無用な荷物は車からおろしまし
ょう。　　　　　　　　　　　　　　　

■暖機運転は適度に
暖機運転は、水温計の指針が動き出す程
度までで十分です。　　　　　　　　　

指針�
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5. 装備品

エアコン、ヒーターの吹出し口

デフロスター�

サイド�
吹出し口�

足元吹出し口�

サイド�
デミスター�

足元吹出し口�

サイド�
吹出し口�

中央吹出し口�

サイド�
デミスター�
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中央吹出し口は、ルーバーを上下に、またはノブを左右に動かすと、風の向きが調節
できます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
サイド吹出し口は、ルーバーを上下または回転させると、風の向きが調節できます。
また、サイド吹出し口は、開閉することができます。　　　　　　　　　　　　　　

¡運転席のサイドウインドーまたは助手席のサイドウインドーがくもったときは、
サイド吹出し口の風の向きをサイドウインドーに直接あたるように調節すれば、
より早くくもりをとることができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　

中央吹出し口� サイド吹出し口�

ノブ� ルーバー� 凸部� ルーバー�ルーバー�

ルーバーの凸部を指で押して開ける�
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5. 装備品

■ 吹出し口切替えダイヤル
使用目的にあわせて、吹出し口切替えダイヤルを左右に操作して切り替えます。　　

使 用 目 的

ダ イ ヤ ル

吹 出 し 口

上半身に送風したいとき 上半身、足元に送風したいとき

各ダイヤル、スイッチ、レバーの使いかた

吹出し口切替えダイヤル�

ファン調節ダイヤル�

温度調節ダイヤル�

内外気切替えレバー�

エアコンスイッチ�
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使 用 目 的

ダ イ ヤ ル

吹 出 し 口

足元に送風したいとき

使 用 目 的

ダ イ ヤ ル

吹 出 し 口

足元への送風と窓ガラスのくもり取

りをしたいとき

窓ガラスのくもりを取りたいとき

¡運転席のサイドウインドーまたは助手席のサイドウインドーがくもったときは、
サイド吹出し口の風の向きをサイドウインドーに直接あたるように調節すれば、
より早くくもりをとることができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　
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5. 装備品

使　用　目　的

¡外気を導入している状態
です。通常はこの位置で
お使いください。　　　
　

¡外気をしゃ断している状
態です。トンネル内や渋
滞時など外気が汚れてい
るときや、早く冷暖房し
たいときにお使いくださ
い。　　　　　　　　　

■内外気切替えレバー
外気導入を内気循環に切り替えるときは、
内外気切替えレバーを左に操作します。

¡長時間、内気循環にするとガラス
がくもりやすくなります。　　　

各ダイヤル、スイッチ、レバーの使いかた

■ 温度調節ダイヤル
温度調節ダイヤルを右に操作すると温度
は高くなり、左に操作すると温度は低く
なります。　　　　　　　　　　　　　

頭寒足熱暖房
吹出し口切替えダイヤルの位置が の
ときに、温度調節ダイヤルを中間の位置
に操作すると、頭寒足熱暖房になります。
¡足元に温かい風が吹き出し、上半身に
は比較的低い温度の風を吹き出します。

¡エアコンを作動させると、さらに温度
差のある効果的な頭寒足熱暖房ができ
ます。　　　　　　　　　　　　　　

位　置

（外気導入）

（内気循環）

吹出し口切替えダイヤル�

ファン調節ダイヤル�

温度調節ダイヤル�

内外気切替えレバー�

エアコンスイッチ�
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■ファン調節（風量）ダイヤル
ファン調節ダイヤルをまわして操作しま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　

■ エアコンスイッチ
エンジンをかけ、ファン調節ダイヤルを
停止の位置から右にまわし、エアコンス
イッチを押します。同時にエアコンスイ
ッチ内の表示灯が点灯します。　　　　
止めるときは、スイッチをもう一度押し
ます。　　　　　　　　　　　　　　　

除湿暖房
暖房しているときにエアコンスイッチを
押すと、除湿された温風が吹き出して、
ここちよい暖房になります。　　　　　

¡エアコンの冷却器を通る空気の温
度が0℃近くまで下がると、エアコ
ンは装置保護のため作動を停止し
ます。　　　　　　　　　　　　
このため外気温が0℃近くまで下が
っているとき外気導入にすると、
エアコンは作動しなくなります。

¡エアコンスイッチを押すと、しば
らくの間白い霧が吹き出すことが
あります。これは湿った空気が急
に冷やされて発生するもので、異
常ではありません。　　　　　　

¡停車や渋滞が長引くときは、バッ
テリー保護のため、風量を弱くし
てください。　　　　　　　　　

�ダイヤル位置�
�
風量�

�
�
停止�

�
�

弱　　　強�

�
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5. 装備品

エアコンの上手な使いかた

■長期間使用しないときは
月に１回程度エアコンを作動させ、オイ
ルをエアコン装置の各部に循環させてく
ださい。構造部品の油ぎれを防ぐことに
より性能をたもち寿命をのばします。　

■炎天下に駐車したときは
長時間炎天下に駐車すると、室内が大変
高温になることがあるため、ドアや窓を
開け室内の熱気と外気を入れ替えながら、
冷房をしてください。　　　　　　　　

■エアコンガスを充てんすると
きは

エアコンガスは、冷媒H F C 1 3 4 a
（R134a）を入れてください。　　　　

■エアフィルターを交換すると
きは

エアコンを快適に使用するためにエアフ
ィルターを取り付けています。　　　　
定期的にエアフィルターの清掃、交換を
おすすめします。　　　　　　　　　　

交換時期

車検ごと

車検ごと

地　域

寒冷地、粉じ

んの多い地域

上記以外の

地域

清掃時期

5,000 kmごと、ま

たは6か月ごと

10,000 kmごと、

または12か月ごと

¡エアフィルターの清掃、交換をす
るときは、スズキサービス工場に
ご相談ください。　　　　　　　

¡エアコンガスを充てんするときは、
スズキサービス工場にご相談くだ
さい。　　

¡地球環境を守るため、大気放出し
ないよう、修理・廃車時の処理は
スズキサービス工場にご相談くだ
さい。　　　　　　　　　　　　

¡冷房性能が低下してきたと感じた
場合は、スズキサービス工場で点
検を受けてください。　　　　　
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オーディオの上手な使いかた

オーディオ　タイプ別装備

5. 装備品

安全運転をさまたげないように、適度な
音量でお聞きください。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

¡オーディオを聞いているときに車
内または車の近くでデジタル携帯
電話を使用した場合、オーディオ
のスピーカーからノイズ（雑音）
が聞こえることがありますが、故
障ではありません。　　　　　　

¡オーディオが不法電波の影響を受
けると、正常に作動しないことが
あります。　　　　　　　　　　

¡エンジンを停止したまま長時間オ
ーディオを使うと、バッテリーあ
がりの原因となります。　　　　

¡走行中のオーディオ操作は、安全
運転に支障がないように、十分注
意して行なってください。　　　

■ラジオ
ラジオの受信はアンテナの位置が刻々と
変わるため、受ける電波の強さが変わっ
たり、ビルの谷間や歩道橋などの影響を
受けて、良好な受信状態を保てないこと
があります。　　　　　　　　　　　　
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5. 装備品

オーディオの上手な使いかた

■カセットテープ
¡90分を超えるテープは使用しないでく
ださい。　　　　　　　　　　　　　
テープが非常に薄いため、テープが伸
びたり切れたりして、カセットデッキ
に巻き込まれることがあります。　　

¡カセットテープのたるみを取ってから
使用してください。たるんでいる部分
がカセットデッキに巻き込まれること
があります。　　　　　　　　　　　

¡ラベルがはがれかけていたり、変形し
たカセットテープを使用しないでくだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　

　取り出せなくなったり、回転不良にな
ることがあります。　　　　　　　　

¡カセットテープは直射日光を避け、ケ
ースに入れて保管してください。　　

　汚れたり変形すると使用できなくなり
ます。　　　　　　　　　　　　　　

¡カセットデッキのヘッドの汚れを１か
月に１回を目安に、市販のクリーニン
グテープで取り除いてください。　　
ヘッドが汚れていると、音が歪んだり
高音が出にくくなり、故障の原因とな
ります。　　　　　　　　　　　　　
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¡ラジオを聞くときは、アンテナをいっ
ぱいまで伸ばしておきます。　　　　

¡自動洗車するときや屋根の低いカーポ
ートに駐車するときなどは、アンテナ
を収納してください。アンテナを曲げ
てしまうと収納ができなくなります。

アンテナ
タイプ別装備
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5. 装備品

ON ………ドアの開閉に関係なく点灯し
ます。　　　　　　　　　　

DOOR …バックドアを含む各ドアを開
けると点灯し、閉めると消灯
します。　　　　　　　　　

OFF ……ドアの開閉に関係なく消灯し
ます。　　　　　　　　　　

室内灯

前席室内灯�

DOOROFF ON

¡エンジン停止時に長時間点灯させ
ないでください。　　　　　　　
バッテリーあがりを起こすおそれ
があります。　　　　　　　　　

¡キーレスエントリーの作動をしら
せる機能として、室内灯スイッチ
が DOOR 位置にあるときは、室
内灯が点灯または点滅します。　
→　70ページ（アンサーバック機能）

室内装備

荷室室内灯�
 タイプ別装備�

DOOR�
�OFF�
�

ON
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サンバイザー

日差しがまぶしいときに使用します。横
からの日差しがまぶしいときは、フック
から外して横にまわします。　　　　　

バニティミラー�

チケットホルダー�

フック�

バニティミラー
運転席サンバイザーの裏側にあるミラー
カバーを開けると、バニティミラーがあ
ります。また、ミラーカバーの表側には
チケットホルダーがあります。　　　　
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5. 装備品

レバーを手前に引いてふたを開けます。
施錠するときは、キーを差し込んで右に
まわしたまま抜きます。　　　　　　　

グローブボックス

¡グローブボックスのふたを開けた
まま走行しないでください。　　
急ブレーキのときなどに、身体が
ふたにあたったり、中の物が飛び
出すおそれがあります。　　　　

手回り品や小物などの収納にご使用くだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　　

インパネトレー（助手席）

¡走行中にころがり落ちるような物
を入れないでください。　　　　
ブレーキペダルやアクセルペダル
に物がはさまると確実なペダル操
作ができなくなり、事故を起こす
おそれがあります。　　　　　　

解錠�

施錠�

レバー�

インパネトレー�
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インパネポケット

手回り品や小物などの収納にご使用くだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　　

¡走行中にころがり落ちるような物
を入れないでください。　　　　
ブレーキペダルやアクセルペダル
に物がはさまると確実なペダル操
作ができなくなり、事故を起こす
おそれがあります。　　　　　　

インパネポケット�
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5. 装備品

シガーライター

エンジンスイッチが ACC  または ON
のときに使用できます。　　　　　　　
¡押し込んで手をはなします。ヒーター
部が赤熱すると自動的にもとの位置ま
でもどります。　　　　　　　　　　

¡使用後はヒーター部に付着した灰を灰
皿で落としてから、すみやかにもとに
もどします。　　　　　　　　　　　

¡シガーライターの金属部分には触
れないでください。やけどをする
おそれがあります。　　　　　　

¡シガーライターは停車中に使用し
てください。走行中に使用すると
前方不注意となり、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。　　

¡シガーライターを押し込み続けな
いでください。過熱して故障など
の原因となります。　　　　　　

¡押し込んで30秒以上たってももど
らないときは、故障していること
が考えられます。手で引き出して、
スズキサービス工場で点検を受け
てください。　　　　　　　　　

¡他車のシガーライターを差し込ま
ないでください。故障する原因と
なります。

¡差し込み口を電源（12 Ｖ 100 Ｗ
以下）として使用するときは、事
故防止のため、スズキ純正品以外
の電気製品を使用しないでくださ
い。　　　　　　　　　　　　　

¡エンジンが止まった状態で長時間
電源として使用するとバッテリー
があがることがあります。また、
エンジンがかかっていても、アイ
ドリング状態で長時間使用すると、
バッテリーがあがることがありま
す。　　　　　　　　　　　　　

通常� 作動�
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清掃するときは、遮熱板を下に押さえな
がら引き抜きます。　　　　　　　　　

灰　皿

¡タバコやマッチは確実に火を消し
てから灰皿に入れてください。　

¡使用したあとの灰皿は必ず閉めて
おいてください。　　　　　　　

¡灰皿の中に吸いがらをため過ぎた
り、紙などの燃えやすい物を入れ
ないでください。　　　　　　　

フットレスト
オートマチック車

長距離走行などのときに、左足のささえ
として使用します。　　　　　　　　　

遮熱板�
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5. 装備品

フロアコンソールトレー

手回り品や小物などの収納にご使用くだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　　

¡走行中にころがり落ちるような物
を入れないでください。　　　　
ブレーキペダルやアクセルペダル
に物がはさまると確実なペダル操
作ができなくなり、事故を起こす
おそれがあります。　　　　　　

センターコンソールボックス�
（カップホルダー兼用）�

¡ボックスとして使用するときは、手回
り品や小物などの収納にお使いくださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　

¡カップホルダーとして使用するときは、
缶ジュースやカップを置くことができ
ます。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

センターコンソールボックス
オートマチック車

¡カップホルダーとして使用してい
るときは、飲み物をこぼさないよ
う、急発進・急ブレーキに注意し
てください。　　　　　　　　　
飲み物が熱いときにこぼれると、
やけどをするおそれがあります。

オートマチック車�

フロアコンソール�
トレー�

フロアコンソール�
トレー�

マニュアル車�
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センターコンソールトレー
手回り品や小物などの収納にご使用くだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　　

¡走行中にころがり落ちるような物
を入れないでください。　　　　
ブレーキペダルやアクセルペダル
に物がはさまると確実なペダル操
作ができなくなり、事故を起こす
おそれがあります。　　　　　　

¡収納したあとは、トレーが確実に
ロックされていることを確認して
ください。　　　　　　　　　　

クッションの下に靴などを収納するトレ
ーがあります。　　　　　　　　　　　
収納するときは、レバーを手前に引いて
トレーを引き出します。　　　　　　　

シートアンダートレー（助手席）
タイプ別装備

レバー�

センターコンソールトレー�
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5. 装備品

¡トレーは、手回り品や小物などの収納
にご使用ください。　　　　　　　　

¡カップホルダーは、缶ジュースやカッ
プを置くときに使用します。　　　　

リヤクォータートレー（後席両側）

¡飲み物をこぼさないよう、急発進・
急ブレーキに注意してください。
飲み物が熱いときにこぼれると、
やけどをするおそれがあります。

カップホルダー�

トレー�

荷室サイドボックス

ツメ�

荷室サイドボックスは荷室後部の左右に
あり、閉めるときはふたのツメを溝には
めてしめます。　　　　　　　　　　　

¡ボックスとして使用するときは、手回
り品や小物などの収納にお使いくださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　

¡カップホルダーとして使用するときは、
缶ジュースやカップを置くことができ
ます。　　　　　　　　　　　　　　

フロアコンソールボックス

¡カップホルダーとして使用してい
るときは、飲み物をこぼさないよ
う、急発進・急ブレーキに注意し
てください。　　　　　　　　　
飲み物が熱いときにこぼれると、
やけどをするおそれがあります。

フロアコンソールボックス�
（カップホルダー兼用）�
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6. お車との上手なつきあいかた

■洗車のしかた

¡エンジンルームに水などをかけな
いでください。エンジンの始動不
良など電気系統の故障の原因とな
ります。　　　　　　　　　　　

■塗装面を美しく保つために
お車をいつまでも美しく保つためには普
段のお手入れが必要です。　　　　　　
¡駐車、保管は風通しのよい車庫や屋根
のある場所をおすすめします。　　　

¡次のようなときはサビや塗装の変色な
どの原因となります。すみやかに洗車
をしてください。　　　　　　　　　
•海岸地帯や凍結防止剤を散布した雪
道を走行したとき。下まわり、足ま
わりを含めて洗車をしてください。

•鳥のふん、虫の死がい、鉄粉、ばい
煙、コールタールなどが付着したり、
酸性雨の可能性のある雨に降られた
りしたとき。　　　　　　　　　　

•ほこりや泥でひどく汚れたとき。　
¡ワックスがけは、月に１回程度または
水のはじきが悪くなったときに行なっ
てください。　　　　　　　　　　　

¡飛び石による傷や引っかき傷などの塗
装面の傷はサビの原因となります。見
つけたら早めに補修してください。　

¡塗装面の傷を補修するときは、ス
ズキサービス工場にご相談くださ
い。　　　　　　　　　　　　　
不適切な塗料を使用すると塗装が
はがれる原因となります。　　　

外装のお手入れ

¡洗車をしたあとはブレーキのきき
が悪くなることがありますので、
きき具合を確かめてください。　
ブレーキのききが悪いときは低速
で走行し、前後の車に十分注意し
ながら、ききが回復するまで繰り
返しブレーキペダルを軽く踏み、
ブレーキをかけたときの熱でブレ
ーキ装置のしめりを乾かしてくだ
さい。　　　　　　　　　　　　

¡下まわり、足まわりを洗うときは、
手などにけがをしないように注意
してください。　　　　　　　　
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手洗い洗車をするときは

z 十分に水をかけながら、スポンジや
セーム皮のような柔らかいものを使っ
て汚れを洗い落とします。　　　　　

x 汚れがひどいところは中性洗剤を使っ
て洗い、さらに真水で洗って中性洗剤
を落とします。　　　　　　　　　　

c 柔らかい布で水をよく拭き取り、はん
点が塗装面に残らないようにします。

　

自動洗車機を使うときは
¡ドアミラーやアンテナを格納してから
洗車をします。　　　　　　　　　　

¡アルミホイール装備車は、アルミホイ
ール部分を自動洗車機で洗車しないで
ください。　　　　　　　　　　　　

　アルミホイールは傷がつきやすく、傷
がつくとホイールがさびる原因となり
ます。　　　　　　　　　　　　　　

コイン洗車機を使うときは
¡洗車ノズルを車体から40cm以上離し
て洗車してください。　　　　　　　

¡コイン洗車機で洗車するときに、
ドアガラスやドアまわりなどの開
閉部分に洗車ノズルを向けると、
車内に水が入ることがあります。

¡自動洗車機のブラシで塗装面に傷
がついて、塗装面の光沢が失われ
たり、塗装の劣化を早めることが
あります。　　　　　　　　　　
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6. お車との上手なつきあいかた

■ワックスのかけかた
¡月に1回程度または水のはじきが悪く
なったときに行なってください。　　

¡洗車して残った水をよく拭き取ってか
ら、車体の表面が熱くないとき（表面
の温度が体温以下のとき）に行なって
ください。　　　　　　　　　　　　

¡ワックスの容器に書かれている取扱説
明に従って、ワックスがけをしてくだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　

¡ワックスはスズキ純正ワックスのご使
用をおすすめします。　　　　　　　

¡コンパウンド（みがき粉）入りの
ワックスを使用すると、塗装面に
細かい傷がつくことがあります。

外装のお手入れ

■フロントウインドーガラスの
手入れ

¡油膜などが付着してワイパーの拭き残
しが出たときは、ガラスクリーナーを
使用して汚れを取ってください。　　
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■樹脂塗装部品の手入れ
¡バンパーなどの樹脂塗装部品に、ガソ
リン、オイル、ラジエーター液、バッ
テリー液などが付着したときは、すみ
やかに柔らかい布で拭き取ってくださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　

　付着したままにしておくと、しみや塗
装はがれの原因となります。　　　　

¡泥などの汚れを落とすときは、十分に
水をかけながら、スポンジやセーム皮
のような柔らかいものを使って洗いま
す。　　　　　　　　　　　　　　　

¡塗装面の補修をするときは、スズ
キサービス工場にご相談ください。

　不適切な塗料を使用すると塗装が
はがれる原因となります。　　　

¡海水や道路の凍結防止剤が付着し
たときは、すみやかに洗い落とし
てください。付着したままにして
おくとサビの原因となります。　

¡汚れを落とすときに、砂入りの石
けん、硬いブラシ、自動洗車機は
使用しないでください。アルミホ
イールは傷がつきやすく、傷がつ
くとホイールがさびる原因となり
ます。　　　　　　　　　　　　

■アルミホイールの手入れ
アルミホイール装備車

z 十分に水をかけながら、スポンジや
セーム皮のような柔らかいものを使っ
て汚れを洗い落とします。　　　　　

x 汚れがひどいところは中性洗剤を使っ
て洗い、さらに真水で洗って中性洗剤
を落とします。　　　　　　　　　　

c 表面を美しく保つために、車体と同じ
ワックスでワックスをかけます。　　
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6. お車との上手なつきあいかた

内装のお手入れ

■布地、ビニールレザーなどの
手入れ

z 中性洗剤の水溶液を柔らかい布に含ま
せ、軽くたたくようにして汚れを取り
ます。　　　　　　　　　　　　　　

x 真水を含ませた柔らかい布で拭いて、
残っている洗剤分を取ります。　　　

c 残っている水分を拭き取り、直射日光
を避けて乾燥させます。　　　　　　

■熱線入りバックウインドーガ
ラスの手入れ

¡室内側のガラス面を拭くときは、熱線
や端子を傷つけないように、水を含ま
せた柔らかい布で熱線に沿って拭いて
ください。　　　　　　　　　　　　

¡汚れを取るときに漂白剤、有機溶
剤、染料を使用しないでください。
しみ、変色、強度低下などの原因
となります。　　　　　　　　　

■樹脂部品の手入れ
¡ほこりなどの汚れは、真水で洗った布
をよく絞って拭き取り、直射日光を避
けて乾燥させます。　　　　　　　　

¡液体芳香剤やジュースなど液体類が付
着したときは、すみやかに柔らかい布
で拭き取ってください。こぼしたまま
にしておくと、しみ、変色、ひび割れ
の原因となります。　　　　　　　　

¡液体芳香剤はこぼさないように容
器を固定するか、固形タイプのも
のをご使用ください。　　　　　

¡樹脂部品の手入れをするときは、
ベンジン・シンナーなどの有機溶
剤や酸性・アルカリ性の洗剤は使
用しないでください。また、各種
クリーナー類にはこれらの成分が
含まれているおそれがありますの
で、よく確認のうえ使用してくだ
さい。　　　　　　　　　　　　
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タイヤの交換

■タイヤのローテーション
タイヤがかたよって摩耗するのを防いで
寿命をのばすために、約 5,000 km 走
行ごとに図のようにタイヤのローテーシ
ョンを行なってください。　　　　　　
回転方向指定のあるタイヤは、タイヤの
側面に回転方向を示すマークがあります。

スペアタイヤをローテーションに入れるとき

¡タイヤのローテーションを行うと
きは、スペアタイヤを使用して1
輪ずつ交換してください。　　　

¡回転方向指定のあるタイヤを逆向
きに装着して通常の走行（パンク
時は除く）に使用しないでくださ
い。　　　　　　　　　　　　　
車の走行に悪い影響をおよぼすお
それがあります。　　　　　　　

前�

スペア�
タイヤ�

回転方向指定のないタイヤ�

回転方向指定のあるタイヤ�
前� 前�

スペアタイヤが�
右回転指定のタイヤ�

スペアタイヤが�
左回転指定のタイヤ�

スペアタイヤをローテーションに入れない
とき

前�

回転方向指定のないタイヤ�

回転方向指定のあるタイヤ�
前�
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6. お車との上手なつきあいかた

■タイヤを交換するときは
¡4輪とも指定サイズで、同一サイズ、
同一メーカー、同一銘柄および同一ト
レッドパターン（溝模様）のものを装
着してください。また、著しく摩耗程
度の異なるタイヤを装着しないでくだ
さい。車の性能（燃費・車両の安定性・
制動距離など）が十分に発揮できない
ばかりでなく、思わぬ事故につながる
おそれがあります。また、部品に悪影
響をあたえるなど故障の原因となりま
す。（冬用タイヤも同様です。）　　
例えば、ABS（アンチロックブレーキ
システム）の場合、正確な車両速度が
検出できなくなる場合があり、ABSが
正常に作動しなくなるおそれがありま
す。また、パートタイム4WD車のシス
テムでは、その性能が十分に発揮でき
ないばかりでなく、駆動系部品に悪影
響をあたえるおそれがあります。　　

ウェアインジケーター�
（摩耗限度表示）�

ウェアインジ�
ケーター位置�
を示すマーク�

タイヤの交換

¡取り付けるタイヤの空気圧を点検して
ください。この車の指定空気圧は、運
転席ドア開口部に貼付してある空気圧
ラベルで正しい空気圧を確認のうえ、
調整してください。　　　　　　　　

¡走行中にハンドルや車体に振動が出た
場合は、タイヤのバランスの点検を受
けてください。　　　　　　　　　　

¡取り付けるタイヤの摩耗量を点検して
ください。　　　　　　　　　　　　
ウェアインジケーター（溝の深さが
1.6mm浅い部分）が現れ、溝が消えて
いたら他のタイヤと交換してください。
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寒冷時の取扱い
6. お車との上手なつきあいかた

■エンジンオイル
下記表に基づき、外気温に応じた粘度の
ものをご使用ください。　　　　　　　

■バッテリー
バッテリー液の液量や比重を確認してく
ださい。気温が低くなるとバッテリーの
性能が下がり、放電気味のときはエンジ
ンがかかりにくくなります。　　　　　

使用地域・季節

通　　常

寒冷地の冬期

極寒冷地の冬期

薄める割合

原液1に水2

原液1に水1

原液のまま

凍結温度

約ー10℃

約ー20℃

約ー30℃

冬期に入る前の準備

■ウインドーウォッシャー液
凍結しないように、ウインドーウォッシ
ャー液の配合を気温に応じた割合にして
ください。　　　　　　　　　　　　　

■冷却水
凍結しないように、不凍液（クーラント）
の配合を気温に応じた割合にしてくださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　　

■降雪地用ワイパー
降雪地用ワイパーは、金属部分を包むゴ
ムの弾力で雪の付着を少なくするもので
す。　　　　　　　　　　　　　　　　
必要に応じて準備し交換してください。

使用地域

通　常

寒冷地

不凍液濃度

30％

50％

凍結温度

約ー15℃

約ー35℃

-30 -20 -10 0 10 20 30

エンジンオイル粘度と外気温�

外気温(℃)

SAE 10W-30

SAE 5W-30
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6. お車との上手なつきあいかた

■屋根に積もった雪
車の屋根の上に積もった雪は出発の前に
取り除いてください。走行時に雪がガラ
ス面に落下して視界をさまたげるおそれ
があります。　　　　　　　　　　　　

出発の前に冬期に入る前の準備

輪止め�

タイヤチェーン�

冬用タイヤ�

6. お車との上手なつきあいかた

■冬用タイヤ、タイヤチェー
ン、輪止め

冬用タイヤ、タイヤチェーン、輪止めは、
雪道や凍結路を走行するために必要です
ので準備しておいてください。　　　　
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■ワイパーの凍結
凍結しているときはぬるま湯をかけて氷
を溶かします。ワイパーが離れたあとは、
再凍結しないように水分を拭き取ってく
ださい。　　　　　　　　　　　　　　

　

■ガラス面の雪や霜
ガラス面の雪や霜を落としてください。
プラスチックの板を使うと、ガラス面を
傷つけずに落とすことができます。　　

■靴に付着した雪
靴についた雪は乗車するときによく落と
してください。　　　　　　　　　　　
雪がついた靴のまま乗車すると、ペダル
を操作するときに滑ったり、車内の湿気
が多くなってガラスがくもりやすくなっ
たりします。　　　　　　　　　　　　

プラスチックの板�

■ドアの凍結
凍結しているときはぬるま湯をドアキー
の穴を避けてかけ、ドアが開いたあとは
水分を拭き取ってください。　　　　　
無理に開けようとすると、ドアまわりの
ゴムがはがれたり破損するおそれがあり
ます。　　　　　　　　　　　　　　　
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6. お車との上手なつきあいかた

■雪道や凍結路はゆっくり走行
雪道や凍結路は路面が滑りやすく、スリ
ップして車が方向性を失うと事故を起こ
すおそれがあります。　　　　　　　　
¡速度は控えめにし、急発進、急加速、
急ブレーキ、急ハンドル、急激なエン
ジンブレーキなど「急」のつく運転は
しないでください。　　　　　　　　 ¡装着についての条例は地区によっ

て異なることがあります。　　　
　走行する地区の条例に従ってくだ
さい。　　　　　　　　　　　　

¡冬用タイヤを装着するときは、こ
の車に指定のタイヤサイズで、4
輪とも同一銘柄、同一トレッドパ
ターン（溝模様）の冬用タイヤを
装着してください。　　　　　　

雪道を走行するとき

■冬用タイヤ、タイヤチェーン
を装着

雪道や凍結路では、冬用タイヤまたはタ
イヤチェーンを装着して走行してくださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　　
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■フェンダー裏側に付着する雪
を点検

フェンダーの裏側に付着した雪が走行と
ともに大きくなり、タイヤと接触してハ
ンドルの切れが悪くなることがあります。
¡ときどき車を止めてフェンダーの裏側
を点検し、雪の塊が付着しているとき
は、周囲の部品に傷をつけないように
取り除いてください。　　　　　　　¡ブレーキのききが悪いときは低速

で走行し、前後の車に十分注意し
ながら、ききが回復するまで繰り
返しブレーキペダルを軽く踏み、
ブレーキをかけたときの熱でブレ
ーキ装置のしめりを乾かしてくだ
さい。　　　　　　　　　　　　

■ブレーキのきき具合を確認
ブレーキ装置に付着した雪や氷が凍結し
て、ブレーキのききが悪くなることがあ
ります。　　　　　　　　　　　　　　
¡ブレーキペダルを軽く踏んで、ブレー
キのききを確かめてください。　　　
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6. お車との上手なつきあいかた

■パーキングブレーキ
パーキングブレーキが凍結すると解除で
きなくなります。　　　　　　　　　　
長時間駐車するときは、パーキングブレ
ーキをかけずに、 オートマチック車  は
セレクトレバーを P  に入れ、　　　　
マニュアル車  はチェンジレバーを R ま
たは 1速に入れて、輪止め（市販品）を
して駐車します。　　　　　　　　　　

駐車するとき

¡ドアキーの穴に水がかからないよ
うに洗車してください。キー穴が
凍結するとドアの解錠ができなく
なります。　　　　　　　　　　

¡ドアまわりのゴム部の水分は、ド
アが凍結しないようにとくによく
拭き取ってください。　　　　　

■凍結防止剤を散布してある雪
道を走行したあとは

凍結防止剤を散布してある雪道を走行し
たあとは、すみやかに凍結防止剤を洗い
落としてください。特に下まわり、足ま
わりを念入りに洗ってください。そのま
ま放置すると、サビの原因となります。
また、凍結防止のため、洗車後はドアま
わりなどの水分を拭き取ってください。
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■屋外駐車をするときは
¡軒下や樹木の下の駐車は避けてくださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　

　積雪や落雪で車の屋根がへこむことが
あります。　　　　　　　　　　　　

¡車の前部を風下に向けて駐車してくだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　
車の前部を風のあたる向きに駐車する
と、エンジンが冷え過ぎてかかりにく
くなります。　　　　　　　　　　　

¡駐車するときはワイパーアームを立て
ておいてください。　　　　　　　　
ワイパーアームが雪の重みで変形した
り、ブレード部（ゴムの部分）がガラ
スに凍結することがあります。　　　

■排気管のまわりが雪などでお
おわれたときは

¡排気管のまわりが雪などでおおわれた
ときは取り除いてください。　　　　

¡排気管のまわりが雪などでおおわ
れたまま、エンジンを回転させな
いでください。排気ガスが車内に
侵入し、一酸化炭素中毒を起こす
おそれがあります。　　　　　　
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6. お車との上手なつきあいかた

■タイヤチェーン
タイヤチェーンはスズキ販売店またはスズキ代理店でお求めいただけます。　　　　

上記以外のタイヤチェーンについては、アクセサリーカタログに記載しているタイヤ
チェーンをご使用ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
詳しくはスズキ販売店またはスズキ代理店にご相談ください。　　　　　　　　　　

指定のタイヤチェーンを装着してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

タイヤチェーンのつけかた

指定タイヤチェーン
タイヤサイズ

175/80R16  91Q

形　　式

スチール製

くさり形

スズキ品番

99000-79796

JIS表示

56191A

指定タイヤチェーン�
（くさり形）�

¡指定のタイヤチェーンを装着して
ください。指定品以外のタイヤチ
ェーンを装着すると走行中にブレ
ーキ配管や車体を損傷するおそれ
があります。　　　　　　　　　

¡タイヤチェーンを装着して走行す
るときは、突起や穴を乗り越えた
り、急ハンドルや車輪がロックす
るようなブレーキ操作などをしな
いでください。　　　　　　　　
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■タイヤチェーンを装着する前に
後輪に装着
タイヤチェーンは後輪に装着します。4WD
走行するときもタイヤチェーンは後輪に
装着してください。　　　　　　　　　

ジャッキアップに適した安全な場所で装
着

z 他車の通行のじゃまにならず、安全に
作業ができ、地面が硬くて平らな場所
に車を止めます。　　　　　　　　　

x エンジンを止め、パーキングブレーキ
を確実にかけ、非常点滅灯を点滅させ
て他車に注意をうながします。　　　
必要に応じて、停止表示板（別売り）
を置きます。　　　　　　　　　　　

¡アルミホイール装備車は、タイヤ
チェーンを装着して走行するとき
に、アルミホイールに傷がつくお
それがあります。　　　　　　　

z チェーンを装着する車輪と対角線の位
置にある車輪の前後に輪止め（市販
品）をします。　　　　　　　　　　

x チェーンを装着する車輪をジャッキ
アップします。ジャッキアップのしか
たは196ページをお読みください。　

チェーン装着�
タイヤ�

輪止め�

¡購入したチェーンが長過ぎること
があります。購入時に装着して余
る部分を切っておくと、装着が楽
に行えます。　　　　　　　　　

■タイヤチェーンのつけかた
タイヤチェーン（スチール製くさり形）
の標準的な装着方法は次の通りです。　
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6. お車との上手なつきあいかた

タイヤチェーンのつけかた

b チェーンの両端をいっぱいに引っ張
り、先に内側のフックを連結し、次に
外側のフックを連結します。　　　　

n 余ったチェーンは、車体にあたるのを
防ぐため、針金でしばって固定しま
す。　　　　　　　　　　　　　　　

①�

②�

針金で固定�

c チェーンを地面に広げ、ねじれがあれ
ば直します。　　　　　　　　　　　

v クロスチェーンの折り曲げ部が外側を
向くようにして、タイヤに巻きつけま
す。　　　　　　　　　　　　　　　

折り曲げ部�
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, 反対側の車輪も同様に装着します。　
ジャッキと輪止めを格納します。　　
500m程度走行して車を止め、チェー
ンのゆるみ、かたより、外れがないか
を点検します。　　　　　　　　　　

チェーン�
バンド�

クリップ�

¡タイヤチェーンを装着して走行す
るときは、タイヤチェーンに無理
な力がかからないように、30 km/
h以下の速度で走行してください。

¡雪のない舗装路はタイヤチェーン
を外し、2WDで走行してください。
•タイヤチェーンを装着したまま
4WDで走行すると駆動装置が損
傷するおそれがあります。　　

•タイヤチェーンを装着したまま
走行すると、路面が損傷したり、
タイヤチェーンの摩耗が早まり
ます。　　　　　　　　　　　

¡走行中にいつもと違う音がすると
きは、ただちに停車して点検をし
てください。
タイヤチェーンが切れたり一部が
外れて車体にあたると、ブレーキ
配管や車体を損傷するおそれがあ
ります。　　　　　　　　　　　

m チェーンバンドを、クリップのツメを
外向きにして等間隔にかけて、チェー
ンをいっぱいに張ります。　　　　　



186

MEMO



工具、ジャッキ、スペアタイヤ ......................... 188

パンクしたとき....................................................... 194

故障したとき ........................................................... 200

けん引してもらうとき .......................................... 204

バッテリーがあがったとき.................................. 209

ヒューズを交換するとき...................................... 212

ランプの電球を交換するとき ............................. 216

オーバーヒートしたとき...................................... 217

事故が起きたとき................................................... 220

7. 万一のとき

187



188

7. 万一のとき

¡工具、ジャッキ、ジャッキハンド
ルを使用したあとは、所定の位置
に格納し、しっかり固定してくだ
さい。　　　　　　　　　　　　

工具、ジャッキ、スペアタイヤ

ジャッキ、ジャッキハンドルは、後部荷
室に格納されています。　　　　　　　

¡ジャッキハンドルは、フロアボードの
裏側にあるクランプに取り付けてあり
ます。　

工具 ジャッキ、ジャッキ
ハンドルの格納場所

工具は、後部荷室に格納されています。

ホイールナットレンチ�

工具袋�

ジャッキハンドル�

クランプ�

ジャッキ�

工具�
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¡ジャッキを格納するときに、ホイ
ールナットレンチなどで無理にジ
ャッキを広げないでください。　
ジャッキホルダーが変形するおそ
れがあります。　　　　　　　　

ジャッキの取り出しかた

¡フロアマット、フロアボードを外し、
ジャッキを縮めて取り出します。　　

¡格納するときは、ジャッキホルダーに
おさめてからジャッキを広げ、しっか
り固定します。　　　　　　　　　　

工具の取り出しかた

¡フロアマット、フロアボードを外し、
ジャッキを縮めてジャッキの下にある
工具を取り出します。　　　　　　　

¡格納するときは、ジャッキホルダーに
おさめてからジャッキを広げ、工具を
しっかり固定します。　　　　　　　

¡工具を格納するときに、ホイール
ナットレンチなどで無理にジャッ
キを広げないでください。　　　
ジャッキホルダーが変形するおそ
れがあります。　　　　　　　　

広がる�

縮む� 工具（工具袋）�

ジャッキ�

ジャッキホルダー�

広がる�

ジャッキホルダー�

ジャッキ�

縮む�
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7. 万一のとき

工具、ジャッキ、スペアタイヤ

外しかた

z ホイールナットレンチでホイールナッ
トを左にまわして外します。　　　　

¡スペアタイヤの空気圧と摩耗量を
定期的に点検してください。　　

x タイヤとスペアタイヤアンダーカバー
をしっかり持って外します。　　　　

スペアタイヤ

¡スペアタイヤアンダーカバーを取
り外すときは落とさないようにし
てください。スペアタイヤアンダ
ーカバーを落とすと割れるおそれ
があります。　　　　　　　　　

ホイールナット�
レンチ�
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スペアタイヤ�
アンダーカバー�

取り付けかた

z ホイールナットレンチをタイヤキャリ
アのパイプの穴まで軽く差し込み手前
に倒します。ホイールナットレンチを
ボデー穴へ差し込みタイヤキャリア上
部を固定します。　　　　　　　　　

¡ホイールナットレンチを強く差し
込むと、ボデーを傷つけるおそれ
があります。　　　　　　　　　

¡ホイールナットレンチのソケット
部は必ず下に向けてください。

x タイヤキャリアのU字ボルトを起こ
し、スペアタイヤアンダーカバーの穴
とU字ボルトをあわせ、スペアタイヤ
アンダーカバーをタイヤキャリアに取
り付けます。　　　　　　　　　　　

ホイールナット�
レンチ�

タイヤ�
キャリア�
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7. 万一のとき

v タイヤ下部を手前に引き上げた状態で
ホイールのセンター穴から指を差し込
み、タイヤキャリアのU字ボルトを起
こします。

b U字ボルトをホイールの穴（2か所）
にあう位置まで起こし、U字ボルトと
スペアタイヤアンダーカバーの突起
（2か所）をホイールの穴（4か所）
へ確実に入れて取り付けます。　　　

スペアタイヤ

工具、ジャッキ、スペアタイヤ

ホイールナット�

c タイヤをしっかり持ち、タイヤキャリ
ア上部のボルトとホイールの穴（１か
所）をあわせ、ホイールナットで仮り
締めします。　　　　　　　　　　　

U字ボルト�

カバーの�
突起部�

U字�
ボルト�
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¡タイヤ下部を手前に引き上げた状
態で、U字ボルトとホイールの穴
をあわせるときはタイヤ下部の手
を先にはなさないでください。ホ
イールとタイヤキャリアに指など
をはさまれてけがをするおそれが
あります。　　　　　　　　　　

n 残りのホイールナットを取り付けま
す。ホイールナットレンチを使ってホ
イールナットを均一に、しっかり締め
付けます。　　　　　　　　　　　　

¡ホイールナットが確実に締まって
いるか確認してください。　　　
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7. 万一のとき

交換する�
タイヤ�

輪止め�

z 他車の通行のじゃまにならず、安全に
作業ができ、地面が硬くて平らな場所
に車を移動してエンジンを止めます。

x パーキングブレーキを確実にかけ、　
オートマチック車  はセレクトレバー
を P  に入れ、マニュアル車  はチェ
ンジレバーを R または1速に入れてか
ら、非常点滅灯を点滅させて他車に注
意をうながします。　　　　　　　　
必要に応じて、停止表示板（別売り）
を置きます。　　　　　　　　　　　

タイヤ交換の準備

c 交換するタイヤと対角線上の位置にあ
るタイヤの前後に輪止め（市販品）を
置きます。　　　　　　　　　　　　

7. 万一のとき

パンクしたとき
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¡取り外したスペアタイヤは、ジャ
ッキが外れたとき足などをはさま
ないために、交換するタイヤの近
くの車体の下に置いてください。

¡スペアタイヤを地面に置くときは、
ホイール面の傷つき防止のため、
ホイール面を上にして置いてくだ
さい。　　　　　　　　　　　　

b ホイールナットレンチでホイールナッ
ト（5個）を左にまわして、手でナッ
トが軽くまわるくらいまでゆるめま
す。　　　　　　　　　　　　　　　

ホイル�
ナットレンチ�

v 工具、ジャッキ、ジャッキハンドルを
取り出し、スペアタイヤを取り外しま
す。　　　　　　　　　　　　　　　
同乗者がいるときや重い荷物をのせて
いるときは車からおろします。　　　
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7. 万一のとき

¡万一、ジャッキが外れると、身体
がはさまれたり、車が思わぬ動き
をするおそれがあります。ジャッ
キアップするときは次のことをお
守りください。　　　　　　　　
•地面が硬くて平らな場所以外で
は、ジャッキアップしないでく
ださい。　　　　　　　　　　

•ジャッキは、タイヤ交換以外に
は使用しないでください。　　

•ジャッキはこの車に付属のもの
を使用し、他の車のものを使用
しないでください。また、この
車のジャッキを他の車に使用し
ないでください。　　　　　　

•ジャッキは必ず指定された位置
にかけてください。　　　　　
指定以外の位置にジャッキをか
けると、ジャッキが外れてけが
をしたり、車を損傷するおそれ
があります。　　　　　　　　

•ジャッキで必要以上に車を持ち
上げないでください。　　　　

•ジャッキで車を持ち上げている
ときに、車の下にもぐったり、
エンジンをかけたり、車をゆす
ったりしないでください。　　

•ジャッキアップするときに、ジ
ャッキの上や下に物をはさまな
いでください。　　　　　　　

•複数のジャッキを使用して、複
数輪を同時にジャッキアップし
ないでください。　　　　　　

パンクしたとき

¡ジャッキアップをする前にエンジ
ンを必ず止めてから、パーキング
ブレーキを確実にかけ、　　　　
オートマチック車  はセレクトレ
バーを P  に入れ、 マニュアル車
はチェンジレバーを R または1速
に入れてください。　　　　　　

ジャッキアップ
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ジャッキハンドル�

z ジャッキハンドル取付け部を手でまわ
し、ジャッキ上面の穴を図中に矢印で
示してあるサスペンションアームのボ
ス部にはめ込みます。　　　　　　　

サスペンション�
アームのボス部�

ジャッキ上面の穴｠�

x ジャッキにジャッキハンドルを取り付
けます。　　　　　　　　　　　　　

c ジャッキハンドルをまわして、タイヤ
が地面から少し離れるまで、車体を静
かに持ち上げます。　　　　　　　　
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7. 万一のとき

パンクしたとき

z ホイールナットを外してタイヤを交換
し、外したタイヤはスペアタイヤのと
きと同じように車体の下に置きます。

x ホイールナットのテーパー部がホイー
ル穴のシート部に軽く接触するまで、
手で右にまわして仮り締めします。　

スチールホイール装備車�

テーパー部�

シート部�

タイヤの取付け・取外し

¡ホイールの取付け面を汚したとき
や汚れがあるときは拭き取ってく
ださい。　　　　　　　　　　　
汚れがあると、走行中にホイール
ナットがゆるむことがあります。

¡ナットやボルトにオイルやグリス
を付着させないでください。　　
必要以上に締め過ぎて、ボルトが
折れるおそれがあります。　　　

¡上図のアルミホイールのデザインはお
車のタイプにより異なります。　　　

アルミホイール装備車�

テーパー部�

シート部�
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¡工具、ジャッキ、パンクしたタイヤは、
所定の位置に確実に格納してください。

¡タイヤを取り付けてしばらく走行
後、ホイールナットのゆるみがな
いか確認してください。　　　　

¡タイヤを交換したあとの走行で、
車体の振動などの異常を感じたと
きは、タイヤやホイールなどが正
常でないことが考えられます。こ
のようなときは、スズキサービス
工場にご連絡ください。　　　　

¡アルミホイール装備車は1,000 km
程度走行したあとに、再びホイー
ルナットを締め付けて、ゆるみが
ないことを点検してください。　

タイヤを交換したあとは

c タイヤが地面に接触するまでジャッキ
を下げます。　　　　　　　　　　　

v ホイールナットレンチで、ホイール
ナットを下図の順序で2～3回に分け
て締め付けます。　　　　　　　　　

締め付けトルク：100 N・m
(従来単位：1020 kgf・cm）

①�

③� ④�

⑤� ②�

¡ホイールナットレンチの柄の先端
にかかる力は390 N（従来単位：
40 kgf）を目安にしてください。
ホイールナットレンチを足で踏ん
だりパイプを使って締めると、ボ
ルトが折れるおそれがあります。
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7. 万一のとき

故障したとき

¡発炎筒は、助手席足元の左側面にある
ホルダーに取り付けてあります。　　

¡点火すると約5分間発炎します。踏切
や高速道路などの危険な場所で故障し
たときに、非常用信号として使用しま
す。　　　　　　　　　　　　　　　

¡使用方法は発炎筒に記載されています。
あらかじめよく読んでおいてください。

¡発炎筒に表示されている有効期限が切
れる前に、新品と交換してください。
発炎筒のお求めはスズキ販売店または
スズキ代理店にご相談ください。　　

¡お子さまにはさわらせないでくだ
さい。やけどや火災などの思いが
けない事故を起こすおそれがあり
ます。　　　　

¡ホルダーに保管してください。　
¡点火するときに筒先を顔や身体に
向けないでください。やけどをす
るおそれがあります。　　　　　

¡ガソリンなどの燃えやすい物の近
くでは、使用しないでください。
引火して火災になるおそれがあり
ます。　　　　　　　　　　　　

¡トンネル内で発炎筒を使用すると、
煙で視界が悪くなります。トンネ
ル内での合図は非常点滅灯をご使
用ください。　　　　　　　　　

発炎筒

発炎筒�

ホルダー�

7. 万一のとき
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■一般道路
車を路肩に止めて非常点滅灯を点滅させ、
必要に応じて、停止表示板（別売り）や
発炎筒を使用して他車に注意をうながし
ます。　　　　　　　　　　　　　　　

■高速道路
車を路側帯に止めて非常点滅灯を点滅さ
せ、停止表示板（別売り）を車の後ろに
置きます。必要に応じて発炎筒を使用し
ます。　　　　　　　　　　　　　　　

道路で故障したときは 故障したときの連絡先は

故障したときは、お買い上げのスズキ販
売店またはスズキ代理店にご連絡くださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　　
スズキ代理店の所在地や電話番号は、別
添の「スズキ4輪車サービスネットワー
ク」をごらんください。　　　　　　　
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7. 万一のとき

脱輪などで踏切内で動けなくなったとき
は、ただちに踏切の非常ボタンを押して
ください。　　　　　　　　　　　　　

踏切の非常ボタンがわからず緊急を要す
るときは、発炎筒で列車に合図してくだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　　

踏切内で動けなくなったときは

故障したとき
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踏切や交差点などで、エンストして始動
できなくなったときは、付近の人に押し
てもらって、車を安全な場所まで移動さ
せてください。　　　　　　　　　　　
このとき、 オートマチック車  はセレクト
レバーを N  に入れ、 マニュアル車  は
チェンジレバーを N（ニュートラル）に
入れます。　　　　　　　　　　　　　

¡ マニュアル車  、 オートマチック車
ともエンジンスイッチを　　　　
　START　 の位置で保持して、緊急
避難的に車を動かすことはできま
せん。　　　　　　　　　　　　

エンストした車を少し移動させるときは



204

7. 万一のとき

専門業者に依頼してレッカー車でけん引
してもらうときは、4輪または後輪を持
ち上げてください。　　　　　　　　　
また、故障車を移動するには、けん引以
外に車両運搬車を利用する方法もありま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　
エンジンがまわって発進操作をしている
のに車が動かなかったり、いつもと違う
音がするときは、駆動装置の故障が考え
られますので、けん引の前にまずスズキ
サービス工場にご連絡ください。　　　

¡後輪だけを持ち上げてけん引する
ときは、2WD/4WD切替えスイッ
チを操作して、2WD〔2H〕に切
り替えてください。　　　　　　

→　141ページ（2WD 4WDの切替え操作）
¡2WD/4WD切替えスイッチを操作
して、4WD（ハイレンジ4WD
〔4H〕）または4WD-L（ローレン
ジ4WD〔4L〕）から2WD〔2H〕
に切替えるときは、必ずエンジン
をかけておき、オートマチック車
はセレクトレバーを  N  にして、
マニュアル車はクラッチペダルを
踏んだままで操作し、メーター内
の4WD表示灯および4L表示灯の消
灯を確認してください。　　　　

¡4WDのままで、前輪だけまたは後
輪だけを持ち上げてけん引すると、
持ち上げられた車輪が回転して、
思いがけない事故を起こすおそれ
があります。　　　　　　　　　

けん引について

けん引してもらうとき
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■ロープをかける位置は
ロープはけん引フックにかけます。　　

フロント側

¡この車で他車をけん引しないでく
ださい。　　　　　　　　　　　

ロープけん引

リヤ側
この車を一時的に後ろに移動させるとき
は、後ろのけん引フックにロープをかけ
ます。　　　　　　　　　　　　　　　

けん引フック� けん引フック�
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7. 万一のとき

x ロープの中間に白い布（30cm平方以
上）をつけます。　　　　　　　　　

¡けん引中にロープがバンパーを傷
つけるおそれがあるときは、あら
かじめバンパーを外しておいてく
ださい。　　　　　　　　　　　

¡車にロープをかけるときは、でき
るだけ同じ側にかけてください。

5m以内�

白布（30cm�
平方以上）�

25m以内�

できるだけ同じ側で�

けん引してもらうとき

ロープけん引

■ロープでけん引してもらうと
きは

z けん引フックにロープをかけます。
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b オートマチック車  はセレクトレバー
を N  に入れ、マニュアル車  はチェ
ンジレバーを N（ニュートラル）に入
れます。　　　　　　　　　　　　　

n けん引中はロープをたるませないよう
に、前の車の制動灯をよく見て運転し
ます。　　　　　　　　　　　　　　

c ブレーキ倍力装置や、パワーステアリ
ング装置を働かせるため、エンジンは
できるだけかけておいてください。　
エンジンがかかるときは、エンジンを
かけたままにしておき、2WD/4WD
切替えスイッチを操作して2 W D
〔2H〕に切り替えます。　　　　　

→　141ページ（2WD 4WDの切替え操作）

v エンジンがかからないときは、エンジ
ンスイッチを  ON  にして、2WD/
4WD切替えスイッチを操作して2WD
〔2H〕に切替え、メーター内の4WD
表示灯および4L表示灯の消灯を確認
してから、エンジンスイッチを
  ACC  にもどします。　　　　　　
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7. 万一のとき

けん引してもらうとき

ロープけん引

¡ オートマチック車  を、やむをえ
ずロープでけん引してもらうとき
は、トランスミッションの保護の
ため、速度30km/h以下、走行距
離30km以内でけん引してもらっ
てください。　　　　　　　　　

エンジンが停止した車の運転は
¡走行中にキーを抜いたり、エンジ
ンスイッチを LOCK  の位置にし
ないでください。ハンドルがロッ
クされてハンドル操作ができなく
なります。　　　

¡ブレーキ倍力装置が働かないため、
いつもより強めにブレーキペダル
を踏んでください。　　　　　　

¡パワーステアリング装置が働かな
いため、通常より大きな力をかけ
て操作してください。　　　　　

¡移動の途中に長い下り坂や急な下
り坂があるときは、レッカー車を
依頼し、ロープでけん引しないで
ください。　　　　　　　　　　
エンジンブレーキがまったくきか
ないため、下り坂でブレーキペダ
ルを踏み続けるとブレーキ装置が
過熱して、ブレーキがきかなくな
るおそれがあります。　　　　　
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次のようなときは、バッテリーあがりで
す。　　　　　　　　　　　　　　　　
¡エンジンスイッチを START  の位置
にしてもスターターがまわらないか、
まわっても回転が弱くてエンジンがか
からない。　　　　　　　　　　　　

¡いつもに比べて、ヘッドライトが極端
に暗かったりホーンの音が小さい。　

バッテリーがあがったとき

ブースターケーブルと12 Vバッテリー
を使用しているバッテリー正常車があれ
ば、エンジンを始動することができます。

z 1本目のブースターケーブルを①→
② の順序で接続し、2本目のブース
ターケーブルを③→④の順序で接続
します。　　　　　　　　　　　　　

　① バッテリーあがり車の 端子
　② バッテリー正常車の 端子
　③ バッテリー正常車の 端子　　
　④ バッテリーあがり車のエンジン本体
（エンジンハンガーフックなどに接続
します）　　　　　　　　　　　　　

バッテリーあがりとは バッテリーあがりのときは

7. 万一のとき

正常車の�
バッテリー�

ブースター�
ケーブル�

①�

②�③�

④�



210

7. 万一のとき

バッテリーがあがったとき

バッテリーあがりのときは

¡バッテリーからは水素ガスが出て
います。水素ガスは火気や火花に
引火すると爆発のおそれがありま
すので、充電などするときは次の
ことをお守りください。　　　　
• バッテリーを充電するときや、
始動補助でブースターケーブル
をつなぐときは、必ずバッテリ
ー液面を確認してください。バ
ッテリー液面が下限（LOWER
LEVEL）以下で充電などすると、
バッテリーの劣化を早めたり発
熱や爆発のおそれがあります。
バッテリー補充液を上限（UPPER
LEVEL）まで補給してから、充
電などを行なってください。　

• 充電は火気のない風通しのよい
ところで、すべてのバッテリー
キャップを外して行なってくだ
さい。　　　　　　　　　　　

• ④の接続のときに、バッテリー
あがり車の 端子につながない
でください。発生した火花が水
素ガスに引火し、爆発するおそ
れがあります。バッテリーから
離れたエンジン本体に接続して
ください。　　　　　　　　　

• 乾いた布でバッテリーを拭かな
いでください。　　　　　　　

UPPER LEVEL

LOWER LEVEL

上限�
下限�

x バッテリー正常車のエンジンを始動さ
せ、エンジンの回転を少し高めに保ち
ます。　　　　　　　　　　　　　　

c バッテリーあがり車のエンジンを始動
させます。　　　　　　　　　　　　

v 取り付けたときと逆の順序でブース
ターケーブルを外します。　　　　　

b お近くのスズキ販売店またはガソリン
スタンドでバッテリーを完全充電しま
す。　　　　　　　　　　　　　　　
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¡エンジンを停止したままライトをつけ
たり、長時間ラジオなどを聞かないよ
うにしましょう。　　　　　　　　　

¡エンジンがかかっていても渋滞などで
長時間アイドリング状態で停車してい
る場合は、電装品の使用を極力避けて
ください。　　　　　　　　　　　　

¡バッテリー液が減っていると充電能力
が低下して、寿命が短くなります。　
ときどき点検してバッテリー液が減っ
ているときは補充をしてください。　
→　メンテナンスノート（日常点検）

バッテリーあがりを防ぐために

¡バッテリー液は希硫酸です。目や
皮膚につくとその部分が侵されま
す。万一、付着したときはすぐに
多量の水で洗浄し、医師の診察を
受けてください。　　　　　　　

¡ブースターケーブルはしっかり接
続してください。エンジン始動時
の振動でクリップが外れると、ブ
ースターケーブルがＶベルトに巻
き込まれることがあります。　　

¡ブースターケーブルの 端子は、
接続時、取り外し時および始動中
にバッテリー 端子以外の部分（
端子、ボデー、ブラケットなど）

と接触しショートさせないように
注意してください。　　　　

¡ オートマチック車  は押しがけで
きません。　　　　　　　　　　
また、 マニュアル車  も安全のた
め、押しがけをしないでください。



212

7. 万一のとき

ヒューズを交換するとき

電気系統の装置が作動しないときや、電球切れでないのにランプが点灯しないときは、
ヒューズが切れていることが考えられます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヒューズボックスはエンジンルーム内と運転席足元にあります。　　　　　　　　　

■エンジンルーム内のヒューズボックス

7. 万一のとき

ヒューズが切れたとき

ヒューズボックス

エンジンルーム内のヒューズボックス�

1 5
11

12

2

6
7

3

4

8
9
10

13

14

位置

1

2

3

4

5

6

7

表示

CPRSR

ST

HTR FAN

FR FOG

LAMP

H/L R

H/L L

容量

10A

30A

20A

15A

50A

15A

15A

接続先名称

エアコン
コンプレッサー

スターター

ヒーター
ファン

フォグランプ

照明

ヘッドライト
（右）

ヘッドライト
（左）

¡装備仕様の違いにより、ヒューズがない場合があります。　　　　　　　　　　　
¡上記の表は、各ヒューズが受け持つ主な装備を表しています。　　　　　　　　　

位置

8

9

10

11

12

13

14

表示

RDTR

P/S

FI

ABS SOL

IGN1

ABS MOT

IGN2

容量

30A

30A

15A

30A

40A

40A

50A

接続先名称

ラジエーター
ファン
パワー

ステアリング

燃料噴射装置

ABS
ソレノイド
イグニッション

コイル
ABS

モーター
リヤデフォッガー
パワーウインドー
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位置

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

■運転席足元のヒューズボックス

　

運転席足元の�
ヒューズボックス�

1 2

11 �
12

4

13 14 15 16 17 1918

�65 7 8

222120

9 103

表示

IG2
SIG
REAR
DEFG
WIPER
WASHER

-

CIGAR

-

HORN
HAZARD
RADIO
DOME

-

-

ST

容量

10A

15A

15A

-

15A

-

15A

15A

-

-

10A

接続先名称

ヒーター

リヤ
デフォッガー
ワイパー

ウオッシャー

-

シガーライター

-

ホーン
非常点滅灯
ラジオ
室内灯

-

-

スターター

位置

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

表示

POWER
WINDOW

IG

4WD

BACK

AIR
BAG

METER

ABS

AT

TAIL

STOP

DOOR
LOCK

容量

30A

15A

20A

10A

15A

10A

10A

10A

10A

15A

15A

接続先名称

パワー
ウインドー
エンジン
スイッチ

4WD

後退灯

エアバッグ

メーター

ABS

AT

尾灯

制動灯

ドアロック

¡装備仕様の違いにより、ヒューズがない場合があります。　　　　　　　　　　　
¡上記の表は、各ヒューズが受け持つ主な装備を表しています。　　　　　　　　　
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7. 万一のとき

ヒューズを交換するとき

ヒューズの点検と交換

z エンジンスイッチを LOCK  にしま
す。　　　　　　　　　　　　　　　

x エンジンルーム内のヒューズボックス
のカバーを外し、ヒューズ抜きを取り
出します。　　　　　　　　　　　　

c 故障の状況から点検すべきヒューズを
ヒューズボックスの表で確認し、
ヒューズ抜きをヒューズに差し込んで
引き抜き、ヒューズが切れていないか
点検します。　　　　　　　　　　　

¡ヒューズを点検または交換したあ
とは、ヒューズ抜きを所定の位置
に格納し、しっかりカバーをして
ください。　　　　　　　　　　

v 切れているときは同じ容量のヒューズ
と交換します。　　　　　　　　　　

正常なヒューズ� 切れたヒューズ�

ミニブレードタイプ�

ヒューズ抜き�

ヒューズ抜き�

正常なヒューズ� 切れたヒューズ�

低背ブレードタイプ�
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¡エンジンルーム内の低背ブレード
タイプのヒューズは、同じタイプ
またはミニブレードタイプで同じ
容量のものと交換してください。
また、低背ブレードタイプ以外の
ヒューズは、同じタイプで同じ容
量のものと交換してください。　
指定のタイプと違うヒューズ、容
量の大きいヒューズ、針金、銀紙
などと交換すると、配線などが焼
損する原因となります。　　　　

¡交換したヒューズがすぐに切れる
ときは、電気系統の故障が考えら
れます。　　　　　　　　　　　
スズキサービス工場で点検を受け
てください。　　　　　　　　　

¡予備ヒューズにないタイプや容量
のヒューズを交換するときは、ス
ズキ販売店またはスズキ代理店に
ご相談ください。　　　　　　　

¡次の予備ヒューズがヒューズボックス
にあります。　　　　　　　　　　　

容量�タイプ�
ヒューズ�
ボックス�

頭部の�
着色�

赤色�

青色�

黄色�

青色�

黄色�

緑色�

1�

1�

1�

1�

1�

1

10A�

15A�

20A�

15A�

20A�

30A

運転席足元�

（カバーの�

　裏側）�
�

エンジン�

ルーム内�

�
ミニ�

ブレード�

�

低背�

ブレード�

個数�

�

�



216

7. 万一のとき

ランプの電球を交換するとき

電球が切れているときは、同じワット数
で同じ口金形状の電球と交換します。　
各ランプに使用している電球のワット数
は、サービスデータ（221ページ）をご
らんください。　　　　　　　　　　　

¡ヘッドライトの電球は、油脂類が
付着していない、きれいな手袋を
はめて扱ってください。　　　　
ヘッドライトの電球は使用時に高
温になるため、素手で扱うと油な
どが付着して電球の寿命が短くな
ります。　　　　　　　　　　　

¡ハロゲンランプの電球を扱うとき
は、破損させないようにとくに慎
重に扱ってください。　　　　　
電球の内部に高圧ガスが封入され
ていますので、割れてガラスが飛
散するときにけがをするおそれが
あります。　　　　　　　　　　

電球を交換するときは

ランプや方向指示器を点灯または点滅さ
せて、電球切れの点検をしてください。

電球の点検

¡ブレーキランプは他の人に見ても
らうか、壁などを利用して点検し
てください。　　　　　　　　　

¡メーターパネル内の方向指示表示
灯の点滅が異常に速くなったとき
は、方向指示器／非常点滅灯の電
球切れが考えられます。　　　　

¡ヘッドライト・ブレーキランプな
どのランプは、雨天走行や洗車な
どの使用条件によりレンズ内面が
一時的にくもることがあります。
これはランプ内部と外気の温度差
によるもので、雨天時などに窓ガ
ラスがくもるのと同様の現象であ
り、機能上の問題はありません。
ただし、レンズ内面に大粒の水滴
がついているときやランプ内に水
がたまっているときは、スズキ販
売店またはスズキ代理店にご相談
ください。　　　　　　　　　　
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次のようなときは、オーバーヒートです。
¡水温計の指針がオーバーヒート範囲に
入ったとき　　　　　　　　　　　　

¡エンジンルームから蒸気が立ちのぼっ
ているとき　　　　　　　　　　　　

オ－バーヒートしたとき

オーバーヒートとは

¡エンジンルームから蒸気が立ちの
ぼっているときは、ボンネットを
開けないでください。　　　　　
蒸気や熱湯が吹き出してやけどを
するおそれがあります。　　　　

7. 万一のとき

オーバーヒート範囲�

指針�
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7. 万一のとき

¡冷却ファンが作動していないとき
や、水温計の指針が下がらないと
きは、ただちにエンジンを止め、
スズキサービス工場にご連絡くだ
さい。　　　　　　　　　　　　

z 車を安全な場所に止めます。　　　　

x エンジンをかけたままでボンネットを
開けてエンジンルーム内の風通しをよ
くします。　　　　　　　　　　　　

オーバーヒートしたときは

¡エンジンルームから蒸気が立ちの
ぼっているときは、ボンネットを
開けないでください。　　　　　
蒸気や熱湯が吹き出してやけどを
するおそれがあります。　　　　

オ－バーヒートしたとき

c 冷却ファンの作動を確認し、水温計の
指針が下がるのを待ってエンジンを止
めます。　　　　　　　　　　　　　
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¡冷却水がなく水だけを補給したと
きはできるだけ早くスズキサービ
ス工場で不凍液（クーラント）濃
度の点検を受けてください。　　

¡水漏れなどの異常があるときはス
ズキサービス工場にご連絡くださ
い。　　　　　　　　　　　　　

b 冷却水の水量が不足しているときは補
給します。　　　　　　　　　　　　

v エンジンが十分冷えてから、冷却水の
水量、ホースなどからの水漏れを点検
します。　　　　　　　　　　　　　

　

¡ラジエーターキャップを外すとき
は、エンジンの温度が十分に下が
ってから外してください。　　　
エンジンが熱いときは冷却水に圧
力がかかっているため、蒸気や熱
湯が吹き出してやけどをするおそ
れがあります。　　　　　　　　
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7. 万一のとき

事故が起きたとき

処置のしかた

z 事故の続発を防ぐため、他の交通のさ
またげにならないような安全な場所に
車を移動させ、エンジンを止めます。

x 負傷者がいる場合は、医師、救急車な
どが到着するまでの間、応急手当を行
います。　　　　　　　　　　　　　
この場合、とくに頭部に傷などがある
ときは、そのままの姿勢で動かさない
ようにしますが、後続事故の心配があ
るときは安全な場所に移動させます。

¡外傷がなくても医師の診断を受け
ましょう。後になってから後遺症
が出るおそれがあります。　　　

c 事故が発生した場所、状況、負傷者や
負傷の程度などを警察官に報告し、指
示を受けます。　　　　　　　　　　

v 相手方、事故の状況をメモします。　

b ご購入された販売店や保険会社へ連絡
します。　　　　　　　　　　　　　
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燃料

エンジンオイル

トランス

ミッション

オイル

トランスファー

オイル

デファレンシャル

オイル

冷却水

ウォッシャー液

ブレーキ液

無鉛レギュラーガソリン

40 L

スズキエクスターオイル 10W-30 （SH/CD、SL/GF-Ⅲ）、

5W-30 （SG/CD）

外気温に応じたオイルのご使用方法については、冬期に入る前

の準備（175ページ）のエンジンオイルの表をご参照ください。

2.8 L

3.0 L

スズキ4輪ギヤオイル　75W-90(GL-4)

スズキATF（3317）

1.3 L

5.7 L

スズキ4輪ギヤオイル　75W-90 (GL-4)

1.1 L

スズキ4輪スーパーギヤオイル　80W-90 (GL-5)

1.7 L

1.4 L

スズキクーラント

4.0 L

スズキウインドーウォッシャーフルード

1.5 L

スズキブレーキフルード (DOT-3)(JIS・BF-3)

サービスデータ

デ　　　　ー　　　　タ項　　　　目

¡油脂類などの交換時期は、メンテナンスノートをごらんください。　　　　　　　
¡指定外のATF、ブレーキ液は絶対に入れないでください。　　　　　　　　　

オイル交換時

オイル、オイルフィ

ルター同時交換時

MT車

AT車

MT車

AT車

フロント

リヤ

使用燃料

タンク容量

グレード

規定量

グレード

規定量

グレード

規定量

グレード

規定量

グレード

規定量

グレード

タンク容量

グレード
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サービスデータ

スパーク

プラグ

バッテリー

アイドリング

回転速度（回転数）

ブレーキ

ペダル

クラッチ

ペダル

パーキングブレーキレバー

Vベルト

ハンドル

タイヤ

デンソー：IXU22C（0.7～0.8 mm）

NGK：KR7AI（0.7～0.8 mm）

55B24R

900±50 rpm

1～8 mm

65 mm以上〔踏み込み力 300 N （従来単位：31 kgf）〕

10～20 mm

90 mm以上（クラッチが切れたとき）

6～8 ノッチ〔操作力 200 N （従来単位：20 kgf）〕

10～12 mm

12～15 mm

6～7 mm

8～9 mm

0～30 mm（ホイール外周）

5,000 km走行ごと

タイプ

（電極のすき間）

タイプ

回転速度

（回転数）

遊び

床面とのすき間

遊び

床面とのすき間

引きしろ

たわみ量

〔100 N（従来

単位：10 kgf）

で押したとき〕

遊び

ローテーション時期

デ　　　　ー　　　　タ項　　　　目

エアコン�
コンプレッサー側� 発電機側�

発電機側

エアコン

コンプレッサー側

新品時

再張時

新品時

再張時
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後　輪

180kPa (1.8 kgf/cm2)

前　輪

160kPa (1.6 kgf/cm2)

■電球の容量

■タイヤの空気圧

■ホイールのサイズ

適合ホイール

■ タイヤチェーン

容　量

60/55 W

35 W

5 W

21 W

5 W

21 W

名　　　　　　　称

制動灯／尾灯

後退灯

番号灯

前席室内灯

荷室室内灯

ハイマウントストップランプ（室内）

容　量

21/5 W

10 W

5 W

8 W

5 W

5 W×5

タイヤ

175/80R16  91Q

リムサイズ

スチールホイール

16×5J

アルミホイール

16×5 1/2JJ

オフセット

22 mm

取付ピッチ円直径

（PCD）

139.7 mm

指定タイヤチェーン

形　　式

スチール製

くさり形

スズキ品番

99000-79796

JIS表示

56191A

タイヤサイズ

175/80R16  91Q

タイヤサイズ

175/80R16  91Q

（　）内は従来単位

名　　　　　　　称

ヘッドライト

フォグランプ

車幅灯

前面

方向指示器／非常点滅灯 側面

後面
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サービスデータ

■エンジンルームをのぞいて
太字は日常点検が必要な部品の一部です。詳しくはメンテナンスノートをごらんくだ
さい。

エンジンオイルレベルゲージ�

エンジンオイルフィラーキャップ�

冷却水リザーバータンク�

ATオイルレベルゲージ�

ブレーキフルードリザーバータンク�

バッテリー�

ウォッシャータンク�

メインヒューズ�

ラジエーターキャップ�

�

�

エアクリーナー�

Vベルト�
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さくいん

ア

Rポジション警告ブザー …… 25、140
アルミホイール
　タイヤ交換 ……………………… 198
　タイヤチェーン ………………… 183
　手入れ …………………………… 171
アンテナ …………………………… 157

イ
EPS警告灯 ………………………… 111
インパネトレー（助手席） ……… 160
インパネポケット ………………… 161

ウ
ウインドー
　ウインドーロックスイッチ …… 74
　フロントウインドーガラスの手入れ … 170
　バックウインドーガラスの手入れ… 172
　パワーウインドー………………… 73
ウェアインジケーター ………… 174
ウォークインペダル………………… 86
ウォッシャー液 …………………… 221
ウォッシャースイッチ ………… 116

エ
エアコン、ヒーター ……………… 148
ABS（アンチロックブレーキシステム）
　警告灯 ……………………… 64、110
　装置 ………………………………… 63
AT警告灯 …………………… 107、131
SRSエアバッグ警告灯 …… 62、109
SRSエアバッグシステム …… 31、51
エンジンオイル … 33、109、175、221
エンジン回転計（タコメーター）… 102
エンジンキー ………………………… 66
エンジン警告灯 …………………… 108
エンジンスイッチ………………… 122
エンジンのかけかた……………… 124
エンジンフード（ボンネット）…… 77
エンジンブレーキ…………………… 18
エンジンルームをのぞいて …… 224
エンジンをかける前に ………… 120
エンスト …………………………… 203
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さくいん

オ
オイル（エンジンオイル） … 33、109、175、221
オーディオ ………………………… 155
オートマチック車（運転） ……… 131
オートマチック車（セレクトレバー）…128
オーバーヒート …………………… 217
お子さまを乗せるとき …………… 14
オドメーター（積算距離計）…… 101

カ

外気導入（エアコン） …………… 152
外装のお手入れ …………………… 168
格納機能付きドアミラー ………… 94
各部の開閉 …………………………… 66
各部の調節 …………………………… 82
カセットテープ（取扱い） ……… 156
ガソリン（燃料）……………… 11、221
カップホルダー …………………… 164
仮眠するときは ……………………… 22
寒冷時の取扱い …………………… 175

キ
キー（エンジンキー） ……………… 66
キーインターロック………… 25、139
キースイッチ（エンジンスイッチ）… 122
キー抜き忘れ警告ブザー … 66、123
キーナンバー ………………………… 66
キーレスエントリー………………… 70
キックダウン ………………… 24、136
給油 …………………………… 11、221

ク
空気圧 ……………………………… 223
区間距離計（トリップメーター）… 101
くもり取り（デフロスター）…… 148
くもり取り（リヤデフォッガー）…118
クラッチスタートシステム …… 124
クリープ現象 ………… 24、134、138
車のお手入れ ……………………… 168
グローブボックス………………… 160

ケ
警告灯の見かた …………………… 104
警告ブザー
　Rポジション警告ブザー… 25、140
　キー抜き忘れ警告ブザー …66、123
　ライト消し忘れ警告ブザー … 113
経済運転 …………………………… 146
携帯電話 ……………………………… 37
けん引 ……………………………… 204

コ
工具 ………………………………… 188
後席シート …………………………… 87
後席シートへの乗り降り ………… 86
故障したとき ……………………… 200

サ

サービスデータ …………………… 221
サイドアンダーミラー …………… 98
サンバイザー ……………………… 159
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シ
シート ………………………………… 82
シートアンダートレー ………… 165
シートスライドレバー …………… 83
シートベルト ………………………… 40
シートベルト警告灯……………… 108
シガーライター …………………… 162
事故が起きたとき ………………… 220
室内装備 …………………………… 158
室内灯 ……………………………… 158
シフトロック ………… 24、129、134
ジャッキ（格納場所） …………… 188
ジャッキアップ（パンクしたとき）… 196
ジャッキアップ（タイヤチェーン）… 183
集中ドアロック（パワードアロック）… 72
充電警告灯 ………………………… 108
樹脂塗装部品の手入れ ………… 171
出発の前に ……………………………… 8
ジュニアシート ……… 15、32、44、55
助手席ウォークイン………………… 86

ス
水温計 ……………………………… 102
スイッチの使いかた……………… 113
スタック（立ち往生） ……………… 21
スピードメーター（速度計）…… 101
スペアタイヤ ……………………… 190
スペアタイヤアンダーカバー … 190

セ
積算距離計（オドメーター）…… 101
セレクトレバー
　位置表示灯 ……………………… 105
　操作 ……………………………… 128
洗車のしかた ……………………… 168
前照灯（ヘッドライト） ………… 113
前席シート …………………………… 82
センターコンソールトレー …… 165
センターコンソールボックス … 164

ソ
走行中の注意 ………………………… 18
速度計（スピードメーター）…… 101
速度範囲（オートマチック車）… 130
速度範囲（マニュアル車） ……… 127

タ

ターボ車の運転 ……………………… 33
タイトコーナーブレーキング現象 … 28
タイヤ
　空気圧 …………………………… 223
　交換したあとは………………… 199
　交換するときは………………… 174
　交換の準備 ……………………… 194
　チェーン ………………… 182、223
　ホイールサイズ………………… 223
　ローテーション………………… 173
タコメーター（エンジン回転計）… 102
立ち往生（スタック） ……………… 21
暖機運転 …………………… 125、146
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チ
チケットホルダー（サンバイザー）… 159
チャイルドシート ……… 15、32、44、55
チャイルドシート固定機構（シートベルト） … 44
駐車するときは ……………… 22、180
チェーン（タイヤチェーン） … 182、223
チェンジレバー …………………… 127

テ
停止表示板 …………………… 37、201
デフロスター（エアコン） ……… 148
電球
　電球切れの点検（表示灯、警告灯）…… 112
　電球の交換（ランプ類） ……… 216
　ワット数（ランプ類） ………… 223
点検 ……………………………… 8、120

ト
ドア …………………………………… 67
ドアミラー …………………………… 94
ドアミラーヒータースイッチ …… 97
凍結防止剤 ………………… 168、180
凍結路 ……………………………… 178
渡河走行 ……………………………… 30
トリップメーター（区間距離計）… 101

ナ

内気循環（エアコン） …………… 152
内装のお手入れ …………………… 172

ニ
2WD/4WD切替えスイッチ …… 141
荷室サイドボックス……………… 166
日常点検 ………………………… 8、120

ネ
燃料 …………………………… 11、221
燃料計 ……………………………… 102
燃料残量警告灯 …………………… 108
燃料タンク容量 …………………… 221
燃料補給口 …………………………… 80

ハ

パーキングブレーキ
　寒冷時の取扱い………………… 180
　操作 ……………………………… 126
　ブレーキ警告灯………………… 107
パートタイム4WD ………………… 27
灰皿 ………………………………… 163
ハイドロプレーニング現象 ……… 20
はさみ込み防止機構………………… 75
発炎筒 ……………………………… 200
バックミラー（ルームミラー）…… 93
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バッテリーあがり ………………… 209
バニティミラー（サンバイザー）… 159
パワーウインドー …………………… 73
パワードアロック …………………… 72
パンク（タイヤ交換） …………… 194

ヒ
ヒーター（エアコン） …………… 148
非常点滅灯スイッチ……………… 115
必読 ……………………………………… 7
ヒューズ …………………………… 212
表示灯の見かた …………………… 104
日よけ（サンバイザー） ………… 159

フ
ブースターケーブル……………… 209
フォグランプスイッチ ………… 119
フットレスト ……………………… 163
フューエルキャップ………………… 81
フューエルリッド …………………… 80
フルフラットシート………………… 91
ブレーキ
　ブレーキ液 ……………………… 221
　ブレーキ警告灯 ………………… 107
　ブレーキ倍力装置… 18、122、207
　ブレーキペダル ………………… 222
フロアコンソールトレー ……… 164
フロアコンソールボックス …… 166
フロントシート ……………………… 82

ヘ
ヘッドライト（前照灯） ………… 113
ヘッドライト上向き表示灯 …… 105
ヘッドレスト
　後席 ………………………………… 88
　前席 ………………………………… 85
ベビーシート ………… 15、32、44、55

ホ
ホイールサイズ …………………… 223
防眩式ルームミラー………………… 93
方向指示器スイッチ……………… 115
方向指示器表示灯………………… 105
ホーンスイッチ …………………… 119
ボンネット …………………………… 77

マ

マニュアル車（チェンジレバー）…… 127
万一のとき ………………………… 187

ミ
ミラー
　サイドアンダーミラー ………… 98
　ドアミラー ………………………… 94
　ルームミラー ……………………… 93
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リ
リクライニングレバー …………… 84
リバース（R）ポジション警告ブザー … 25、140
リヤクォータートレー ………… 166
リヤシート …………………………… 87
リヤデフォッガースイッチ …… 118
リヤワイパー/ウォッシャースイッチ … 117

ル
ルーフレール ………………………… 12
ルームミラー ………………………… 93
ルームランプ（室内灯） ………… 158

レ
冷却水（ラジエーター液）
　オーバーヒート………………… 217
　寒冷時の取扱い………………… 175
　規定水量 ………………………… 221

ワ

ワイパー
　寒冷時の取扱い……175、177、181
　ワイパースイッチ……………… 116
ワックスのかけかた……………… 170

メ
メーターの照明 …………………… 103
メーターの見かた ………………… 100

ユ

油圧警告灯 ………………………… 109
雪道を走行するとき……………… 178

ヨ
横風が強いときは …………………… 19
4L表示灯 …………………… 106、145
4ＷＤ車の運転 ……………………… 27
4ＷＤ表示灯 ……………… 106、145

ラ

ライト消し忘れ警告ブザー …… 113
ライトスイッチ …………………… 113
ラゲッジルームランプ（荷室室内灯）… 158
ラジエーターキャップ …35、219、224
ランプ
　前席室内灯 ……………………… 158
　荷室室内灯 ……………………… 158
　電球切れの点検（表示灯、警告灯）…… 112
　電球の交換（ランプ類） ……… 216
　フォグランプ …………………… 119
　ヘッドライト …………………… 113
　ワット数（ランプ類） ………… 223



お車についてのご相談、ご意見は 

①  車名、車両型式、車台番号、エンジン型式 

車体色（番号）、仕様記号 

②  ご購入年月日 

③  走行距離 

④  ご相談内容 

⑤ お客様のご住所、お名前、お電話番号 

スズキ株式会社の窓口は… 

　〒 

お車のことやアフターサービスなどについてのご相

談やご意見がございましたら、お買い上げいただき

ましたスズキ販売店かスズキ代理店にご相談くださ

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

スズキ代理店にご相談やご意見をいただくときは、

別添の「スズキ4輪車サービスネットワーク」に記

載してありますお近くの代理店にお気軽にご相談く

ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

お客様のご相談に対して的確な判断と迅速な処理を

するために次の事項を必ずご確認のうえ、ご相談く

ださい。 

432-8611　浜松市高塚町 300

　お客様相談室 
　フリーダイヤル 7 0120-402-253

　受付時間／ 9： 00～ 12： 00,13： 00～ 17： 00

弊社お客様相談室におけるお客様の個人情報の取扱いについては、 
スズキ株式会社ホームページにて掲載していますのでご覧ください。 

※ 

（http://www.suzuki.co.jp） 
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